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　大阪市立大学はその起源を辿れば 19 世紀にまで遡る伝統ある大学です。私たち

の文学部は戦後の1949 年、まず法文学部として出発し、1953 年に文学部として独

立しました。同年には、早くも文学部の大学院である文学研究科（修士課程）が設

置されています。以来、「人文学」を中心に据えた教育・研究を一貫して展開しながら、

徐々に組織の拡充をはかり、1970 年代前半には、すべての専攻に修士・博士両

課程を備えた、全国でも有数の規模を誇る大学院に成長しました。

　文学研究科にとって近年の画期となったのは、21世紀の初頭（2001年度）に大学

院重点化を達成し、研究中心の大学院大学として再出発したことです。折しも

その翌年、2002 年度には文部科学省の21世紀 COE プログラムに文学研究科の

「都市文化創造のための人文科学的研究」（2002 ～ 2007年度）が採択され、研究

科における共同研究の高度化が一気に加速するとともに、学際的、応用的研究が

進展を遂げました。

　文学研究科は、旧来の伝統的な基礎学を大切にする一方、時代や社会の要

請に応えるべく学際的、応用的な学問分野の開拓にも努めてきました。そして、

直近では 2020 年度に文化構想学専攻を新設し、基礎・応用両面にわたる、よ

り充実した教育・研究環境を構築しました。このような進展の延長線上に、これ

までの理念、カリキュラム、教員体制を引き継ぎ、2022 年度に、大阪公立大学

大学院文学研究科（仮称・設置認可申請中）を設立する予定です。

　また、文学研究科では、COE 事業以来の研究拠点である都市文化研究センター

が、若手研究者を含む研究プロジェクトを企画する一方、アジア、アメリカなど

海外の大学との学術交流にも力を注いでいます。さらに、研究科の教育組織である

インターナショナル・スクールでは、若手研究者の国際発信を手助けする多くの

実践的プログラムを提供しています。加えて、若手研究者を経済的に支援するさま

ざまな制度も整備し、修学環境をより向上させるべく努めているところです。

　これまでに多くの優秀な研究者を輩出し、新体制の発足によりますます魅力を

増した文学研究科で、ともに学問に取り組むみなさんを心からお待ちしています。

▶ 大阪市立大学大学院文学研究科ホームページ　http://www.lit .osaka-cu.ac.jp/
▶ 大阪公立大学大学院文学研究科（仮称）ホームページ  https://www.upc-osaka.ac.jp/new-univ/about/gs_lit/

ごあいさつ

文学研究科長　添田 晴雄

１. 世界的な研究拠点

21世紀 COE ※1プログラム（文部科学省による世界的
研究教育拠点形成のための支援事業）や頭脳循環を加速
する若手研究者戦略的海外派遣プログラム（日本学術振
興会）に採択されるなど、文学研究科は、グローバルな
研究拠点としての地位を確立してきました。

文学研究科における研究拠点が都市文化研究センター
（UCRC ※2）です。都市や文化にかかわる研究プログラム
がいくつも、並行して進められ、大きな成果を上げてい
ます。UCRC は、雑誌『都市文化研究』やオンライン英
文電子ジャーナル "UrbanScope" を発行しています。

文学研究科や UCRC は、アジアや欧米の多くの大学
と連携しています。教員や若手研究者の相互交流も盛ん
で、国際的なシンポジウムが数多く開催されています。

　
※ 1 COE：Center of Excellence（卓越した研究拠点）	
※2 UCRC：Urban-Culture Research Center

３. 若手研究者を育て、
　  伸ばす

文学研究科は、大学院生や、博士後期課程を修了し
た若手研究者に対して、充実した教育をおこない、安心
して研究を進めることができる環境を用意しています。

都市文化研究センターは、若手研究者を「研究員」と
して採用しています。UCRC 研究員になれば、大阪市立
大学学術情報総合センター（図書館）を利用したり、『都
市文化研究』に投稿することができます。

インターナショナルスクールでは、自らの研究成果を
国際的に発信できる若手研究者を育成するため、さま
ざまなプログラムを用意しています。学会発表や調査の
ための海外渡航を支援する制度もあります。

修了者は、日本国内外の国立・公立・私立大学の
教員、その他の研究機関研究員のみならず、研究経
歴を活かして、高等学校・中学校の教員、公務員、
一般企業会社員、NPO 職員として就職しています。

４. 開かれた門戸

大阪市立大学には、留学生の就学・研究を援助するさ
まざまな制度があります。学費の減免制度、各種の奨学
金などです。社会人で大学院を目指そうとするみなさんに
は、社会人の特性に配慮した入学試験制度（社会人特別
選抜）を設けるだけでなく、入学後、じっくりと研究を進
めるための長期履修学生制度※3 などを文学研究科として
用意しています。

文学研究科はまた、大阪を中心とする地域での活躍、
地域との連携を目指しています。上方文化講座は、大阪
の地で育まれた伝統芸能「文楽」を学問的体系のもとに
学ぶことができる貴重な場です。大阪市立大学は大阪市
博物館協会と包括連携協定を結んでいますが、研究や人
材面で文学研究科は大きな貢献をしています。この他、
文学研究科教員の研究成果を広く市民に伝えるため、人
文選書（和泉書院）や文学研究科叢書（清文堂）を刊行し
ています。

大阪公立大学大学院文学研究科（仮称）は、上記の
諸制度を引き継ぐ予定です。

　
※3 長期履修学生制度：申請の条件について、詳しくは p.11を参照

２. 優秀な教授陣

文学研究科は、人文学、言語学、人間行動学などの
多様な学問分野の教員からなっています。伝統的で確立
した体系からなる学問分野はもちろん、文化構想学のよ
うなユニークな特徴をもつ専攻も擁しています。

教員には、学界で活躍するベテラン、中堅の研究者が
多い一方、新進気鋭の若手の研究者も少なくありません。
彼ら彼女らによる多彩な研究活動は、国内外で高い評価
を得ており、大学院生に対する最先端の教育へと結びつ
いています。

文学研究科に併設される文学部もそうですが、少人数
教育を大きな特徴としています。教員と学生（大学院生）
との距離が短く、時間と空間を共有することの利点を活
かして、大学院生の教育が行われます。

2022 年度に開設予定の大阪公立大学大学院文学研究
科（仮称）では、このような優秀な教授陣が継続して教
育にあたり、大阪市立大学大学院文学研究科の特徴を
継承する予定です。

大阪公立大学大学院文学研究科（仮称）の

 ４つの特色
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研究科の概要

21世紀を迎えた現在、これまでの「知」のあり方は大きく
変わろうとしており、人々の関心や研究目的は多様性をます
ます帯びつつあります。大阪市立大学文学研究科は、そうし
た流行する「知」に潜む不易の本質を見すえて、学問的「知」
の組み替えに挑戦してきました。そして、以下の理念の下に、
既存の学問の垣根を越えて、都市文化を複合的にとらえる試
みを続けてきました。2022 年度からは、大阪公立大学大学
院文学研究科（仮称）として、この理念とカリキュラムを引き
継ぎます。

● �人文科学・行動科学の方法や考え方を通して人間、社会、文化、
言語の諸事象とそこに内在する普遍性を探究します。

● �人間、社会、都市、文化をとりまく今日的課題の解決に貢献し
得る人文科学・行動科学の構築をめざします。

● �先端的研究成果をグローバルな視野から情報発信できる国際
的競争力を備えた最高水準の教育・研究をめざします。

＜大学院博士前期課程＞

● �人文科学や行動科学の分野において、先端的知識と方法を身

につけ独創的研究をみずから行いうる人材を育成します。

● �地域の教育に貢献し、都市が抱えるさまざまな問題の解決に応

えうる高度専門職業人を育成します。

● �生涯学習への意欲をもち、人間、社会、文化、言語に対する

深い理解を通して、国際社会・地域社会においてさまざまな文
化的活動を担うことのできる高度教養人を育成します。

＜大学院博士後期課程＞

● �人文科学・行動科学の最先端の研究課題を創造的に探究する

高度な研究能力を備えた研究者を育成します。

● �国内外の教育研究組織や機関と連携し、人文科学・行動科学

の国際的、学際的な研究を主導的に推進する研究者を育成し
ます。

大阪市立大学大学院文学研究科は、1953（昭和28）年４月に、
社会学・地理学・国文学・中国文学・英文学・独文学の修士
課程６専攻をもって発足しました。その１年後の1954（昭和
29）年には、哲学・心理学・東洋史学・仏文学専攻が増設され、
翌1955（昭和30）年４月には、哲学・社会学・心理学・国文学・
中国文学・英文学・独文学の７専攻の博士課程が設置され
ました。

その後、修士課程・博士課程において順次専攻が設置され、
1971（昭和46）年４月に12 専攻（哲学・社会学・心理学・教育学・
国史学（のち日本史学）・東洋史学・地理学・国文学・中国語
中国文学・英文学・独文学・仏文学）すべてにおいて修士課程、
博士課程を擁する体制が整いました。

1974（昭和49）年６月の大学院設置基準の制定に伴い、
1975（昭和50）年４月から、２年間の前期博士課程と３年間の
後期博士課程とに区分され、前期博士課程は修士課程として

取り扱われることになりました。
以後、長らくこの体制で推移してきましたが、2001（平成13）年

４月に大学院が部局化されると同時に、これまでの 12 専攻は、
哲学歴史学・人間行動学・言語文化学の３専攻に再編され、
各専攻の中に 14の専門分野（専修）が置かれ、これに新しく
アジア都市文化学専攻（大学院課程のみ）が設けられました。
そして、いずれも前期博士課程と後期博士課程をもつ４専攻
として編成されました。また、2010（平成22）年４月に、言語情
報学が言語応用学専修となりました。そして2020（令和２）年
４月には、アジア都市文化学専攻に代わって新たに文化構想
学専攻が開設されました。

さらに、2022 年 4月からは、大阪公立大学大学院文学研
究科（仮称）として、大阪市立大学大学院文学研究科の理念、
カリキュラム、教員体制を引き継ぐ予定となっています。

理 念

人 材 育 成 の 目 標

沿 革

＜大学院博士前期課程＞

● �人文科学・行動科学の専門領域に関する明確な問題意識と専
門的知識を有する人

● �社会的経験をふまえて人文科学・行動科学の専門領域の研究
を志す人

＜大学院博士前期課程＞

● �人文科学・行動科学の専門領域に関する高度な専門的知識を
培う。

● �人文科学・行動科学の専門領域において明確な問題意識をもっ
て研究を行える能力を培う。

＜大学院博士前期課程＞

　上記の人材育成の目標を達成するために設置された教育課程に
おいて、所定の単位を修得したうえで修士論文を提出し、厳正な
る審査に合格した者に、学位が授与される。

＜大学院博士後期課程＞

● �人文科学・行動科学の専門領域に関する高度な知識と独創的
研究テーマを有する人

● 研究成果を国内外に発信できる情報発信能力を備えた人

＜大学院博士後期課程＞

● �人文科学・行動科学の専門領域において深い学識にもとづき
独創的な研究を行える能力を培う。

● 研究成果を国内外に発信できる情報発信能力を培う。

＜大学院博士後期課程＞

　上記の人材育成の目標を達成するために設置された教育課程に
おいて、所定の単位を修得したうえで博士論文を提出し、厳正な
る審査に合格した者に、学位が授与される。

文学研究科の学部段階の教育研究組織

として、文学部が位置づけられています。

文学部は、「哲学歴史学科」「人間行動学

科」「言語文化学科」「文化構想学科」の

４学科、計15の履修コースからなってい

ます。文学研究科との接続関係は、右図

の通りです。

文学部の各コースとも、１学年、数名

から十数名という徹底した少人数編成を

採用しています。また、各コースが提供する

多彩な科目の中から、学生たちは各自の

関心に沿ってカリキュラムを組み立て、専門

的もしくは学際的なテーマを探究していく

ことができます。こうした学修による成果を

さらに発展させて活かすべく、文学研究

科に進学する学生も少なくありません。

アドミッション・ポリシー（学生受入方針）

文学研究科は、人間、社会、文化、言語に関心を持つ人間性豊かな人材を育成することを目標としています。それに対応して、

以下のような人材を求めます。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
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学部との接続

※組織体制は 2022 年 4月開設予定のものです。
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専攻・専修一覧と特色

• 哲学 専修

• 日本史学 専修

• 東洋史学 専修

• 西洋史学 専修

• 社会 学 専修

• 心理学 専修

• 教育学 専修

• 地理学 専修

• 国語国文学 専修

• 中国語中国文学 専修

• 英語英 米文学 専修

• ドイツ語圏　　
　言 語文化学 専修

• フランス語圏　　
　言 語文化学 専修

• 言 語応用学 専修

• 表現文化学 専修

• アジア文化学 専修

• 文化資源学 専修

人間の社会と文化の構造・発展を明らかにし、 人間のあり方を歴史と文化のなかに
追求することを目的とします。哲学と歴史学という、方法論は異なるものの、人間文
化の基 礎を研究する両分 野を統合したところに特 徴があります。人間理 解のための
二つの基 本的な座標軸といってよい哲学的観点と歴史学的観点を統合した教育研究
体制は、激しく変動する時代潮流の中で、人間の社会とその文化の本質と普遍的価値、
さらにその変容を明らかにすることを可能にします。専門分野への深い知識に加えて、
関連分 野にも視野を広げられる研究者、広い知識と教養をもった専門職業人を養成
します。専 攻内には、学問分 野と研究方法に応じて、哲学、日本史学、東洋史学、
西洋史学の各専門分野を設けます。

人間と社会および 文化の関係を、とくに社会問題、教育問題や文化 摩擦など現代
都市の社会が 抱える諸問題を視野に入れて、総合的、学際的に捉えるような教育研
究を行なうものです。その際に、フィールドワークや実 験という行動科学の方法論を
基礎に、実証的なデータに基づく人間行動や社会現 象の分析と理解や理論化を重視
します。人間行動に関する実証的な研究方法を修得させることによって、現実の社会
やその中で生活する人間を客 観的に観察する目を養い、大学、研究所等の研究職の
みならず、教育、福 祉、情報産業、官公庁における高度な専門的知 識と技 術をもっ
た専門家として活躍できる人材を養成します。専攻内には、学問分野と研究方法に応
じて、社会学、心理学、教育学、地理学の各専門分野を設けます。

本 専攻は、言語、文学、文化学およびその関連領域を研究しています。言語 学分
野は、日本語学（国語学）、中国語学、英語学、ドイツ語学、フランス語学という個
別言語学と、英語・中国語・アルタイ諸語・日本語などを対象とした言語の比較研究、
語用論研究、言語 獲 得 研究などを扱う言語応用学から成っています。文学分野にお
いては、日本の古代文学・中世文学・近 世文学・近代文学、中国の文学、英語圏の
近世イギリス文学・近現代イギリス文学・アメリカ文学・ニュージーランド文学、ドイ
ツ語圏の近現代の文学、フランス語圏の 19 世紀の文学・20 世紀の文学など多彩な
研究が行われています。文化学というのは、伝統的な言語研究や文学研究に留まらず、
文化や社会事 象との関連に研究の幅を広げたもので、文学テクスト・演劇・映画・言
語に現れる宗教・人種・階級・ジェンダー・コミュニケーションの諸相に関する研究が
行われています。

文化を積極的に活用することで文化のもつ力をさらに高め、文化をもって 21 世紀
型成熟 社会における諸課題の解決をはかるために、理論と実 践の双方から新たな文
化研究を展開することを目的とします。さまざまな時代・地域やメディアにおける多様
な文化現 象のありかたを領域 横断的に解明する研究、日本を含めたアジア地域にお
ける文化活用の実際についての比較研究、実 践的・課題解決的な文化活用の方策に
ついての研究等の観点から、文化や文化的コンテンツの表現そのものから社会的活
用にいたるまでの一連の過程について、教育、研究を進めていきます。このような教育、
研究を通して、現代 社会が 抱える諸課題の解決に資する文化を主導的に構想できる
ような研究者や専門職業人の育成をめざします。専 攻内には、学問分 野と研究方法
に応じて、表現文化学、アジア文化学、文化資源学の各専門分野を設けます。

研究科組織

石田 佐恵子
伊 地知 紀子 
川野 英二

添田 晴雄

水内 俊 雄（都市研究プラザ教授兼任）*
山﨑 孝史
祖田 亮次

山 祐嗣
川邉 光一

社会 学

教育学

地理学

心理学

辻 野 けんま
島田 希

木 村 義 成
菅野 拓

佐伯 大輔
橋本 博文

平山 亮
笹島 秀晃

松浦 恆 雄
多和田 裕司
堀 まどか

小田中 章浩
菅原 真弓

宋 恵媛

沼田 里衣
天 野 景太

野末 紀之
高島 葉子
増田 聡

海 老根 剛
表現文化学

アジア文化学

文化資源学

丹羽 哲也
小林 直樹
久堀 裕朗

張 新民
大岩本 幸次

田中 孝信
豊田 純一

髙井 絹子

福島 祥行
白田 由樹

山崎 雅人
田中 一彦

国語国文学

中国語中国文学

英語英 米文学

ドイツ語圏言語文化学

フランス語圏言語文化学

言 語応用学

奥野 久美 子
山本 真由子

高橋 未来

R ICH A R DS ,  I a n
古賀 哲男
内丸 公平

長谷川 健一

原野 葉子

辻 香 代

信國 萌

小倉 雅明

仲原 孝
高梨 友宏哲学 土 屋 貴志

佐金 武

仁木 宏
岸本 直文
佐賀 朝日本史学

磐下 徹
齊藤 紘子

平田 茂樹
渡 辺 健哉

濱本 真実
上野 雅由樹東洋史学

北村 昌史
草生 久嗣

向井 伸哉西洋史学

2021年４月時点*2022 年3月末退職予定
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研究支援体制

１．文学研究科独自の若手研究者支援制度

（１） 研究奨励給付金制度  （ 対象者Ｄ）

（３） 旅費支援制度  （ 対象者Ｍ・Ｄ）

（２） 中長期海 外渡航助成制度  （ 対象者Ｄ）

（５） ＴＡ（ ティーチング・アシスタント） 制度  （ 対象者Ｄ）

（４） 文献複写費援助制度  （ 対象者Ｍ・Ｄ）

（６） 博士論文出版助成制度  （ 対象者ＯＤ）

（７） 大学教育授業実習制度  （ 対象者ＯＤ）

文学研究科では、若手研究者を支援するさまざまな制度を設けています。
（対象者略号　Ｍ：大学院博士前期課程在学者　Ｄ：大学院博士後期課程在学者　ＯＤ：大学院修了者または単位取得退学者）

博士後期課程に在学する優秀な大学院生に 50万円を上限とする研究奨励金（返還不要）を給付する制度です。大学院生に研究に専念
できる環境を提供し、研究者にふさわしい能力を育成することを目的としています。

なお、2020 年度より全学においても30万円を上限とする大阪市立大学研究奨励金（返還不要）を導入しており、文学研究科の給付金と重複
受給も可能です。

大学院生の国内における学会発表や学会参加、研究調査にかかる旅費（交通費・宿泊費）を支援する非常にユニークな制度です。支給
額の上限は１回につき５万円です。

博士後期課程に在学し、中長期（３か月～１年）にわたり海外の大学や研究機関での研究を希望する大学院生を対象に、50万円を上限
として助成を行う制度です。

大学院生に有償で授業の補佐や研究室運営などの教育支援業務に従事してもらい、あわせて自身の教育研究者としての資質向上にも役立
ててもらうことを目的とした制度です。報酬は業務内容等により異なります。

大学院生に文献複写や授業用レジュメを作成するためのコピーカードを毎年配布する制度です。

文学研究科に提出した学位論文（課程博士論文）に基づく図書を刊行する際、50万円を上限に出版助成を行う制度です。申請時に学位取
得後５年以内であることが条件です。

この制度を使って以下の書籍が刊行されています。
・木戸紗織『多言語国家ルクセンブルク－教会にみる三言語の使い分けの実例－』（2016 年3月、大阪公立大学共同出版会）　
・新谷和之『戦国期六角氏権力と地域社会』（2018年 5月、思文閣出版）

大学教員への道を目指しているポストドクター（PD）等を対象に、大学教員養成プログラム（プレＦＤ）を実施し、その一環として文学部
専門科目の一部授業を非常勤講師として担当してもらう制度です。大学教員としてのキャリア形成をはかり、大学への就職の可能性をより高め
ることを目的としています。

▶ http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/academics/graduate/early-career-researchers

※これらは、すべて大阪市立大学大学院文学研究科の2021年４月現在の制度です。

２．文学研究科インターナショナルスクール（Internat iona l  Schoo l）

（１） インターナショナルスクール 集中科目

（２） 英語プレゼンテーション・セミナー

（３） インターナショナルスクール日常化プログラム

（４） ライティングセミナー実践編

（５） インターナショナルスクール海 外渡航支援

（６） 外国語論文の校閲・翻訳補助

文学研究科の教育組織であるインターナショナルスクールでは、グローバル化する研究環境に適応し、研究成果を国際的に発信
できる若手研究者を体系的に育成するため、多数のプログラムを実施しています。

文学研究科がカバーする研究分野について、学外から招いた講師が英語で講義します。また、講義内容について、受講者を交えて英語でディ
スカッションを行います。集中講義として開講され、博士前期課程の大学院生は、単位を取得することができます。

大学院生や UCRC 研究員を対象としたセミナーです。文学研究科の教員と外部語学学校のスタッフを講師として、英語による研究発表（プ
レゼンテーションソフトを用いた口頭発表形式）の実践的スキルを養成します。5月～ 9月の期間に週1 ～ 2回のペースで実施します。セミナー
受講者は、インターナショナルスクールセミナーでの発表者や、アメリカ・イリノイ大学との合同シンポジウムの発表者として推薦されることが
あります。

文学研究科の各専修が主催して、海外から招聘した研究者の講演を随時実施しています。誰でも参加でき、国際的な研究に日常的に触れ
る機会を提供しています。

学外から講師を招聘し、英語による実践的な論文執筆法を学びます。

海外での学会発表や調査に対して金銭的補助を行います。

外国語で執筆する論文の校閲や翻訳などの費用を補助します。日本語を母語としない方には、2020 年度から新たにプルーフ・リーダー制度
を導入し、日本語で執筆する論文の校閲支援を行っています。毎年、10 件前後の申請に対して論文校閲の補助をします。

▶ http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/IS/ja/

※これらは、すべて大阪市立大学大学院文学研究科の2021年４月現在の制度です。
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３．都市文化研究センター（Urban-Cul ture  Research  Center：UCRC）

文学研究科・都市文化研究センターでは、毎年数十名のポストドクター・オーバードクターや博士後期課程大学院生などの若手
研究者を「UCRC 研究員」として採用し、文学研究科教員の指導のもと、都市・文化に関する研究を推進しています。UCRC 研
究員に採用されると、学術情報総合センター（図書館）が利用でき、「文学研究科プロジェクト」への参加資格も得られるほか、
UCRC で発行している学術雑誌『都市文化研究』や英文オープンアクセスジャーナル『UrbanScope』への投稿が可能となります。

なお、新大学発足を機に、UCRC では新しいセンターへの再編を計画しており、新センター構想案を検討中です。構想案につい
ては、今後、研究科 HP などで公表していく予定です。

UCRC に関する詳しい情報は、以下の Web サイトで公開しています。

▶ http://www.lit .osaka-cu.ac.jp/UCRC/

都市文化研究センター（UCRC）ではこれまで、大学院生やポストドクター（PD）に対する学術面での積極的支援を行なって
きました。この「都市文化研究プロジェクト」は、博士後期課程在籍者や PD 主体の起案型研究プロジェクトです。プロジェクト
申請はグループ単位を基本としますが、研究員単独での申請や、博士後期課程大学院生の教員との共同参画も可能です。活
動の機会として、定期的に開催される「研究フォーラム」など様々な学術交流の場が設けられ、研究成果を国内外へ発信するた
めのプラットフォームを提供しています。さらに、文学研究科教員によってすすめられる「研究科プロジェクト」とも密に連携をとり、
すぐれたプロジェクト提案者に対する文学研究科あげての経済的・機会的支援を行っています。この他にも、UCRC 研究員
の活動の促進と研究員相互の学術交流の支援を目的として、各種プロジェクトが行われています。

都市 文化研 究プロジェクト

※これらは、すべて大阪市立大学大学院文学研究科の2021年４月現在の制度です。

４．大学院生への経済的支援制度

大学院生への経済的支援制度としては、授業料減免と奨学金があります。

授業料減免

奨学金

長期履修学生制度 －社会人院生のために

奨学金としてもっともメジャーなのは、日本学生支援機構のものです。日本学生支援機構大学院奨学生の定期採用においては、第１種；
無利息と、第２種；利息付きの２種類があります。

このうち第１種にはかなりの確率で採用されています。第 2 種については申請者のほぼ全員が採用されています。特に、後期博士課程に
ついては、第１種申請者のほぼ全員が採用されてきました（以上は、あくまでこれまでの実績ですので、今後、変化する可能性が全くない
わけではありません）。

この他に、大阪市立大学には、2020 年度から導入された博士後期課程を対象とする研究奨励金（返還不要）があります。また、いく
つかの公的機関や多くの財団、海外の機関などから提供される奨学金の制度が用意されています。特に、留学生のための奨学金は豊富な
種類がありますので、入学後、国際センターで確かめ、積極的に応募してください。

なお、奨学金制度に限らず、外国人留学生の方々のための諸制度・諸組織については、以下のＨＰに詳しいので、留学生のみなさんは参照
してください。

　▶ http://www.osaka-cu.ac.jp/ja/international/student

社会人などとして働きながら大学院生として研究し、修士論文、博士論文を執筆することは簡単なことではありません。そうした勉学
意欲の強い方々をサポートするため、長期履修学生制度を設けています。
　博士前期課程（本来２年間）の場合は、３年から４年をかけて課程を履修することができます。博士後期課程（本来３年間）では、４年
から６年で課程を修了することができます。
　余裕をもって研究に取り組み、じっくりと論文を仕上げることを保障するのが、この長期履修学生制度です。
　この制度を利用するためには、職業を有すること、育児・介護などに従事していること、その他の条件があります。
　大学院入学の直前（４月に入学する直前の３月）に研究科に対して制度の適用を申請する必要があります。また、制度の適用・使い方
などに不安があるようであれば、受験前に、各専修の教員や学生サポートセンター文学研究科教務担当者とよく相談しておいてください。
　私たちは、働きながら学ぼうとする大学院生を歓迎します。

本人の経済的状況などに応じ、授業料の減免を受けることができます。
授業料減免には、全額免除の他に、半額免除という制度もあります。毎年、申請者数の半分程度が、全額免除ないし半額免除を受け

ています。また一括納入ではなく、授業料の分納を認められるケースもよくあります。

問い合わせ先  ｜ 学生サポートセンター１Ｆの文学研究科担当窓口までどうぞ

T E L： 0 6 - 6 6 0 5 - 2 3 5 3 　Mai l： l i t 2 010 @ l i t . o s a k a - c u . a c . j p

※これらは、すべて大阪市立大学大学院文学研究科の2021年４月現在の制度です。



012 013

哲
学
歴
史
学
専
攻

哲学

日本史学

東洋史学

西洋史学

　人間の社会と文化の構造・発展を明らかにし、人間のあり方を歴史と

文化のなかに追求することを目的とする。人間文化の基礎を研究する哲

学と歴史学を統合した教育研究体制を備えることで、人間の社会とその

文化の本質と普遍的価値、さらにその変容を明らかにすることを目指す。

専門分野への深い知識に加えて、関連分野にも視野を広げられる研究者、

広い知識と教養をもった専門職業人を養成する。

人 材 育 成 の 目 標
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本専修は、狭義の哲学、倫理学、宗教学、美学といった、さまざまな哲学的諸領域をま

んべんなくカバーする教員をバランスよく配置しており、ほぼどのような主題についての研究を

目指す人でも、適切な指導を受けることができる体制を整えている。

狭義の哲学の分野には、存在論、形而上学、論理学、認識論といった、古来西洋哲学

の歴史の中で哲学的諸学の基礎をなす学とされてきた諸領域が含まれるとともに、科学哲

学、心の哲学、言語哲学など、哲学のなかの新しい分野についても積極的に研究がおこな

われている。

本専修において研究されている倫理学には、倫理・道徳の本質や原理について考える理論

倫理学とともに、特に生命の技術的操作の是非などといった、現代特有の倫理的問題につい

て研究する応用倫理学も含まれる。

本専修で扱われる宗教学は、一般にはむしろ宗教哲学と呼ばれている分野であり、宗教の

本質や、成立根拠について、哲学的・原理的な視点から解明することを課題とする。しかしそ

の過程で、キリスト教や仏教などの代表的宗教に関する立ち入った研究ももちろん必要になる。

感性の学としての美学は、一方では人間の感情、情緒、センス等の機能やメカニズムに関

する諸問題の、他方では狭義の感性的経験の相関者としての美的なものに関わる諸現象、す

なわち芸術や美に関する諸問題の解明を目指すものである。

一口に「哲学」と言っても、それが扱う領域は広大であり、問題の性質によって、必要とさ

れる言語能力（英語、ドイツ語、フランス語、ラテン語、ギリシャ語、等）や、前提とされる

専門的知識も、まったく異なってくる。したがって、専修構成員の全員が集まっておこなわれ

る指導の機会だけに頼っていては、個々の大学院生の研究主題には即応しきれない。そこで、

実質的な指導の大部分は、大学院生個人と指導教員とのあいだの個別指導によっておこなわ

れている。個別指導では、必要に応じて指導教員のもと、定期的に読書会等を開催し、実

践的な探究の機会を設けるとともに、できるだけ頻繁に論文草稿の提出を求め、それを実際

の論文にまで完成させるための具体的なアドバイスを与えている。

また、哲学専修では、他大学の研究者を招き、大学院生も参加しておこなわれる年に一度

の「哲学研究会」を開催しており、大学院生が日ごろの指導とはまったく異なる視点からの啓

発を受ける重要な機会を与えている。さらに、大学院生が自主的に開催する勉強会も、盛ん

におこなわれている。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p : / / w w w . l i t . o s a k a - c u . a c . j p / p h i l /

専
修
の
特
色

修士課程では、年度初めのガイダンス、および後期におこなわれる修論中間発表会が、専修

全体としておこなわれる修論指導の機会となっている。

博士課程に関しては随時、論文指導の機会が設けられている。各専門分野の教員による個人

指導に加えて、教室全体での博士論文指導会も前・後期に各1回実施している。

さらに、年に一度の哲学研究会では、外部の研究者を招いての講演とあわせて、大学院生に

も積極的に研究発表の機会を与え、本学教員以外の参加者から受けた論評を、論文完成のため

に生かすよう推奨している。

本専修の大学院生に見られる顕著な特徴は、社会人として長く活躍したキャリアをもちながら、

さらなる学びを求めて志願する例が比較的多い、という事実である。哲学という学問の性格上、

一定の人生経験を積んだ方々にとくに訴えるところが大きいように思われる。本専修には、開拓

精神旺盛な若い人たちと、そうした年配の人たちとが、親しく議論を交わしながら互いに研究を

高めあうという独特の雰囲気があり、それが本専修の大きな魅力のひとつとなっている。

哲学は、成果を出すまでに時間のかかる学問である。本専修の大学院生は、じっくりと思考

を醸成することを重視する傾向が強い。短時間の多産性が評価されがちな現代の風潮に逆行す

るように見えるとはいえ、そうした研究姿勢こそ、　本来の哲学に求められる重要な資質である。

ここにも本専修の大きな特色があると言うことができる。

教 室 行 事

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

仲 原  孝  （宗教学、宗教哲学、近現代ドイツ思想史）

高梨 友宏 （美 学、芸術 学、西洋近 世 哲学史）

土 屋  貴 志  （倫理学、応用倫理学、人権論、道徳教育 論）

佐 金  武  （分析 哲学・現代形而上学）
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宗教とは何か、人間はなぜ宗教を必要とするのか、という
問題について、哲学的に考察することをめざしています。その
際の基本的な着眼点は、宗教と哲学とがもっとも深いところで
共通の根をもっていることに注目することです。これまでの業
績は、カント、シェリング、ニーチェ、ハイデガーといった、近
現代ドイツ哲学に関するものが大半を占めていますが、それ
は、これら哲学者の思想をあくまでそれ自体として解明しなが
らも、しかも同時にそこに、宗教と共通する源泉をみいだすこ
とができるにちがいない、という関心に導かれています。

[ 研究内容 ]

研究上の関心は次の三方向に向かっています。すなわち、
①芸術作品の美的体験や美的価値の意味、作品存在の本質
等に関する現象学的アプローチ、②近代日本における美学思
想の受容史に関する総合的考察、特に西田哲学における美や
芸術の意味についての批判的考察、③西洋近代哲学における

「感情（情念）」と美的なものとの関係に関する哲学・美学史
研究、以上です。そして、これら三つの方向を「哲学的人間学
としての美学」という構想のうちに体系的に関連付けて包摂す
ることを、自分のライフワークと考えています。

メッセージ・教育方針

大学院生は個々人で研究内容が千差万別ですから、授

業はあくまで基礎学力（語学力、読解力など）の向上のみ

に徹し、大学院生の研究内容に即した指導は、徹底的な

個人指導を方針としています。

メッセージ・教育方針

テキスト読解を主とする演習では、思想家の意図を汲む

と同時に、今を生きるわれわれの生活実感と関連づけて

理解するように努め、また自由な討論の場を創出するよう

配慮しています。授業や個別指導を通じて学生が主体的な

思考力を自ら養うことを期待しています。

仲 原  孝 　 教 授

高 梨  友 宏 　 教 授

N A K A H A R A  T a k a s h i

T A K A N A S H I  T o m o h i r o

専 門 分 野

宗 教 学・宗 教 哲 学

専 門 分 野

美 学・西 洋 哲 学 史

[ 主要業績 ]

［著書］『ハイデガーの根本洞察』（昭和堂 ，2008）
［論文］“Versuch einer Rekonstruktion von ‘Zeit und Sein’”, in: Heidegger-Jahrbuch  7. （Verlag Karl Alber 2013）

「ツァラトゥストラとニーチェとの対話」（『人文研究』第 60 巻，2009）
「ハイデガーのシェリング解釈」（『シェリング読本』法政大学出版局，1994）

［翻訳］マルティン・ハイデッガー『カントの純粋理性批判の現象学的解釈』（ハイデッガー全集第 25 巻，創文社，1997，共訳）

[ 主要業績 ]

［著書］『美的経験の現象学を超えて─現象学的美学の諸相と展開─』（晃洋書房, 2001）
『思索の道標をもとめて─芸術学・宗教学・哲学の現場から─』（萌書房, 2007, 共編）

［論文］ “Die Philosophie Nisidas als eine “Kunstlehre”：Überlegungen zu Nishidas Beziehung zur Kunsttheorie Fiedlers” 
（Aesthetics No.7，1996）
「西洋近代美学の一概観」（松山壽一監修、加國尚志、平尾昌宏編『哲学の眺望』, 晃洋書房, 2009）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

(1) 倫理学はいかにして可能であるか、倫理学はいかなる方
法をとりうるのか、等に関する原理的哲学的考察（倫理学基
礎論）。(2) 倫理学の事例研究としての医療倫理学（医療をめ
ぐる倫理的問題の研究）。(3) 倫理学の実践としての人権問題
研究および道徳教育研究。

[ 研究内容 ]

時間とは何かをめぐる現代時間論の諸問題を中心に研究を
続けています。とくに、（1）時間の本性と事物の存在に関する
形而上学においては、すべては現在にあるとする「現在主義」
をベースとして、過去・現在・未来の区別や時間の流れといっ
た概念の明晰化に取り組んでいます。また、（2）これらの哲
学的問題が、相対性理論や量子力学といった現代の科学とど
のように関係するかについても検討を重ねています。最後に、

（3）我々の時間経験に関する現象学とそこに定位する自己の
あり方も主たる考察対象のひとつとしています。

メッセージ・教育方針

現実の問題を取り扱う「応用倫理学」（医療倫理学も含む）

など学際的分野の研究を行う場合、伝統的学問の十分な

訓練を受けておかなければ、研究上のアイデンティティを

確立することができません。そこで「応用倫理学」の研究

を志す方でも、まずは西洋倫理学の基礎的素養や研究方

法をしっかり身につける段階から始めます。

メッセージ・教育方針

これから哲学の研究者を目指すみなさんには、立ち止

まってじっくり考える哲学者の側面と、日々走りながら考え

る研究者の側面の両方を養っていただきたいと思います。

生涯学習の一環として大学院をお考えのみなさんには、重

要な哲学の問題を深く考察することを通じて、人生をより

豊かにするお手伝いをしたいと考えています。

土 屋  貴 志 　 准 教 授

佐 金  武 　 准 教 授

T S U C H I Y A  T a k a s h i

S A K O N  T a k e s h i

専 門 分 野

倫 理 学

専 門 分 野

分 析 哲 学・現 代 形 而 上 学

[ 主要業績 ]

［著書］『医学研究・臨床試験の倫理　わが国の事例に学ぶ』（日本評論社，2018，共著）
『「医学的無益性」の生命倫理』（山代印刷出版部，2016，共著）

［論文］“The Imperial Japanese Experiments in China，”（The Oxford Textbook of Clinical Research Ethics ，2008）
「歴史的背景」『医学研究』（シリーズ生命倫理学 15 巻，丸善出版，2012）
「倫理学するのに倫理思想研究は（なぜ、どこまで）必要か」（関西倫理学会『倫理学研究』第 48 号，2018）
「日本国公認学校道徳教育と人権教育 ─『特別の教科 道徳』で人権教育が行えるわけ」（『唯物論研究』149 号，2019）

[ 主要業績 ]

［著書］『時間にとって十全なこの世界 ─ 現在主義の哲学とその可能性 ―』（勁草書房，2015）
［論文］“A Presentist Approach to (Ersatz) Possible Worlds,” （Acta Analytica Vol. 31(2)，2016）

 “Presentism and the Triviality Objection,” （Philosophia Vol. 43(4)，2015）
「意識と時間 ─表象説からのアプローチ─」（『科学基礎論研究』，科学基礎論学会，2011，共著）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 慶応義塾大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 文学修士

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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日本史学専修の特色・強みを三つの視点から紹介しましょう。

①教育・研究体制の幅広さ／本専修には、考古学・古代史・中世史・近世史・近現代史の

５名の教員が在籍しています。考古学も含めて日本史全般に及ぶ幅広い体制を構築している

大学は全国的に見ても少なく、大きな強みとなっています。たとえば、古代史を考古学の側面

からも研究したり、中世考古学を学ぶにあたって文献史料のあつかいを学んだりできます。

②「都市」をはじめ、多彩なテーマに対応した教育・研究／本専修では、各教員が研究テー

マの一つとして「都市」を対象としていることも特徴です。古代の都城、中世都市、近世・近

現代の大阪（大坂）などをとおして、時代を越えた歴史の大きな流れをつかんでもらうことが

できます。さらに都市史・地域史だけでなく、遺物論、政治史・社会史・文化史など多彩なテー

マ・素材から日本史を総合的に研究する力量を養えます。

③地域に根ざした教育・研究／本専修では、毎年夏に大阪府和泉市教育委員会と合同で「地

域の歴史的総合調査」（合同調査）を実施し、教員・院生・学部生などが時代の垣根を越え

た現地調査を行っています。旧家や寺社等に残された古文書の整理・撮影や、地元の方々へ

の聞き取り、フィールドワークなど多岐にわたる研究実践の機会となっています。また今後は、

大阪市の博物館などとの関係もいっそう強化して、大阪（難波・大坂）研究のセンターになると

ともに、そうしたかかわりを生かした教育環境を整備してゆきます。

上記のような特色を持つ本専修は、全国的にもユニークな教育・研究の場として定評を得

ています。本専修出身者の多くは、これまでも大学や博物館・資料館などに教員・学芸員とし

て就職してきましたが、近年、そうした専門職に就く人の数は増加しています。

古代から現代までの日本社会の歴史を学ぶとともに、自ら史資料を分析し研究する力量を

身につけることをめざします。その際、考古学的遺跡・遺物、古文書、日記や記録、公文書、

習俗・伝承など、さまざまな史資料を駆使して、政治史・社会史・都市史・文化史などの幅

広い視野をもった歴史研究ができるようになることを目標としています。

博士前期課程（修士課程）では、自分の専門とする時代・分野のゼミだけでなく、別の時代・

分野のゼミにも参加してください。さまざまな時代・分野に対応する力は、将来、大学・博

物館や文化財保護にかかわる部署などに就職する際に、必ず求められるものです。博士後

期課程では、その上に立って、自分の専門を深め広げる研究能力を身につけるための教育

を行っており、学位（博士）取得を目標としてもらいます。

大学院の学びは、教員から院生に対する一方的な「教育」の場ではありません。合同調

査は、地域の現場で生の歴史を調査し、ともに学ぶ機会となっています。教員・院生・学部

生が一体となった時代・分野ごとの調査や研究会、合宿や遠足などが数多く開催されていて、

通常の授業だけでは得られない、多くのことを学ぶことができます。院生それぞれの主体的

な学修と、共同の営為としての歴史学とが結合した《学知》共同体を一緒にめざしましょう。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p : / / y a k i t o r i . l i t . o s a k a - c u . a c . j p / u s e r / n i h o n s h i /

専
修
の
特
色

４月：新年度ガイダンス、５月：大阪市立大学日本史学会大会、会誌『市大日本史』刊行、６月：

歴史学合同ハイキング、９月：和泉市教育委員会との合同調査（その後、年度末に報告書刊行）、

各時代・分野ごとの合宿、史料調査、古墳の発掘・測量調査、11月：修士論文準備報告会、歴史

学合同実習旅行、1月：修士論文締切、２月：修士論文口頭試問、歴史学合同院生研究発表会、

３月：学位授与式、修了記念パーティー

1998 年に教員、院生、学部学生、ＯＢ・ＯＧからなる大阪市立大学日本史学会を設立しました。

その会誌として『市大日本史』を刊行しています（1 ～ 24号、1998 ～ 2021年）。査読付き学術

雑誌で、教室出身研究者の代表的論文が載っています。また、教員全員が和泉市の市史編纂に

かかわっています。合同調査の成果をもとに、『和泉市の歴史』（既刊は地域叙述編４冊、テーマ

叙述編３冊）が刊行中です。

その他、教員が中心となって企画したシンポジウムなどをもとにした論集等も多数刊行されて

います。以下にその一部を挙げておきます。

仁木宏他監修『秀吉と大坂　－城と城下町－』和泉書院、2015 年

佐賀朝ほか編『近世身分社会の比較史　－法と社会の視点から－』清文堂出版、2014 年

岸本・磐下ほか『難波宮と大化改新』和泉書院、2020 年など

本専修では、大阪歴史学会、大阪歴史科学協議会などの事務局を一定期間ごとに担当してい

ます。また教員がさまざまな学会の委員長に就いたり、院生が学会の委員をつとめるなど、近畿

地方の日本史研究の拠点となっています。さらに海外の大学（イェール大学、シンガポール国立

大学、上海大学など）の日本史研究者と恒常的な研究交流を行っており、大学院生が留学したり、

海外で研究発表する機会も少なくありません。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

仁 木  宏（中世史、都 市史・地 域 社会史ならびに戦国大名権力の研究）

岸 本  直 文（考古学、前方後円墳の研究）

佐 賀  朝（近現代史、都 市史・遊 廓 社会史・戦時 社会史の研究）

磐 下  徹（古代史、郡司制度の研究）

齊 藤  紘 子（近 世史、藩領社会・都 市大 坂の研究）
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[ 研究内容 ]

日本中世の都市史、地域社会史を研究している。中世都市は、京
都、寺内町、「山の寺」、港町、城下町など、多様でバラエティに富むこ
とが特徴である。これらの都市の変遷を実証的・理論的に解明してき
た。また全国規模の流通の中での都市構造についても研究を進めてい
る。文献史学のみならず、考古学、歴史地理学、建築史学（都市史学）
などとの学際的研究にも取り組んでいる。さらに近畿地方を中心とする
地域社会についても研究を深め、社会の全体構造を立体的に解明して
きた。社会のあり方が、大名や統一政権をどのように規定しているのか
という視角から権力にも注目し、中世社会の変容を構造的にとらえる
ことも試みている。平安京・京都研究集会、1617会などの研究集会を
主催し、科学研究費などを活用することで、日本中世史研究全体の活
性化にも寄与したい。

メッセージ・教育方針

指導している大学院生の多くは、幕府や全国各地の大名

など、室町・戦国時代～織豊期の権力論を研究している。

ゼミでは「現場」を知ることを重視しており、遠足や年

2回の合宿などの機会に城郭や城下町の遺構をじっくり踏

査する。院演習で戦国大名法を輪読する際も、その法令

が出された「場」の地図を用意し、地域のなかで史料の意

味を解く訓練をしている。こうした教育の成果として、近年

は、ゼミ出身者で大学教員、博物館学芸員などに就職す

る人が増えている。

仁 木  宏 　 教 授 N I K I  H i r o s h i

専 門 分 野

日本 中 世 史

[ 主要業績 ]

［著書］『空間・公・共同体　中世都市から近世都市へ』（青木書店，1997）
『戦国時代、村と町のかたち』（山川出版社，2004）
『京都の都市共同体と権力』（思文閣出版，2010）

［共編著］“The city of Osaka in the medieval period : Religion and the transportation of goods in the Uemachi Plateau”，（City, 
Culture and Society Vol.9，2012）

『天下人信長の基礎構造』（高志書院，2021）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

現在の研究テーマは、四つである。①近代大阪の都市社会史研究。
近代大阪の都市社会を構成した、多様で個性的な地域社会を具体的に
明らかにしてきた。居留地や工場地域、スラムや遊廓地のほか、近年
は市場社会にも関心を広げつつある。関連して、1920 年代の都市社会
政策・住宅政策や方面委員制度に関する業績もある。②「遊廓社会」
史研究。近世～現代を視野に、日本列島各地の様々な遊廓の比較類型
史的研究を進めている。③戦時下の社会についての研究。「十五年戦争」
期の国民動員政策が地域社会や市民生活に及ぼした影響とそれに伴う
社会変容について、軍事援護を主な素材に論じている。④近代和泉地
域の研究。近代和泉地域に普及した綿織物業の実態と生産・流通構
造や地域社会との関係について現地調査を進め、和泉市史などで叙述
している。

[ 研究内容 ]

古墳時代の研究、とくに前方後円墳など古墳にもとづく社会関係を
追究している。3 世紀〜 6世紀の古墳時代 400 年間は、農耕社会の定
着の上に、倭王権が生まれ国家形成に進む時代である。列島規模の関
係が生まれていることは、前方後円墳の共有を典型とする古墳の築造
に示されるが、それは倭国王墓を頂点とする身分的秩序を表し、この
時代の国家体制の基軸であった。弥生時代の終末からいかに倭王権が
生まれるのか、できあがった倭国は、東アジア情勢の影響を受け、ま
た不安定な王権は政治変動を繰り返すが、次第に中央権力が卓越して
いく、そうした過程を古墳から具体的に解明することをめざしている。
また近年は、中央権力の卓越の上に前方後円墳の築造が廃止され、墳
墓の築造を規制していく6世紀末から7世紀の、古墳の終焉に取り組ん
でいる。また、難波宮や条里制についても研究している。

メッセージ・教育方針

歴史学は、過去と現代の対話である。私が専攻する地

域史は、名もない民衆の各時代における生活実態や、歴

史的事件との関わりを、地域史料によって復元し、その意

味を考えるものである。近世～近現代の地域史は、新史

料や新しい史実を、自分の手で明らかにする醍醐味も味わ

える。近現代の社会は、地理学や社会学などの対象にも

なるが、歴史学は、政治・経済・法・社会・文化などにわ

たる人間の営みをトータルに捉え、多様な史料を正確に解

釈・分析して社会的事象を客観的に捉える科学的方法の

最も基礎的な学問であり、そこに強みがある。

メッセージ・教育方針

歴史学の一分野である考古学の長所は、取り扱う資料

が遺跡であり、時代・地域・階層的偏差が少なく、人の暮

らしあるところ必ず材料が存在する点にあり、文字資料が

ある場合の具体性と異なる意味で、社会の実態を比較的

公正にとらえうる。また各時代に残された集落や墳墓や官

衙や寺院などから、比較的長いスパンでの社会の変化を

たどることも得意である。研究は自由だし、自発的なチャ

レンジ精神が重要。学術研究を進める大学は、同志が集

まるところで、教員・大学院生・学部生の別なく自由に議

論し、ともに学ぶところだと思う。

佐 賀  朝 　 教 授

岸 本  直 文 　 教 授

S A G A  A s h i t a

K I S H I M O T O  N a o f u m i

専 門 分 野

日本 近 現 代 史

専 門 分 野

日本 考 古 学

[ 主要業績 ]

［著書］『近代大阪の都市社会構造』（日本経済評論社，2007）
［共編著書］『シリーズ遊廓社会 1 三都と地方都市』（吉川弘文館，2013）

『シリーズ遊廓社会 2 近世から近代へ』（吉川弘文館，2014）
［論文］「居留地付き遊廓の社会構造─東京築地・新嶋原遊廓を素材に─」（『部落問題研究』203 号，2013）

“Urban Lower-Class Society in Modern Osaka”，（英訳 ジョン・ポーター）（City, Culture and Society Vol.9，2012）
“Lien social et sociétés locales dans les villes du Japon moderne. Les associations d’habitants et les travailleurs 
défavorisés d’avant-guerre à Ōsaka”（フランス語訳ギョーム・カレ）（Histoire Urbaine, No.55, 2019）

[ 主要業績 ]

［著書］『史跡で読む日本の歴史 2 古墳の時代』（吉川弘文館，2010，編著）
『和泉郡の条里』〈和泉市史紀要〉第 19 集（和泉市教育委員会，2012，編著）
『倭王権と前方後円墳』（塙書房，2020）

［論文］「炭素 14 年代の検証と倭国成立の歴史像」（『考古学研究』62-3，2015 年）
「倭王権と倭国史をめぐる論点」（『国立歴史民俗博物館研究報告』第 211 集，2018）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

奈良・平安時代を中心とした日本の古代史を専門としている。
主な研究テーマは、古代の地方行政の末端を担った郡司の

研究で、郡司を切り口に、古代国家の地方支配や地域社会の
在り方を考察している。近年では、大阪周辺地域の古代史研
究にも取り組んでいる。

また、平安時代の貴族の日記の読解・註釈も行っており、
当該期の政治・行政システムを分析している。

両テーマともに、一つ一つの史料を丁寧に考察すると同時
に、日本の古代国家像を複眼的に明らかにしていくことを目標
に研究を進めている。

メッセージ・教育方針

古代史の史料は限られている。したがって、様々な種類・

分野の史料を取り扱えるようになることが大切であると私

は考えている。自分の専攻する分野だけではなく、幅広

い視野を持って研究に取り組むことで、豊かな古代史像を

描くことができるはずである。その意味で、日本古代史は

いまだ色褪せない魅力と可能性を備えた分野だといえるだ

ろう。

磐 下  徹 　 准 教 授 I W A S H I T A  T o r u

専 門 分 野

日本 古 代 史

[ 主要業績 ]

［著書］『日本古代の郡司と天皇』（吉川弘文館，2016）
『藤原道長辞典』（思文閣出版，2017，共著）

［論文］「前期難波宮の朝堂院－孝徳朝の「官僚制」－」（『難波宮と古代都城』同成社，2020）
「袴狭遺跡出土延喜 6 年禁制木簡についての一考察」（『古代文化』72-2，2020）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東京大学大学院人文社会系研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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[ 研究内容 ]

近世地域社会の解明に取り組み、和泉国に在所を置いた譜
代大名の陣屋や、陣屋元村の都市性、藩領村々の社会構造に
ついて研究してきた。近年では、藩領の地域社会だけでなく、
幕府職制との関係にも注目し、特に大坂城の警衛について、
警衛を担当する家臣団の編成や、大坂城周辺の武家地と町方
社会の関係、武家奉公人の調達構造などの実態を、都市社会
史の視点から分析している。さらに、共同研究として摂津国
難波村成舞家文書を読む会などに参加するほか、京都・洛北
地域での史料調査・研究も進めており、大坂・京都の都市史・
近郊地域史にも関心を拡げている。これらの検討を通じて、村・
町や大名の家臣団など、多様な社会集団によって構成される
近世の都市社会・地域社会の特質を、具体的に解明すること
をめざしている。

メッセージ・教育方針

日本近世史の特徴は、様々な身分・階層の人々が書き

記した史料群が、いまなお豊富に残されている点であろう。

史料群の全体像をつかみつつ、一点一点の史料を丁寧に

解釈し、近世社会の実態を具体的に明らかにする力をつ

けてほしい。一方で、そうした史料群のなかには、現代の

都市開発や過疎化、大規模災害などの影響を受け、散逸・

滅失の危機にあるものも増えている。研究だけでなく、史

料調査などの活動にも積極的に関わり、現代社会で日本

近世史を学ぶ意味について、主体的に考えてほしい。

齊 藤  紘 子 　准 教 授 S A I T O  H i r o k o

専 門 分 野

日本 近 世 史

[ 主要業績 ]

［著書］『畿内譜代藩の陣屋と藩領社会』（清文堂出版，2018）
［論文］「大坂城の定番家臣団と都市社会」（『論集三都　大坂巻』東京大学出版会，2019）
　　　 「近世中期伯太藩における村落社会と領主支配 ― 泉州上神谷郷を対象に―」（『ヒストリア』247 号，2014）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

在
学
生
・
修
了
生
の
声

私は高校教師として30年近く生徒に関わってきました。これまでの生徒への関わりを振り返った時、それが純粋に生徒の

ためのものであったと言えるのか、という疑問にぶつかりました。自分の考えや期待を生徒に押しつけていたのではないだろ

うか、生徒のためと言いながら自分自身の自己実現を目指していたのではないだろうか、という疑問です。このような疑問がきっ

かけとなり、私は一旦教育現場を離れ、教師としての自分自身の在り方を見つめ直したいと考えました。そして大阪府公立学

校教員長期自主研修制度を利用し、大阪市立大学大学院文学研究科哲学専修にて哲学を学ぶ決心をしました。

市大文学研究科を選んだ理由は、こちらでは様々な分野の研究の機会が提供されているということです。私の関心は哲

学と教育学にありましたが、哲学を学びながら最新の教育学の動向についても情報を得ることができるのではないかと考え

ました。実際、教育学の授業にも参加させて頂くことができ、哲学における自身の研究にとって大きな刺激となりました。市

大文学研究科を選んだもう一つの理由は、自身が市大生活科学部出身であるということです。社会人学生として懐かしい母

校で再び学べるということは私にとって大きな喜びでした。また母校に戻ったという安心感の中、伸び伸びと研究に打ち込む

ことができました。

私の研究内容は、ヴィクトール・E・フランクルの他者論に基づき、教師がいかに生徒の実存実現に専心することができる

かについての解明です。フランクルは人間と他の存在者との関係構築についての深い洞察を持ち、その存在論的関係の在り

方を「もとに在る」(Bei-sein)ことと名づけています。私の研究目的は、この「もとに在る」理論を正しく理解し、その理論

に基づいて教師 - 生徒関係を考察することです。２年という限られた時間内で十分な研究ができたとは言えませんが、個々

の生徒の持つ可能性を信じ、教師自身が正しいと考える関わりを最後まで続けることが重要であるという結論に達しました。

私は哲学を学ぶことが初めてだったこともあり、学部生の方の授業に参加させて頂いたり、他の院生の方に一緒に演習に

参加して頂いたりしました。また読書会にも参加させて頂きました。このような環境の中で、ある事象について哲学的に考え

るとはどういうことかが少しずつ理解できるようになりました。そして修士論文につきましては、入学当初から手厚く温かいご

指導を頂き完成させることができました。指導教員の先生をはじめ、哲学教室の先生方、そして学生の方々にはいくら感謝

しても感謝しきれません。

私は教育現場に戻りますが、哲学教室で培った態度を

活かし、ある事象が起こった際には、自己の偏った見方に

固執するのではなく、あらゆる観点からその事象について

考察するということを心がけたいと思います。そのような態

度が真の生徒理解に繋がると確信しています。受験を考え

ておられる方々、特に社会人の方々には、様々な制約があ

るとは思いますが、是非市大文学研究科にてご自身の研

究を進めて頂きたいと思います。

T A K A T S U K I  S u m i髙槻寿美
大阪府立高等学校教諭　
哲学歴史学専攻　2019年度前期博士課程修了
　
所属
哲学専修
研究テーマ
フランクルの他者論に基づく「教師 - 生徒」関係
修士論文題目
教師の自己超越 ―生徒の「もとに在る」こと―

文学研究科を選んだ理由

研究内容

文学研究科での学び
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大阪市立大学東洋史学専修は、中世から近代までの中国史、近世・近代の中東・西アジア史、

中央ユーラシア史を中心に、アジア諸地域の歴史を幅広く研究対象としている。本専修では、

教員や大学院生個 人々がそれぞれの対象地域の研究に、社会や政治、経済や文化など、様々

な観点から取り組むとともに、マクロな視点から人類社会の歴史構造に迫ろうとしている。

本専修の研究者は、それぞれの関心に応じて、種々多様な形式で、様々な言語で表された

原典史料を用い、複眼的に歴史事象にアプローチしている。具体的には、中国の古代出土史

料、正史や実録、文集、族譜、裁判資料、民国期の現地調査資料、王統系譜、政府刊行物、

会計帳簿、科挙の問題と答案、随筆、オスマン・トルコ語やアルメニア語、ロシア語の中央

政府行政文書や請願書、歴史的刊行物、ヨーロッパ諸国の外交文書といった文字史料、さ

らには絵画や口述史料、現地調査で得られた情報が挙げられる。そしてこうした諸史料から

得られた情報を、政治学や経済学、宗教学、社会学といった隣接諸学問の成果を踏まえて分

析することで、アジア諸地域の歴史と、それを取り巻く世界史像を描くことを目指している。

本専修における研究の指導は、中国史、イスラム史、中央ユーラシア史といった個別領域

での研究の深化と、他地域を扱う研究者からの助言や批判を通じてなされる相対化という二

つの段階を交互に積み重ねることから成り立っている。前者に関しては、教員個 人々の演習を

通じた史料の読解や分析、論文の個別指導に加え、本専修の教員が中心となって開催され

る、宋代史談話会といった研究会、オスマン史料講読会などの勉強会を通じてなされる。ま

た、本専修に所属する大学院生は、それぞれの専門分野に応じて学会や研究会に積極的に

参加し、学外の研究者と積極的に交流を持つことが期待される。後者に関して言えば、東洋

史学専修の教員と大学院生全員が参加する演習および、西洋史、日本史学専修と合同で例年

二月に開催される研究報告会を通じてなされる。こうした場において、研究関心の近い教員、

院生だけでなく、他地域を扱う研究者からも助言や批判を得ることで、本専修の大学院生は、

より大きな文脈に研究成果を位置づけることを目指すとともに、幅広い視野からアジア諸地域

の歴史像を描くことに取り組むことになる。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p s : / / w w w. l i t . o s a k a - c u . a c . j p / e h i s / i n d e x . h t m l

東
洋
史
学
専
修

専
修
の
特
色

東洋史学専修では、専修に所属する教員、大学院生全員が参加して行う研究発表会を随時開

催し、各大学院生が年に2回程度、研究の進捗状況を報告する機会を設けています。例年2月には、

日本史学および西洋史学専修と合同で、前期博士課程在学者の研究発表会を行っています。

また、やはり日本史学および西洋史学専修と合同で、6月には新歓ハイキング、11月には歴史

学合同実習旅行を、3月には卒業・修了記念パーティーを行っています。

東洋史学専修には、大学を卒業してそのまま進学した人だけでなく、社会人経験者が多く、研

究分野の性格から留学生も多数在籍している点を特徴としています。また、教員はみな研究対象

地域など海外で研究・調査した経験が豊富です。多様な文化・経験を有する構成員がお互いに学

びあうことができる、そんな環境が東洋史学専修の魅力の一つです。

なお本専修では、機関誌として『大阪市立大学東洋史論叢（OCU ASIAN HISTORY）』（ISSN 

0918-8134）を発刊しています。本誌は、東洋史が研究対象とする中国・西アジア・中央ユーラ

シア諸地域の歴史を扱う研究論文、翻訳、書評、学界展望などが掲載された学術雑誌です。主

に学外・学内の諸先生・大学院生・卒業生が執筆し、現在第20 号まで刊行されています。

教 室 行 事

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

平 田  茂 樹（中国近 世史）

渡 辺  健 哉（中国近 世近代史）

濱 本  真 実（中央ユーラシア史、ロシア史）

上 野  雅 由 樹（オスマン帝国史、アルメニア史）
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[ 研究内容 ]

研究内容は中国の宋代を中心に、政治史、社会史、文化史
など幅広く研究を行っています。政治史については従来の実証
的な政治史の方法論にとどまらず、システム、空間、時間、過程、
ネットワーク、コミュニケーションなどをキーワードとして、「誰
が、いつ、どこで、どのように政治に関わっていくのか」とい
う観点から政治の奥深い姿の解明に努めています。また、近
年は「科挙社会」をキーワードとしながら、宋代の社会がどの
ように展開していたのか、社会史、文化史的なアプローチを進
めています。

メッセージ・教育方針

歴史学の研究のためには、幅広い知識、教養が必要と

なります。受講生の皆さんは、日頃より、歴史学の書籍に

とどまらず、様々な分野の書籍を読むように努めてくださ

い。また、中国に関わる小説、映画、ドラマを見たり、芸

術、文化、風俗に関わる文物に触れることも大切です。授

業では、現代中国社会の諸問題に触れながら、受講生が

長いスパンで歴史の流れをとらえられるよう努めています。

平 田  茂 樹 　 教 授 H I R A T A  S h i g e k i

専 門 分 野

中 国 近 世 史

[ 主要業績 ]

［著書］『科挙と官僚制』（山川出版社，1997）　　『宋代政治結構研究』（中国・上海古籍出版社，2010）
『宋代政治構造研究』（汲古書院，2012）
『宋代社会的空間与交流』（中国・河南大學出版社，2008，共編）
『文書・政令・信息溝通：以唐宋時期為主』（中国・北京大学出版社，2012，共編）
『過程・空間：宋代政治史再探研』（中国・北京大学出版社，2017，共編）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東北大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

元代を中心とした北京の歴史を研究しています。北京はモン
ゴル時代から現代にいたるまで都であり続けます。世界史上で
も、これほど長期にわたって、同一の場所が都である例は他
にありません。北京が都であり続ける理由はいかなるものなの
でしょうか。その点を明らかにすべく研究を行っています。ま
た同時に、仏教学者である常盤大定（1870-1945、元東京帝
国大学教授）の活動を通して、日本と中国との学術交流史、
また近代日本における仏教学の展開に関する研究も行ってい
ます。

メッセージ・教育方針

一般に、歴史学の目的は過去の事象を明らかにすることの

ように捉えられがちですが、一方で現代社会を生きていくた

めの道しるべにもなるものです。ジャンルを問わず広く読書を

行いつつ、歴史学にとって最も重要な史料・資料の正確な

読解を通じて、歴史観を身につけ、そしてそれを他者に伝

えられるようにすることを目指しています。ここで獲得した

歴史観を現実の問題を解決する力に変えていって欲しいと

思います。

渡 辺  健 哉 　 教 授 W A T A N A B E  K e n y a

専 門 分 野

中 国 近 世 近 代 史

[ 主要業績 ]

［著書］『北京を知るための 52 章』（明石書店，2017，共著）
『元大都形成史の研究――首都北京の原型』（東北大学出版会，2017，単著）
『教養の中国史』（ミネルヴァ書房，2018，共著）
『金・女真の歴史とユーラシア東方』（勉誠出版，2019，共著）
『村上専精と日本近代仏教』（法藏館，2021，共著）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東北大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

東
洋
史
学
専
修

[ 研究内容 ]

草原の遊牧民と、オアシスの定住民との関係を軸に展開す
る中央ユーラシアの歴史、および、中央ユーラシアと長期にわ
たって深く関わりあってきた、ロシアの歴史を研究しています。
研究テーマは、中央ユーラシア西部のムスリムと、ロシアのキ
リスト教正教徒との関係です。イスラームとキリスト教正教と
いう二つの宗教の間で、政治や社会がどのように動いていたの
か、という問題や、両信仰圏にまたがって活躍したタタール商
人の活動について、研究を進めています。

[ 研究内容 ]

多様な文化的背景を持った人々が織りなすオスマン帝国の
社会と政治を、キリスト教徒を取り巻く動向と彼ら自身の活動
に注目し、トルコ語とアルメニア語の文書や新聞、イギリスの
外交文書といった史料を用いて研究しています。これまでは、
19 世紀のアルメニア人の事例を中心に、宗派共同体と総主教
座、「ミッレト制」議論、非ムスリムのオスマン官界参入といっ
たテーマを扱ってきました。最近は、オスマン帝国をめぐる国
際的な環境を視野に入れつつ、非ムスリムをめぐる制度的枠
組みの展開の解明に取り組んでいます。

メッセージ・教育方針

皆さんは日本国籍の人のほとんどが日本人であるように、ロシ

ア国籍の人のほとんどは当然ロシア人だ、と思っていませんか？し

かし、例えば2018年平昌五輪フィギュアスケート女子金メダリス

トのロシア代表ザギトワは、タタール人です。外国の歴史の研究

は、私たちの持っている「当たり前」という意識を崩し、柔軟な

思考力を育んでくれます。皆さんには、史料読解と歴史研究を通

して人間とその社会の多様な有り方について理解を深めるととも

に、未来を見通す眼を養ってほしいと思います。

メッセージ・教育方針

歴史学の分野では、世界史的視野を持つことや、異文化

間の関係性に対する関心が高まるなかで、西アジア地域は

これまで以上に重要性を帯びてきています。日本で暮らす

多くの人にとって、この地域はあまり馴染みのない、理解

することが比較的困難な文化圏かもしれませんが、それだ

けに多くの刺激をもたらしてくれると思います。

濱 本  真 実 　 准 教 授

上 野  雅 由 樹 　 准 教 授

H A M A M O T O  M a m i

U E N O  M a s a y u k i

専 門 分 野

中 央 ユーラシア史 、 ロシア史

専 門 分 野

オスマン帝国史

[ 主要業績 ]

［著書］『「聖なるロシア」のイスラーム：17‐18 世紀タタール人の正教改宗』（東京大学出版会，2009，単著）
『共生のイスラーム : ロシアの正教徒とムスリム』（山川出版社，2011，単著）
Volgo-Ural’skii region v imperskom prostranstve XVIII-XX vv.（『18-20 世 紀の 帝 国 的 空 間におけるヴォルガ・ウラル 地方』）, 
Vostochnaia literatura, 2011, 共編著

『テュルクを知るための 61 章』（明石書店，2016，分担執筆）

[ 主要業績 ]

［著書］『世界史／いま、ここから』（山川出版社，2017，共著）
［論文］ 「ミッレト制研究とオスマン帝国下の非ムスリム共同体」（『史学雑誌』119-11，2010）

“‘For the Fatherland and the State’: Armenians Negotiate the Tanzimat Reforms,” （International Journal of Middle East Studies vol . 45(1), 2013 ）

「アルメニア人オスマン官僚の教育的背景」秋葉淳・橋本伸也編（『近代・イスラームの教育社会史─オスマン帝国からの展望─』昭和堂，2014）
“Religious in Form, Political in Content?: Privileges of Ottoman Non-Muslims in the Nineteenth Century,” （ Jour nal of the 

Economic and Social History of the Orient vol. 59(3), 2016）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東京大学大学院総合文化研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（学術）
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西洋史学専修は、文学研究科の改革により2001年度より新たに設けられました。文学研

究科の中では歴史の浅い専修に属します。そのため当初は他専修に比してややこじんまりして

いましたが、近年は院生も増え内部は活気にあふれています。2020 年４月現在、西洋史研究

室には指導教員が3名、前期・後期博士課程の大学院生および OD が総勢15名近くいます。

指導教員のうち、北村昌史教授はドイツ近現代史を、草生久嗣教授はビザンツ史を、向井伸

哉講師はフランス中世史を専攻しています。これまで院生および OD の研究領域としては、教

員と同じく中世史、ドイツ現代史、ビザンツ史を研究している者から、カタルーニャ中世史、

アフリカ現代史、バルカン現代史、アメリカ独立革命史、ポスト・ビザンティン美術史、ロシ

ア帝国史まで多彩です。西洋史学専修の院生室は、おそらく文学研究科の中でももっとも多

くの言葉が飛び交い、世界各地の多様な文化が出会う場といえるでしょう。

西洋史学専修では、西欧・東欧・地中海地域からアメリカ合衆国にわたる諸社会の特質を、

歴史的分析の手法を用いて学ぶとともに、自ら研究する能力を身につけることをめざします。

西欧近代諸語の講読を通じて研究文献や史料の読解能力を養うとともに、古代・中世史の場

合はギリシア語・ラテン語史料の読解力の養成に努めます。本専修では教員の専攻･ 図書と

もに、ビザンツ史、イタリア史など、他大学ではあまり類のない分野が充実しているのが大き

な特徴といえます。しかしもちろん、これ以外の伝統的な西洋史諸分野での研究 ･ 教育にも

力を入れています。

前期博士課程修了後は、多くの人が本研究科の後期博士課程に進学します。後期博士課

程進学後は、海外の大学へ留学する人が少なくありません。これまでロシア、オーストリア、

イタリア、イギリス、ドイツなどに留学しています。

前期博士課程のカリキュラムは大きく時代順に構成されています。講義は古代史、中世史、

近・現代史について広く学べるよう組んであります。演習では西欧諸国語による研究書講読や、

ギリシア語・ラテン語の史料講読を通じて、テクストを正確に読解する力をつけます。さらに

研究指導を通じて修士論文の作成をしっかり指導します。さらに教員と大学院生によるラテン

語・ギリシア語・ドイツ語の読書会が開かれ、修士論文の作成前には前期博士課程２年の

院生だけでの自主ゼミなども行われています。後期博士課程では、教員の個人指導の下に論

文執筆や学会発表を行い、課程博士論文を完成することをめざします。後期博士課程の院生

は、すでに多くの学会で発表し、学術雑誌に論文を掲載しています。西洋史学専修はこれま

でに２名の課程博士と５名の論文博士を送り出しています。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p : / / y a k i t o r i . l i t . o s a k a - c u . a c . j p / u s e r / s e i y o s h i /

西
洋
史
学
専
修

専
修
の
特
色

研究に関しては大学院前期博士課程、後期博士課程、および OD による研究発表会を年に数

回程度開催しています。また、前期博士課程については日本史学専修および東洋史学専修と3 専

修の合同で研究発表会をおこなっており、そこには後期博士課程の大学院生も参加しています。

教室旅行やハイキングなどもこの3 専修合同で行うなど、歴史学として密接な関係を保ちながら

運営されています。

各教員の研究分野に応じて日本国内のビザンツ史、中世史、ドイツ史関係の全国学会および

地方研究会と深い関わりがあり、学生の皆さんの日本ビザンツ学会、西洋中世学会、ドイツ現代

史研究会への積極的な参加を支援します。専修内の研究会・勉強会活動として文学研究科プロ

ジェクト、ビザンツ研究連絡会、ドイツ語講読会、中世ラテン語古文書翻刻会などが開催されて

います。また将来、学内および国際的な連携とともに、独自の研究センターや雑誌を立ち上げる

のが西洋史学専修の夢です。 

教 室 行 事

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

北 村  昌 史（近現代ドイツ社会史、ブルーノ・タウト研究、日本・ヨーロッパ交流史）

草 生  久 嗣（ビザンツ史、宗教社会論、異端 学）

向 井  伸 哉（フランス中世史、村落史、国制史）
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[ 研究内容 ]

19 世紀ベルリンの都市社会史研究を出発点として、現在は、
ナチス政権成立とともに日本に亡命してきたブルーノ・タウトが
ベルリンで設計したジードルング（住宅地）を題材に、ヴァイ
マル期ドイツの社会史に取組んでいます。この時期、欧米諸
国では機能性・合理性を追求した「モダニズム建築」による住
宅建設が積極的に進められ、新しい生活様式がもたらされま
す。こうした新しい生活文化の出現を実証的にたどりつつ、タ
ウトの日本文化論や日本における「モダニズム建築」の導入の
研究を通じてヨーロッパと日本の交流史にも取り組んでいます。

メッセージ・教育方針

歴史研究というのは、過去の特定の時代・地域で起こっ

たことをきちんと把握し、それを現代のわれわれにも理解

できるように説明することです。そのために史料を正確に

読み解き、先行研究をきちんと読んで自分の意見を明確に

する能力を身に着けていただくことが、私の教育方針の基

本といえます。

北 村  昌 史 　 教 授 K I T A M U R A  M a s a f u m i

専 門 分 野

近 現 代ドイツ 社 会 史

[ 主要業績 ]

［著書］『ドイツ住宅改革運動 ─ 19 世紀の都市化と市民社会』（京都大学学術出版会，2007）
［論文］“Forest Settlement by Bruno Taut in Past and Present”, in: UrbanScope, 9, 2018.

「日本の大学キャンパスからみた世界の歴史――関西学院大学西宮上ケ原キャンパスと大阪市立大学杉本キャンパス」（『関学西洋史
論集』41，2018）

「ブルーノ・タウトに関する研究の動向」（『史林』100-3，2017）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

中世ヨーロッパと地中海、とくにビザンツ帝国（ローマ帝国
中世東方領）の政治宗教問題を専攻しながら、中世における「異
端視」の構造を明らかにする研究（「異端学」）に取り組んで
います。有名な異端審問や魔女狩りといった出来事は、なぜ
かビザンツ世界においては見られませんでした。そのビザンツ
の舞台、アフリカ、中東やスラヴ世界とも交錯した東地中海世
界（オイクメネー）の本質を問うことをマクロなテーマとし、一
方でその認識が記録された諸文献史料（Heresiology）の解
析をミクロなテーマと位置づけています。

メッセージ・教育方針

文明の十字路にあったビザンツ帝国を専門とするため、

多くの時代・地域・言語・学問分野との交流を大事にして

います。ビザンツ学専攻希望者にはもちろんのこと、世界

史やヨーロッパ文化、キリスト教やイスラームに惹かれた初

学者にも、国際性・知的最先端を見すえて計画された大学

院プログラムを提供します。

草 生  久 嗣 　 教 授 K U S A B U  H i s a t s u g u

専 門 分 野

ビザ ンツ帝 国 史 、 古 代 地 中 海 史

[ 主要業績 ]

［論文］「「ビザンツ」帝国の「ローマ」人：アイデンティティの射程」（『西洋中世研究』7 号， 2015）
「ロシア―ビザンツ緩衝地帯の蛮族観について―12 世紀ビザンツ史書におけるペチェネーグを題材に―」小澤実・長縄宣博編『北
西ユーラシアの歴史空間－前近代ロシアと周辺世界』（北海道大学出版会，2016）

“Seminaries, Cults, and Militia in Byzantine Heresiologies: A Genealogy of the Labeling of ‘Paulicians’”, in Radical 
Traditionalism, The Inf luence of Walter Kaegi in Late Antique, Byzantine, and Medieval Studies , edited by D. Olster and Ch. 
Raffenperger, Lexington Books, 2018.

最 終 学 歴  ▶︎ 　 シカゴ大学大学院社会科学部歴史学科

学 　 　 位  ▶︎ 　 Ph .D.（ History ）

西
洋
史
学
専
修

[ 研究内容 ]

中央集権が徹底された現代世界とは異なり、最も身近な地方
政府たる村落に統治権が集中していた中世世界で、住民は村落
自治に積極的に関わっていました。西洋における民主主義の
源流は、奴隷制に立脚した古代都市アテナイや自由人の宣誓
共同体として成立した中世都市にしばしば求められてきました
が、自由身分の住民で構成される人口規模の小さな中世村落
で展開された自治こそ、ヨーロッパ史上、最も直接民主主義に
接近した政治体制であったことは疑いえません。中世村落に
おける住民自治の実態は如何なるものだったのでしょうか？南
仏ベジエ地方をフィールドに、中世世界で展開された村落住民
による自己統治の全体像を解明していきます。

メッセージ・教育方針

歴史学の効用は、一知半解に物事を単純化するのではなく、
その複雑さや異質さを前に考え立ち止まり続けられる知的忍
耐力を養うことと、複雑な事象や異質な他者をありのまま理
解できるよう個人の認識枠組みを拡張させることにあります。
講義やゼミを通じて、①史料が発する思想・背景の異なる他
者の言葉にじっくり耳を傾け、世界観の異なる人 と々対話を
行っていくうえで必要な能力を鍛え、②過去と現代の比較を
通じて人間社会に対する普遍的なリテラシーと批判的思考力
を養い、③人類史の大きな流れを把握し、現代社会を理解
する長期的視野を手に入れることを目指します。

向 井  伸 哉 　 講 師 M U K A I  S h i n y a

専 門 分 野

フランス中 世 史

[ 主要業績 ]

［論文］「中世後期南フランスにおける都市と農村の政治的関係―ベジエの都市エリートとヴァンドレスの村落共同体（一三五〇－
一四〇〇）―」（『史学雑誌』，127 巻 10 号，2018）

「ルイ 9 世期南仏ビテロワ地方における国王統治」（『西洋中世研究』，2 号，2010）
“Les relations polit iques entre ville et campagne dans la seconde moitié du XIVe siècle : les élites urbaines de 
Béziers et la communauté villageoise de Sérignan (Hérault)”（Revue historique，no. 688，2018）

“Une communauté villageoise face à l ' insécurité  : la défense de Sérignan (Hérault) dans la deuxième moitié du 
XIVe siècle”（Annales du Midi，no. 294，2016）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 トゥルーズ第二大学（フランス）

学 　 　 位  ▶︎ 　 Doctorat（Histoire）／博士（歴史学）
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社会学

心理学

教育学

地理学

　人間行動の特性や人間と社会および文化の関係を、とくに社会問題、

教育問題や文化摩擦など現代社会が抱える諸問題を視野に入れて、総合

的、学際的に捉えることを目的とする。フィールドワークや実験という行

動科学の方法論を基礎に、実証的なデータに基づく分析と理解や理論化

を重視する。人間行動に関する実証的な研究方法を修得させることによっ

て、現実の社会や人間を客観的に観察する能力を涵養し、研究職のみな

らず、高度な専門的知識と技術をもった人材を養成する。

人 材 育 成 の 目 標
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専
修

大阪市立大学社会学専修の研究上の特色は、現場に密着したフィールドワークの伝統にあ

ります。もちろん、フィールドワークといっても、アンケートに基づく量的手法、各種文献・映

像資料を軸とした分析、さらにはライフ・ヒストリーやライフ・ストーリー、インタビューあるい

は参与観察にいたる質的手法もすべて含まれます。シカゴ社会学流の用語でいえば、“down-

to-earth”が一つの主要な背骨をなしているといえるでしょう。

対象面に関していえば、大阪という日本を代表する大都市の公立大学である点から、都市

に関わる諸問題に関する実証的な研究の蓄積が、上記の志向性と関連した社会学専修の一

つの特色になっています。もちろん、個々の研究者あるいは院生の関心によって、家族、医療、

ジェンダー、メディア、文化、民族、宗教、地域、労働、政策、教育、福祉など実に多様な

領域を対象とした社会学的研究が展開されてきていますが、それでもグローバル都市・大阪

というフィールドを背景とした研究、社会問題、人と移動への関心と志向性がゆるやかな共通

性を示しています。

同時に、上記二点の特色は、社会学全般の領域に対する幅広い視野と理論的視座に裏打

ちされてのものであることを強調しておきたいと思います。何を、いかなる観点から問題とし、

それがいかなる研究上・実践上の意義を持つのかを見通す力がなければ、“down-to-earth”

は「木を見て森を見ない」誤謬を免れないからです。

社会学専修は、人間と社会の相関関係を分析する高度な社会学的専門知識を学ぶことによ

り、研究者としての資質の向上とともに、高度専門職業人として社会で活躍しうる人材の育成

を目指しています。この目的を達成するために、カリキュラムを理論系と調査系の2本柱で総

合的に構成しています。「理論なき調査は盲目であり、調査なき理論は死んでいる」という有

名な言葉がありますが、理論と調査は互いに他を前提としあう車の両輪のような関係にあり、

どちらも大切なことはいうまでもありません。

前期博士課程のカリキュラムの内容は理論系・調査系に大別されますが、修士論文の作成

に関しては指導教員による定期的演習・指導とならんで、年２回の報告会で論文内容を発表

することが義務づけられていて、指導教員以外の教員、また院生からの質疑応答を受けるこ

とになっており、集団指導体制をとっています。自分の研究テーマが、社会学という広い枠の

なかでどのような位置にあるのかを確認する機会ともなっています。

後期博士課程では、基本的に博士論文の作成に向けての指導が中心になりますが、各年

度末に当該年度の進捗状況の報告が課されます。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p : / / w w w . l i t . o s a k a - c u . a c . j p / s o c /

人
間
行
動
学
専
攻

専
修
の
特
色

４月：新年度ガイダンス、都市文化研究センター研究員との交流会、５月：新歓コンパ、６月：
前期博士課程大学院入試説明会、７月：中間報告会（集中授業）、８月：オープンキャンパス、
１１月：研究報告会（集中授業）、大学院入試説明会、１２月：『市大社会学』研究会、２月：追
い出しコンパ、などのように、年間を通したさまざまな教室行事（研究科主催を含む）があります。
大学院生を中心とした読書会や研究会も活発に行われています。

《学術雑誌》『市大社会学』（発行：市大社会学研究会）

　社会学教室では、大学院生の研究発表の媒体として、2000年より査読付き論文誌を発行して

います。これまで多くの院生が、全国学会誌・専門学会誌に投稿する前のトレーニングの機会と

して活用し、研究のステップアップにつなげています。

オンラインジャーナル『市大社会学』http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/soc/js/

《資格》専門社会調査士

一般社団法人社会調査協会が認定する「専門社会調査士」の資格が取得可能です。研究職を

志望する人はもちろん、行政や企業に就職をするさいにも役立ちます。他大学出身者も、大学院

の専門科目とあわせて学部授業の単位を別途取得することにより申請することができます。

《研究プロジェクト》

　社会学教室では、大阪の社会変化に関する多様な研究と資源の蓄積を活かして研究を進める

環境が整備されています。

・学内では、大阪コリアン研究プラットフォーム設置・運営に関わっています。

・学際的な大型調査研究「大阪近隣効果研究プロジェクト」を学内外の研究者と共同で実施して

います。https://project.log.osaka/neighbourhood/

・「和解学の創成～正義ある和解を求めて～」（科学研究費　新学術領域）にも参加しています。

　http://www.prj-wakai.com

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

石 田  佐 恵 子（ 知識 社会 学、映 像社会 学、メディア文化 研究）

伊 地 知  紀 子（生活 世界の社会 学、地 域 社会 学、朝鮮地 域 研究）

川 野  英 二（都 市・社会政策の社会 学、比較 社会 学）

平 山  亮（家族 社会 学、老 年 社会 学、ジェンダー研究）

笹 島  秀 晃（都 市 社会 学、文化 社会 学、歴史社会 学）
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[ 研究内容 ]

文化社会学のなかでも、特に、映像社会学・メディア文化
研究を専攻。最近の研究内容は、「グローバル化時代のテレ
ビ研究の方法と実践」「現代文化における〈有名性〉の力と作
用についての研究」「現代文化研究の展開と理論的考察」「テ
レビ・アーカイブズの公共性」など。有名人、マンガ、韓流ブー
ム、クイズ文化、ミュージアムなど、幅広いテーマから、国境
を越えて拡大する現代メディアの文化について考えています。
個人ＨＰ：http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/user/ishita/

メッセージ・教育方針

社会学的な研究法を身につけ、現代メディアの文化を対

象に研究を進めていきたい方、ぜひ一緒に研鑽を積みま

しょう。自分が探求したい研究テーマについてオリジナリ

ティを持って自律的に考えていくことが出来る学生、特に

国際交流や留学に興味のある学生を募集しています。メディ

ア関係の高度専門職業人（社会人入試）、留学生も歓迎し

ます。

石 田  佐 恵 子 　 教 授 I S H I T A  S a e k o

専 門 分 野

社 会 学

[ 主要業績 ]

［著書］『基礎ゼミ メディアスタディーズ』（世界思想社，2020，共編）
『ポピュラー文化ミュージアム』（ミネルヴァ書房，2013，共編）
『ポスト韓流のメディア社会学』（ミネルヴァ書房，2007，共編）　　『クイズ文化の社会学』（世界思想社，2003，共編）
『有名性という文化装置』（勁草書房，1998）

［論文］「ムービング・イメージと社会　映像社会学の新しい研究課題をめぐって」（『社会学評論』日本社会学会，237（60-1），2009）
“Media and Cultural Studies in Japanese Sociology: An Introduction,” （International Journal of Japanese Sociology,  the Japan Sociological Society, vol.11,  2002）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 筑波大学大学院社会科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（社会学）

[ 研究内容 ]

私は、大阪に最も多く住んでいる韓国・済州島出身の人びと
に出会い、これまで25 年間済州島と日本の在住地域でフィー
ルドワークをしてきました。権力の圧制により移動を余儀なくさ
れた人びとが創りだしてきた共同性、それを支える生活世界に
関心があります。こうした他地域の異文化な人びとについての
研究は、実のところ私たちの生活と関わりがあるのです。私た
ちは、日々の生活のなかで大小様々な事態に翻弄されながらも
誰かと共に対処する場面に立ち会います。そんなとき必要な想
像／創造力の源泉とは何か？ここに私の関心の種があります。

[ 研究内容 ]

「グローバル化」がローカルな社会生活に及ぼす影響が地域
固有の文脈によってどのように異なるのか、またローカルな文
脈効果を考慮に入れた貧困と社会問題の実証研究に関心があ
る。 最先端の理論研究や方法論をとりいれながら、統計調査
やデータ解析、地域モノグラフなどを用いた研究を行なう。現
在は、大阪とパリを主なフィールドとして、海外の大都市の都
市社会政策および社会問題の国際比較を実施している。 

メッセージ・教育方針

私が担当するのは異文化理解、人びとの移動史、エス

ニック・コミュニティなどです。これらの内容について、「な

ぜ？どうして？」という問いを持つことを重要視します。個々

のテーマに関する既存文献をこれでもかというくらい読み、

関連する場所で生きる人びとに出会ってみることをお勧め

します。

メッセージ・教育方針

実証研究を行うためには、自分のフィールドをもつ、丁

寧なデータの収集と分析、新しい理論や分析手法の吸収、

外国語の習得の努力のいずれも欠かすことはできないが、

大学院のゼミではとくに調査データの収集と分析の方法に

焦点を当てて教育を行なっている。

伊 地 知  紀 子 　 教 授

川 野  英 二 　 教 授

I J I C H I  N o r i k o

K A W A N O  E i j i

専 門 分 野

社 会 学

専 門 分 野

社 会 学

[ 主要業績 ]

［著書］『街場の日韓論』（晶文社，2020，共著）
『消されたマッコリ。─朝鮮・家醸酒（カヤンジュ）文化を今に受け継ぐ』（社会評論社，2015，単著） 

Rethinking Representations of Asian Women: Changes, Continuity, and Everyday Life, （New York : Palgrave, 2015, 共編著）
『日本人学者가 본 제주인의 삶（日本人学者が見た済州人の生）』（済州大学校耽羅文化研究所，2013，単著）
『生活世界の創造と実践─韓国・済州島の生活誌から─』（御茶の水書房，2000，単著）

[ 主要業績 ]

［翻訳］『リッチな人々』（花伝社 ,2020, 共訳）、『貧困の基本形態』（新泉社，2016，共訳）
［論文］「分断する大都市と近隣関係」（『生活協同組合研究』 (533) 23 - 32，2020）

 「現代資本主義と都市空間の再編 : L・ボルタンスキーにおける「社会的なもの」と「空間的なもの」 」（iichiko (147) 96 - 109，2020）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪大学大学院人間科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（人間科学）

[ 研究内容 ]

家族社会学、老年社会学、ジェンダー研究が専門ですが、
現在は主に、ケア責任の社会的分有（いわゆるケアの社会化）
をテーマとした研究を行っています。家庭におけるケアの主な
担い手となった男性や、高齢期の性的マイノリティに焦点を当
てた調査を行いながら、ケアの社会化の議論のなかで取りこ
ぼされてきたケアの負担や、そこで暗黙の前提とされてきた家
族のあり方を探り出し、私たちが安心して老い衰えるための資
源が不均衡に配分された現状をいかに変えていけるかについ
て考えています。

メッセージ・教育方針

個人的とされる事柄や親密とされる関係に働く権力作用

に関心をもつ学生を歓迎します。研究を行う上では、方法

や理論についての深い理解はもちろん、ネットワークが大

切だと思っています。ディシプリンや国境にとらわれず、自

分の立てた問いを掘り下げ、ときに引っくり返すような議論

ができる仲間づくりをサポートします。

平 山  亮 　准 教 授 H I R A Y A M A  R y o

専 門 分 野

家族社会学、老年社会学、ジェンダー研究

[ 主要業績 ]

［著書］『介護する息子たち―男性性の死角とケアのジェンダー分析』（勁草書房，2017）
［論文］“Counting on women while not counting women’s personhood: A critical analysis of the masculine ideal of self-made man in Japan.” 

（In Routledge Handbook of East Asian Gender Studies edited by Jieyu Liu and Junko Yamashita, Routledge，2019）
“Reconsidering long-term care in the end-of-life context in Japan.” （Geriatrics & Gerontology International，16 suppl. 1，2016 ，共著）

［その他］「『名もなき家事』の、その先へ―“気づき・思案し・調整する”労働のジェンダー不均衡」（けいそうビブリオフィル，2017-2020，共著）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 オレゴン州立大学大学院人間発達家族研究学科

学 　 　位  ▶︎ 　 Ph.D. (Human Development and Family Studies)
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[ 研究内容 ]

第二次大戦後の産業社会から脱工業社会という社会構造の
変化における都市空間の変動について研究しています。特に
近年は、戦後ニューヨークにおける芸術産業の興隆と都市の
空間の推移について、歴史資料・インタビューデータ・参与観
察などの質的な社会調査の手法を用いて研究を行っています。
新都市社会学・ジェントリフィケーション論などの都市社会学
的視点、制度論的・組織論的な文化社会学の視点、一次資
料を重視しつつ社会学理論を応用して事例を分析する歴史社
会学、これら三つのパースペクティブを大事にしています。

メッセージ・教育方針

社会学では現象のメカニズムを説明するために簡潔な理

論的分析が重視されます。その一方で都市社会学では、

確かなデータに基づき厚みをもって事例を記述することも

大事だと思っています。議論を通して、理論的視点と事例

の記述のバランスのとれた都市社会学的なモノグラフの面

白さを伝えていければと考えています。

笹 島  秀 晃 　 准 教 授 S A S A J I M A  H i d e a k i

専 門 分 野

社 会 学

[ 主要業績 ]

［論文］「移動で捉え直すミュージアムの思想」（伊豫谷 登士翁ほか編著『応答する〈移動と場所〉』ハーベスト社 , 2019）
「ニューヨーク市 SoHo 地区における芸術家街を契機としたジェントリフィケーション : 1965 -1971 年における画廊の集積過程に着
目して」（『社会学評論』, 67(1), 2016）
"From Red Light District to Art District: Creative City Projects in Yokohama's Kogane-cho Neighborhood," (Cities, 33, 2013)

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東北大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

在
学
生
・
修
了
生
の
声

就職活動をしながら、卒業論文を書き進めているうちに「もうちょっと研究したいなぁ」と思ったのが大学院進学を志望す

る起点でした。内定を頂いてからも気持ちは強くなる一方で、卒論ゼミの先生に相談したところ、「大学院に進学するなら質

的調査のメッカの大阪市大がいいと思う」とおっしゃられ、将来の指導教員となる先生の著書『有名性という文化装置』（石

田佐恵子先生，1998年，勁草書房）を手渡されました。数日後、難波駅で終電を逃し、始発まで某ハンバーガーチェーン

店で1人過ごすことになりました。そこで朝まで先生の本に読みふけり、自分もこうした本が書いてみたいなと思ったのでした。

研究室訪問やゼミ見学を経て進学を決意し、大学院入試に向けて必死に勉強し（なにしろ就活と卒論ばかりの日々でしたの

で）、どうにか「市大社会学」の門をくぐることができ、今に至ります。

「ハーフ」といった呼称で呼ばれる人びとの問題含みの日常をテーマに博士論文を執筆中です。「ハーフ」と言うと「欧米白

人系のタレントやモデル」の姿が思い浮かびがちですが、日常の息苦しさや人種差別の実態はあまり知られていません。「ハー

フ」研究もごくわずかな蓄積しかないなかで、当事者性をもった調査者として、インタビューや参与観察に取り組み、ルーツ

も容姿も経験も多様な人びとを取り巻く生きづらさに迫ることを目的にしています。移民や多様性といった言葉が、どこか地

に足のついていない流行やお題目として消費されつつある現在だからこそ、書き上げねばと思っています。また、「ハーフ」研

究とは別に、TA（ティーチング・アシスタント）を務めた調査実習から始めた「よさこい踊り」の研究も継続しており、それ

ぞれ論文誌・書籍に論文・論考として収められています。

2019年に市大社会学の先輩の上原健太郎さんをはじめとする研究仲間と『ふれる社会学』（ケイン樹里安・上原健太郎編，

2019，北樹出版）という本を刊行することができました。編者ですので、原稿を書くだけではなく、本の企画、原稿の方向

性の検討、誤字脱字チェック、オンライン版のコンテンツづくり、全国各地での刊行イベントの企画・開催などさまざまなこ

とに取り組みました。それが可能となったのは、ゼミや論文指導、院生主導の研究会、懇親会や廊下での立ち話に至るまで、

いつも刺激的かつ興味深い議論ができる大阪市大の環境での経験のおかげだと思います。特に、紙媒体として一度休刊した

論文誌『市大社会学』をオンライン・ジャーナルとして復活させるプロセスに執筆者・編集委員として関われたことは貴重な

経験でした。研究活動を着実に支えるサポート体制とチャンスにあふれていることが、大阪市大の魅力だと思います。

博士論文の完成とその書籍化が目標です。複数の書籍

企画も進めます。また、2018年に仲間たちと立ち上げた

HAFU TALK（ハーフトーク、「ハーフ」に限らず海外ルー

ツと身の回りの人を繋ぐメディア https://www.hafutalk.

com/）での活動をさらに展開させたいと思っています。

K E A N E  J u l i a nケイン 樹里安
都市文化研究センター研究員　
人間行動学専攻　2017年度後期博士課程単位修得退学
　
所属
社会学専修
研究テーマ
「ハーフ」の人種化と問題経験の社会学的研究
修士論文題目
SNS を介した〈わたしたち〉をめぐる実践―「ハーフ」あるいは「ミックス」
の相互交流を事例に

文学研究科を選んだ理由

研究内容

文学研究科での学び

将来の目標
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心理学専修では、実験心理学を基礎とした「行動・生理」、「認知」、「社会・文化」の専

門分野の教育・研究指導を通して、基礎心理学分野における研究者の養成とともに、現代社

会が直面する諸問題に心理学的観点から対処できる高度な専門知識を持った人材の養成を

目指しています。そのために、実証科学的方法論を重視した教育・研究体制が組まれており、

臨床分野を除くあらゆる心理学諸分野の、基礎から応用にわたる幅広いテーマについて、学

び研究することができます。また、多くの実験室を有し、実験設備も充実しています。

前期博士課程・後期博士課程のいずれにおいても、希望する研究テーマに合った教員の指

導の下で、研究テーマの選定から学術雑誌への論文投稿に至るまで、研究者に求められる態

度・知識・技能が習得されるよう、指導が進められます。

前期博士課程では、主に「研究指導」において、研究テーマの設定、実験・調査などの研

究方法並びにデータ解析法、さらに論文の構成・形式など、修士論文作成のための知識・技

能を習得できるよう、指導がなされます。

後期博士課程では、「論文指導」において、下記の段階を通して、博士論文作成のための

指導がなされます。

１年次では、博士論文作成のための研究を行うのに必要な理論、実験・調査などの方法並

びにデータ解析法に関する応用的な知識と技能を習得します。各大学院生が、自分の研究課

題に即した分野の専門書や学術論文を批判的に検討し、課題に関する研究計画を立案でき

るよう、指導します。

２年次では、博士論文の研究課題に関連する国内外の論文を検討しながら、研究計画に

基づいて実験・調査を実施し、収集したデータの解析を行います。こうした研究遂行の指導

を通して、博士論文の完成を目指します。

３年次では、実験・調査データをまとめ、博士論文の構成と論述の仕方などを具体的に指

導し、博士論文を完成させます。

前期博士課程・後期博士課程ともに、大学院生以上をメンバーとして月１〜２回のペース

で開催している「金曜研究会」において研究の進捗状況の報告を行い、報告内容について

教員や他の学生達と討論を行うことで、研究を深めていきます。また、指導教員の指導の下、

研究成果を国内外の学会で発表し、学会誌に投稿するといった、プロの研究者としての研究

活動についても学んでいきます。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p : / / w w w . l i t . o s a k a - c u . a c . j p / p s y /

人
間
行
動
学
専
攻

専
修
の
特
色

4月：教室ガイダンス、5月：第１回卒業論文指導会、6月：新入生歓迎コンパ、7月：第２回卒

業論文指導会、8月：オープンキャンパス、集中講義、12月：第３回卒業論文指導会、集中講義、

2月：修士・卒業論文口頭試問、追い出しコンパ、動物供養会

この他、金曜研究会（毎月１～２回）や、海外から招いた研究者による講演やワークショップ

を行っています。

『大阪市立大学文学部心理学教室 25 年のあゆみ』（1975）

『大阪市立大学文学部心理学教室 40 年のあゆみ』（1991）

本学で提供されている単位を取得することにより、日本心理学会が定める「認定心理士」の資

格申請に必要な単位をそろえることができます。また、日本心理学諸学会連合が行っている「心

理学検定」の受験を薦めています。

＜心理学教室が主催・共催する学術イベント＞

OCU International Psychology Workshop、OCU International Psychology Seminar、

行動数理研究会、人間行動分析研究会

＜心理学教室の教員・大学院生が所属する学会＞

日本心理学会、日本社会心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、日本感情心理学会、関西

心理学会、Society for Personality and Social Psychology、Association for Psychological 

Science、Asian Association of Social Psychology、日本認知心理学会、日本発達心理学会、

日本動物心理学会、日本神経科学学会、日本神経精神薬理学会、日本認知科学会、日本行

動分析学会、日本基礎心理学会、Association for Behavior Analysis International (ABAI)、

Society for the Quantitative Analyses of Behavior (SQAB)

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

山  祐 嗣（認知心理学、推論、思考の潜在性・顕在性、比較 文化 研究）

川 邉  光 一（生理心理学、行動神経科学、精神薬理学、高次認知機能・精神疾 患の脳内機 構）

佐 伯  大 輔（学習心理学、判断、意思決定、選択行動）

橋 本  博 文（社会心理学、集団力学、集団内利他行動、心の文化差）
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[ 研究内容 ]

人間がどのように推論を行うのかという研究を通して、ヒト
の合理性とは何かという問題に取り組んでいます。現在、(1) 
潜在的な過程の合理性と顕在的な過程の合理性はどのように
区別されるのか、(2) 推論はそれぞれの文化においてどういう
意味で合理的か、という問題に興味をもっています。遠い目標
として、文化多様性の源泉に辿りたいという野望はありますが、
それは途方もないものであるということは自覚しています。

メッセージ・教育方針

卒業論文、修士論文、博士論文の指導において、自由

にテーマを選んでもらうのか、私のテーマの範囲内で行っ

てもらうのか、常にジレンマがあります。始まりは私とは異

なるテーマであっても、最終的に同じ問題 (たとえば、「ヒ

トはどういう意味で合理的か」など )を扱うことができれ

ば、理想的ではないかと思っています。現実的なこととして、

学術雑誌への投稿は強く奨励しています。

山  祐 嗣 　 教 授 Y A M A  H i r o s h i

専 門 分 野

認 知 心 理 学

[ 主要業績 ]

［著書］"Adapting human thinking and moral reasoning in contemporary society." （IGI Global，2019，共編・筆頭）
『「生きにくさ」はどこから来るのか─進化が生んだ二種類の精神システムとグローバル化』（新曜社，2019）
『日本人は論理的に考えることが本当に苦手なのか』（新曜社 , 2015）

［論文］”Hindsight bias in judgements of the predictability of f lash f loods: An experimental study for testimony at a court 
trial and legal decision making.” （Applied Cognitive Psychology, 35 , 2021 Wiley, 共著・筆頭） 
"Explanations for cultural differences in thinking: Easterners' dialectical thinking and Westerners' linear thinking." 

（ Journal of Cognitive Psychology, 31, 487-506, 2019 Taylor & Francis，共著・筆頭）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院教育学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（教育学）

[ 研究内容 ]

ラットを用いた行動実験により、学習・記憶を中心とした高
次認知機能の脳内機構について薬物投与や脳損傷などの手法
を用いて研究を進めている。また、統合失調症などの精神疾
患の動物モデルを作成し、これらの動物の行動異常を測定し
て精神疾患モデルとしての妥当性を評価すると同時に、行動
異常の原因となる脳内伝達物質系の変化を調べている。これ
らの研究はヒトにも共通する脳内機構の探求を目指すものであ
る。同時に、これらの高次認知機能や行動異常を測定するた
めの行動課題の開発・評価も行っている。

[ 研究内容 ]

社会のあり方と心のあり方の関係を解き明かすための研究に力を
入れています。現在は、主に二つの研究テーマを扱っています。一
つは、心の文化差についてです。文化によって心のはたらきが異な
るという常識的な理解を超えて、「どのように」、そして「なぜ」心の
文化差が示されるのかを調査や実験を通じて深く考えています。も
う一つは、人間の協力性・利他性を生み出す心のしくみについてで
す。私たち人間は、自分のことだけを考えて行動する存在ではなく、
他者をも考慮に入れて行動する存在です。そうした“どうしようもな
く社会的”な人間の心について、実験を通じて考察しています。

[ 研究内容 ]

主に学習心理学の観点から、ヒトや動物の意思決定や選択
行動に関する研究を行っています。例えば、「今もらえる１万
円」と「６カ月後にもらえる２万円」のように、「すぐにもらえ
る小さい報酬」と「待たされた後にもらえる大きい報酬」の間
の選択場面で前者を選ぶことを「衝動性」、後者を選ぶことを

「セルフコントロール」といいますが、このような選択を説明す
るための理論や、選択に影響する要因について研究しています。
他に、リスク状況下での選択や、社会場面における協力選択
に関する研究も行っています。

メッセージ・教育方針

生理心理学、行動神経科学という分野は心理学だけで

はなく、神経系に関する生物学的知識が必須とされる。専

門書や研究論文の精読により、これらの知識を確実に身に

つけてもらいたい。また特殊な実験技法を習得し、これを

正しい手続きに基づいて実施することが適切な実験データ

を得るために必要となる。これらの知識や技法の理解と習

熟を通して、自然科学的な考え方を育んでほしい。

メッセージ・教育方針

研究の何よりの醍醐味は、問うべき問いを自分で設定で

きることにあると考えています。これが問うべき問いなんだ

と信じ、その問いに真摯に向き合っている研究者の姿や研

究の成果に触れるとき、私は純粋にワクワクさせられます。

誰かをワクワクさせるような魅力を備える研究・教育者に

私自身一歩でも近づきたいと思っています。そして、私の

研究室に所属する学生にも、自分自身で問いを設定し、そ

の問いにきちんと向き合ってほしいと思います。

メッセージ・教育方針

私の研究している「学習」とは、ヒトや動物の行動が経

験によって変化することを指しますが、このことは、環境

条件を整えることで、行動をより望ましい方向に変えること

ができるという見方を提供してくれます。周囲の環境を変え

ることが難しい場合もありますが、この行動観は、私の研

究・教育に役立っていると思います。

川 邉  光 一 　 教 授 橋 本  博 文 　 准 教 授

佐 伯  大 輔 　 准 教 授

K A W A B E  K o u i c h i H A S H I M O T O  H i r o f u m i

S A E K I  D a i s u k e

専 門 分 野

生 理 心 理 学・行 動 神 経 科 学

専 門 分 野

社 会 心 理 学

専 門 分 野

学 習心 理 学

[ 主要業績 ]

［論文］"Effects of early postnatal MK-801 treatment on behavioral properties in rats: Differences according to treatment 
schedule." （Behavioural Brain Research, vol. 370, 2019, 共著・筆頭）

“Effects of chronic forced-swim stress on behavioral properties in rats with neonatal repeated MK-801 treatment.” 
（Pharmacology, Biochemistry and Behavior，vol.159，2017, 単著）
“Effects of neonatal repeated MK-801 treatment on delayed nonmatching-to-position responses in rats.”（NeuroReport, 
vol. 19，2008, 共著・筆頭） 

“Repeated treatment with N-methyl-D -aspartate antagonists in neonata l , but not adult , rats causes long-term 
deficits of radial-arm maze learning.” （Brain Research, vol. 1169，2007, 共著・筆頭） 

[ 主要業績 ]

［論文］“Preferences vs. strategies as explanations for culture-specific behavior.”（Psychological Science, 19, 579-584, 2008, Sage 
Publications Inc., 共著）

「相互協調性の自己維持メカニズム」（『実験社会心理学研究』, 第 50 巻 , 2011）
“Two faces of interdependence: Harmony seeking and rejection avoidance.”（Asian Journal of Social Psychology, 16, 142-151, 
2013, Wiley-Blackwell Publishing Ltd., 共著・筆頭）

“Social niche construction.”（Current Opinion in Psychology, 8, 119-124, 2016, Elsevier Ltd., 共著）
“Time pressure and in-group favoritism in a minimal group paradigm”（Frontiers in Psychology, 11:603117, 2020, Frontiers 
Media S.A., 共著）

[ 主要業績 ]

［著書］『セルフ・コントロールの心理学―自己制御の基礎と教育・医療・矯正への応用』（北大路書房，2017，共著）
［論文］“Sharing, discounting, and selfishness: A Japanese-American comparison,”（The Psychological Record, Vol. 61，2011，共著）

“Sensitivity to pre- and post-reinforcer delays in self-control choice.” （Behavioural Processes, Vol. 121, 2015, 共著）
「成人を対象とした実験におけるオペランダム―タッチパネルとゲームパッドの比較―」（『行動分析学研究』，第 31 巻，2016）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 筑波大学大学院心理学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（心理学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 北海道大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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【総合大学と文学研究科における教育学研究】本専修は、教育方法学、教師教育学といった

教育実践そのものを対象にする研究のみならず、その教育実践を支える仕組みを考える教育

経営学、そして、これらを原理的、時間的に考究する教育思想・教育史学、空間的に考究す

る比較教育学という5つの領域を柱としています。教育学は、心理学、社会学、哲学、歴史学、

言語学、比較文化学、地域学、行政学、経営学、法学、といった隣接学問のディシプリン

の影響を受けながら発展してきましたが、本専修は、文学研究科の中に位置づけられ、しか

も全国でも有数規模を誇る研究型総合大学という知的空間において教育学の大学院教育を

行います。取得できる学位は、「修士（文学）」「博士（文学）」であり、人文学のディシプリン

を踏まえた教育学研究を体現してしております。

【教育研究の特色】本専修の教育研究の特色は、「共同（協働）性：研究者や教育実践現場で

の教育者たちが共同（協働）しながら研究に取り組むこと」、「実践性（臨床性）：教育現場（大

学における教員養成も含む）への貢献を目指す研究を行うこと」、「学際性（越境性）：教師論、

カリキュラム論、学校経営論などさまざまな立場から研究を行うこと」です。特に、「学際性（越

境性）」が本専修の最大の特色です。多様な専門領域を背景とする教員集団と触れ合うことで、

大学院生たちは自らの専門分野に限定されずに、幅広い視点で教育という事象を見つめ研究

することができます。

【研究者・高度専門職業人・高度教養人の育成】本専修は、前期博士（修士）課程及び後期

博士課程を通して、教育学の分野における先端的知識と方法を身につけ、独創的な研究を自

ら行いうる研究者養成を主軸としています。もちろん、前期博士課程を修了し、そこで習得し

た教育学の専門的知見等を活用することで、今日の社会的な問題等の解決に応えうる高度専

門職業人（専修免許状を有する学校教諭など）、また、生涯学習への意欲をもち、人間、社会、

文化、言語に対する深い理解を通して、国際社会・地域社会においてさまざまな文化的活動

を担うことのできる高度教養人の育成も行っています。

【カリキュラムの特色】より学際的で異分野間交流を促す教育研究の推進をカリキュラムの理念と

しています。具体的には、教育基礎学（教育思想、教育史）、教育方法学（授業・カリキュラム研

究等）、教育経営学（教育行政、学校経営）や教師教育学（教職論、教師の力量形成等）、比較

教育学（比較教育史、比較教育文化等）という5つの領域からカリキュラムが構成されています。

【個別及び複数による総合指導体制】課程の修了に際して、前期博士課程の大学院生は修士

論文を、後期博士課程の大学院生は課程博士論文を執筆することが求められます。これらの

論文指導に対して、日常的な個別指導（正副担当教員）と定期的な合同指導（全教員）を行っ

ています。また、前期博士課程の大学院生は修了に必要な単位数を考慮しながら講義・演習

等を受講する必要がある一方で、後期博士課程の大学院生は、講義・演習とは別に設けられ

た「論文指導」の時間で指導を受けます。

専 修 紹 介

教 育 方 針
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《修士論文指導》構想発表会（前期博士１年対象）：年２～３回／合同指導会（前期博士２年対象）：

年２～３回。

《教育研究フォーラム》教員・大学院生対象：年２～３回開催。教員や大学院生が、現在取り組

んでいる研究テーマに関する発表を主として行います。また、外部から講師を招聘して行うことも

あります。

《教室旅行》教員・大学院生・学部生対象：10 ～ 11月頃に１泊２日で実施。専修・教室の親睦を

図ることを目的とした旅行で、教育学に関する学習会がレクリエーションとして実施されます。

《『教育学論集』》年１回、12月刊行。1975（昭和50）年より発刊されてきた教育学専修・教育学

教室による学術雑誌です。教員や大学院生が主たる執筆者として数々の研究成果が掲載されて

きました。2012（平成24）年12月発行の第38号からは、大阪市立大学教育学会（下記参照）の

学会紀要として位置づけられ、内容の充実・発展を経て今日に至ります。

《大阪公立大学教育学会（仮称）》2011（平成23）年12月に発足した「大阪市立大学教育学会」以来、

本専修が事務局となり活動してきた学会です。年次大会の開催（12月）や機関誌である『教育学

論集』の発行（12月）といった活動を中心に行っており、さまざまな分野で活躍されている本専

修の修了生の方 と々の貴重な研究交流の場ともなっています。

《本専修在学者（修士・博士）の出身校・前職など》[ 国内 ] 大阪市立大学（文学部・教育学教

室／同・哲学教室／商学部／経済学部／理学部）、愛知教育大学、大阪大学、大阪教育大学大

学院、京都教育大学大学院、神戸市外国語大学、滋賀大学大学院、滋賀県立大学、同志社大

学大学院、和歌山大学、公立学校教員（小学校、高等学校）、など。[ 国外 ] 延辺大学（中国）、

華東師範大学（中国）、など。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

添 田  晴 雄（比較教育学、比較教育文化史）

辻 野  けんま（教育経 営学、教育行政・学 校 経 営論）

島 田  希（教育方法学、カリキュラム研究、授業 研究）
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[ 研究内容 ]

比較教育文化史。教育文化は、あまりにも日常化しすぎて当
事者にはほとんど意識されないが、教育の在り方や成果に対し
て決定的に重要な影響力をもつ。そのような日本の教育文化の
特質をモノ（学校建築、黒板、学習具など）・コト（行事、時
間割など）・言語に注目し、比較の手法を用いて究明している。
とくに、教育文化のひとつであるメディアとしての音声言語と文
字言語が学習場面や教育場面でどのような役割を果たしている
かについて比較的、歴史的に研究している。

メッセージ・教育方針

研究方法論としての比較を身につけて欲しい。①たとえ

ば「いじめ」と「bullying」のように、言語による言葉の意

味の差異に敏感になること。②比較可能性や比較妥当性

を吟味すること。③表面的な教育現象の比較に留まらず、

その基盤となる社会的・文化的・歴史的背景を総合的に比

較考察することである。

添 田  晴 雄 　 教 授 S O E D A  H a r u o

専 門 分 野

比 較 教 育 学

[ 主要業績 ]

［著書］『文字と音声の比較教育文化史研究』（東信堂，2019）
ロイ・ロウ著／山﨑洋子・添田晴雄監訳『進歩主義教育の終焉─イングランドの教師はいかに授業づくりの自由を失ったか─』（知泉書館，2013）
杜成憲・添田晴雄編『城市中小学校課程開発的実践為課題─中日比較研究─』（華東師範大学出版社，中国語版，2005）

［論文］「『体罰』総論―比較研究のために―」（日本比較教育学会『比較教育学研究』第27号，2013）
「共生社会に生きる力を育む特別活動の推進」（『日本特別活動学会紀要』第20号，2012）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

学校経営と教育行政に関心をもちながら、主にドイツを対象に
研究しています。教育が創造的であるためには、教員や子どもに
よる主体的な活動が欠かせません（ミクロ・レベル）。しかし、
その反面、ひとりひとりの努力だけで教育を創造的なものとする
には限界もあります。ここから、学校組織（メゾ・レベル）や教育
行政（マクロ・レベル）の役割に期待されることも大きくなります。
さらにまた、人間が育つためには、学校「以外」の教育機会に
目を向けることも重要です。こうした教育を構成する様 な々条件を
系統的に理解しようとする教育経営学が、主要な研究関心です。

メッセージ・教育方針

「教育は人なり」とよく言われますが、私たち自身が学校の

校風はじめ組織の影響を受けてきたように、人間が組織や

制度から様々な影響を受けるのが現実です。そこで、学生の

皆さんが自分自身の問題関心をとりまく全体構造にも目を

向けていけるように、一緒に様々な関連研究を読み解いた

り実地に調査等をしたりしたいと思います。授業でも授業外

でも、自由に皆さんと議論を交わせるようになりたいと願って

います。

辻 野  け ん ま 　 准 教 授 T S U J I N O  K e m m a

専 門 分 野

教 育 経 営 学

[ 主要業績 ]

［著書］「ドイツの学校は国家とどう付き合ってきたか」（『現代の学校を読み解く―学校の現在地と教育の未来―』春風社，2016，共著）
［論文］“Professiona l Responsibi l ity of School Teachers in Publ ic Educat ion : An Ana lysis of German Educat iona l

Administration from a Japanese Perspective”, in : Jour nal of  the Inter nat ional Socie t y for Teacher Educat ion （Vol. 20，
Issue. 1，2016）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都府立大学大学院福祉社会学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 修士（福祉社会学）

[ 研究内容 ]

授業研究を中心とする教育方法学研究に取り組んでいます。
主に、初等中等教育の現場をフィールドとしながら、授業改善、
カリキュラム開発、学校改善のプロセスを描き出すこと、それ
らに影響を及ぼす諸要因を明らかにすることを目指しています。
近年では、「専門的な学習共同体」という概念に着目し、今日
的な教育課題に対応しうる学校のあり方を探究しています。参
与観察、インタビュー、アクション・リサーチなど、質的研究
の方法論を用いて、実践の文脈性や個別性をふまえた分析を
行うことを重視しています。

メッセージ・教育方針

学校をはじめとするフィールドに真摯に向き合い、そこか

ら得たデータを様々な角度から読み解くための方法論を身

につけてもらいたいと思います。そのためには、先行知見

を丁寧に紐解き、自分なりの「切り口」を定めることが必

要となります。このような研究を進めていく上での、「基本

的な構え」を体得してもらえるよう、講義や演習を構想し

ています。

島 田  希 　 准 教 授 S H I M A D A  N o z o m i

専 門 分 野

教 育 方 法 学

[ 主要業績 ]

［著書］『授業研究のフロンティア』（ミネルヴァ書房，2019，共著）
『教育工学的アプローチによる教師教育―学び続ける教師を育てる・支える』（ミネルヴァ書房，2016，共編著）

［翻訳］『教師と学校のレジリエンス―子どもの学びを支えるチーム力』（北大路書房，2015，共訳）
［論文］「学校を基盤としたカリキュラム開発における校長の役割のモデル化ーカリキュラム・リーダーシップ論を分析の視点としてー」（日本カリ

キュラム学会編『カリキュラム研究』30, 2021）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（知識科学）
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地理学専修では、都市・経済地理学、文化・社会地理学、政治地理学、地理情報論といっ

た地理学の広範な分野を学ぶことが可能です。研究環境はハード、ソフト面できわめてよく

整備されており、少人数教育が行われています。また教員と院生、院生同士、他専修や他大

学院との自主的研究会活動もさかんです。当専修ではフィールドワークの力を備えた、現代世

界の課題に鋭敏で、総合的な思考力と行動力をもった院生を育成することを目標としています。

海外の大学との研究交流も盛んで、留学生も積極的に受け入れています。これまで多くの他

大学出身学生を受け入れてきた経験を持ち、包容力ある指導のもとで、すでに30名以上が

大学等の研究職に就き、人文地理学における関西の拠点大学院の一つとして研究・教育・社

会貢献・国際交流の面で実績を積み重ねてきました。

かつて教室創設者の村松繁樹教授を中心に、富山県の礪波平野散村や五箇山山村の共同

調査が実施されて以来、野外調査を基本とする研究方法は、当教室の重要な伝統となってい

ます。また新旧教員や卒業生による都市大阪とその周辺における地理学的研究の蓄積も重ね

られており、それらの成果は『日本の村落と都市』（1969、ミネルヴァ書房）、『アジアと大阪』

（1996、古今書院）などの単行本や、『空間・社会・地理思想』の逐次刊行に示されています。

また、海外調査研究の面でも、アジア・ヨーロッパ・アメリカなどで現地調査に携わったスタッ

フを擁し、COE、GCOE、GP、COC、COC＋、頭脳循環、世界展開力強化などのプログラ

ムに関わりを持つ教員も多く、国際的な広がりを持った教育・研究が実施されています。

前期博士課程の院生は、演習を主体とした授業を受けつつ、修士論文の執筆に力を注ぎま

す。後期博士課程になると、学会での口頭発表と学会誌への学術論文の投稿が義務づけられ、

国際学会での発表も奨励されます。院生の研究テーマに特に制約はありません。都市研究の

ほか、農村地域での研究、海外研究など自由に選ぶことができ、政治、社会、文化、歴史など、

多様な観点からの研究が行われてきました。前期・後期課程とも正・副2名の指導教員が就

き、マンツーマンのきめ細かな指導を心がけています。後期博士課程3年次を終えると、課程

博士の学位を請求することができます。本専修では原則としてレフェリーのある学術雑誌に掲

載された論文が3編以上あり、400字詰め原稿用紙に換算して300ないし400 枚以上の分量

のオリジナリティに富んだ内容を持つ論文を、所定の提出日までに提出することを条件として

います。1999年以降、計17名が博士（文学）の学位を取得し、大学ほか研究機関にて研究

者として活躍しています。

専 修 紹 介

教 育 方 針
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教育・研究に関する専修の行事として、教員・大学院学生全員が参加する大学院合同ゼミを月

に１回の割合で開催しています。ここでは、前期博士、後期博士課程の大学院学生による研究

発表をもとに、活発な討議が行われます。このほか、６月初旬には教室メンバー全員が参加する

春季巡検（日帰り）、２月中旬には卒論修論発表会・予餞会が開催されます。このほかにも、不

定期に開催される研究会（地理学コロキアム）や、教員や学生が企画するインフォーマルなエク

スカーション、OBOG との交流が可能な同窓会行事など、様々な活動を行っています。

『空間・社会・地理思想』（1996 年～、年１回刊行）

大学院学生は、人文地理学会を中心に学会発表、論文投稿など、活発に活動しています。学

内の都市文化研究センターや都市研究プラザの研究員として活躍する者も多くいます。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

水 内  俊 雄（都 市 社会 地理学）

山 﨑  孝 史（政 治地理学、沖縄研究）

祖 田  亮 次（人文地理学、地 域 研究）

木 村  義 成（地理情報 科学）

菅 野  拓（都 市地理学）
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[ 研究内容 ]

１. 近代都市史、地域形成史を資料フィールドワークと現地ヒア
リングなど通じて再現する地域の歴史地理学的アプローチや、よ
り地理思想的な観点に立つ政治地理、地政学的実践の解明。2. 都
市の住宅問題や住宅政策の歴史を都市計画や社会福祉を視野に
入れながら現代的なハウジング研究、あるいはコミュニティの再
生やまちづくり、地域づくりの関する研究で、中山間地も対象とし
ている。3. 東アジア（日本、韓国、台湾、香港など）を中心にホー
ムレスや生活困窮者支援の NPO ／ NGO、施策形成に関わるアク
ターとインナーシティ再生に関わる研究、が主なフィールドである。

メッセージ・教育方針

資料フィールドワークでも、アクションリサーチ型フィー

ルドワークでも、現場での生身のコミュニケーションや向

き合うことをベースにしつつ、常にエビデンスベースで社

会的実践につながってゆく研究をバックアップする教育を

行っている。個人研究を重んじつつ、社会が要請している

課題に対する共同研究も数多く実施する国際的研究チーム

を研究員、院生、卒論生とで常に動かしている。

水 内  俊 雄 　 教 授 M I Z U U C H I  T o s h i o

専 門 分 野

都 市 社 会 地 理 学

[ 主要業績 ]

［著書］『モダン都市の系譜─地図から読み解く社会と空間』（ナカニシヤ出版，2008，共著）
『空間の社会地理』（朝倉出版，2004，編著）

［論文］“Homelessness, housing insecurity and social exclusion in China, Hong Kong, and Japan”, （City, Culture and Society 1-3，2010）
 “The new mode of urban renewal for the former outcaste minority people and areas in Japan”, （Cities 27-S1，2010）

「脱ホームレス支援からみたアジアンハウジングの最先端」（『建築雑誌』vol. 128，2013）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学） 地
理
学
専
修

[ 研究内容 ]

研究領域は人文地理学、特に政治地理学と地政学、そして
沖縄研究です。グローバル化や国際情勢の変化が特定の場所で
活動する組織や生活する人々にどのような政治的行動を惹起さ
せるのかに注目しています。少し抽象的に言うと、マクロな政治
経済的構造がミクロな行為主体の行動とどのような関係を持つ
かを考察しています。具体的には、国内外での政治地理学の展
開を跡付けながら、日本（大阪）や沖縄（沖縄島中北部）を事
例として研究しており、特に沖縄では米軍基地をめぐる社会運
動、選挙、そして占領・統治史というテーマに取り組んでいます。

詳しくは
http://polgeog.jp/ 参照。

[ 研究内容 ]

現在までの研究の関心事項は、以下の諸点である。1．東
南アジア少数民族の移動（都市－農村間移動、生態的移動、
国際／越境移動）、2．熱帯地域における土地・資源利用と管
理をめぐるポリティクス、3．日本およびアジアにおける河川流
域学と災害文化論。基本的には、人と自然との関係性を社会的・
文化的・政治的な観点から考察することを前提としており、古
代神話から開発行政、テクノロジーまでをも含みこんだ人間－
環境関係論の再構築を目指す。

メッセージ・教育方針

文献を渉猟して理論的理解を深めるとともに、インテン

シブなフィールドワークによって実証的に考察するというア

プローチをとっています。国際比較を行うなど、広い視野

から対象に接近する姿勢を奨励し、その成果を国際的に

発信する指導を心掛けています。政治を地理学の対象か

ら排除せず、一緒にフィールドで考えてみましょう。

メッセージ・教育方針

我々が重視する現地調査には時間がかかります。短期間

で調査を行い、データを取得し、それを分析して、論文執

筆するには、事前の綿密な研究計画が必要になります。し

かし「面白い」計画を立てるには、豊富な学問的知識と豊

かな想像力が必要です。既存文献の読み方から研究の進

め方まで、トータルで考える機会を提供します。

山 﨑 孝 史 　 教 授

祖 田  亮 次 　 教 授

Y A M A Z A K I  T a k a s h i

S O D A  R y o j i

専 門 分 野

政 治 地 理 学・沖 縄 研 究

専 門 分 野

地 理 学・地 域 研 究

[ 主要業績 ]

［著書］『現代地政学事典』（丸善出版，2020）
『政治・空間・場所─政治の地理学にむけて［改訂版］』（ナカニシヤ出版，2013）

［ 論文］"Maritime Trade and Geopolitics: the Indian Ocean as Japan's Sea Lane" （R.C. Kloosterman, V. Mamadouh and P. Terhorst 
eds. Handbook on the Geographies of Globalization，Edward Elger，UK，2018）

「「地政学」から沖縄県政をとらえる」（地理 63-3，2018）
 "The Reinst itut iona l izat ion of Island Ident it ies in Japan" （G.H . Herb and D.H . Kaplan eds . Scaling Ide nt i t ie s : 
Nationalism and Territoriality. Rowman & Littlefield，USA，2017）

「リスケーリングの政治としての「大阪都構想」」佐藤正志・前田洋介編『ローカル・ガバナンスと地域』（ナカニシヤ出版，2017）

[ 主要業績 ]

［著書 ]『資源と生業の地理学』（海青社，2013，共著）
"Southeast Asian mobility transitions: issues and trends in migration and tourism" （Department of Geography and Regional 
Research, University of Vienna，2014，共著）
"Anthropogenic tropical forests: human -nature interfaces on the plantation frontier" （Springer，2020，共編著）

［論文 ]「人文地理学における災害研究の動向」（『地理学論集』90 巻 2 号，2015）
"Biodiversity conservation values of fragmented communally reserved forests, managed by indigenous people, in a 
human-modified landscape in Borneo" (PLoS ONE  Vol.12-11，2017，共著 )

最 終 学 歴  ▶︎ 　 米国コロラド大学地理学部大学院

学 　 　 位  ▶︎ 　 Ph .D.

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

わたしの専門は「地理情報学」です。地理情報と聞くとイ
メージがつきにくいかもしれません。皆さんが住む世界のあら
ゆる情報は「地理情報」として扱われており、現在、様々な学
問分野で「地理情報」が活用されています。特に、わたしは
保健医療分野での「地理情報」の活用を研究課題としていま
す。具体的には、より良い救急医療や災害医療に向けて、医療、
地物、人口統計などの様々な地理情報を用いて、地理情報シ
ステム（GIS）を用いて可視化や分析を行っています。

メッセージ・教育方針

地理情報は様々な研究分野で活用されています。例えば、

社会学ではライフスタイルや社会経済的な特性による住民

の棲み分けが国内外で、どのような違いがあるか？など、

地理情報を用いた分析が行われています。地理学のみなら

ず、空間や地域に関わる研究に興味のある方は、わたしが

提供している講義や実習にご参加ください。

木 村  義 成 　 准 教 授 K I M U R A  Y o s h i n a r i

専 門 分 野

地 理 情 報 科 学

[ 主要業績 ]

［論文］“Use of a Geographic Information System (GIS) in the Medical Response to the Fukushima Nuclear Disaster in Japan” 
（Prehospital and Disaster Medicine vol. 27(2)，2012，T Nagata, Y Kimura, and M Ishii）
“Geodemographics profil ing of inf luenza A and B virus infections in community neighborhoods in Japan,” （BMC 

Infectious Diseases vol. 11(36)，2011，Yoshinari Kimura, Reiko Saito, et al .）
「不搬送事案が重症・中等症事案の救急対応に与える影響の検討」（『日本臨床救急医学会誌』 Vol.23.-4 , 2020, 木村義成、山本
啓雅、他）

「大阪市における消化出血患者の搬送特性からみた地域グループ」（『史林』 Vol.103 -1，2020, 木村義成）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 新潟大学大学院医歯学総合研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（学術）



育 成・交 流・発 信

文学研究科では、国内外の一流の研究者と共同研究を行うとともに、大学院生や都市文化研究センター（UCRC）

研究員等が広く学び、分野を超えて交流し、研究成果を積極的に発信する機会を提供しています。

英語論文作成セミナー
（文学研究科インターナショナルスクール主催）

◀大学院生による
　ポスター発表

オープンファカルティ 2018「《知》の博覧会 文博」オープンファカルティ 2020「変わらずそこに文学部」

▲UCRC 研究員を中心としたシンポジウム
「若手研究者が考える、都市と文化の〈現在〉 」： 「イマ・ココ
から考える「ハーフ」や海外ルーツ」

▲2020年11月にオンラインで開催
大学院入試説明会、院生研究フォーラム、若手プロ
ジェクトによるシンポジウムなど、多彩な企画を配信
した

公開フォーラム
（インターナショナルスクール日常化プログラム）

052 053

[ 研究内容 ]

都市問題や社会問題と呼ばれる様々な社会的課題がいかに
解決されるのかが一貫した関心です。研究者としては、理論構
築・実証のフィールドとして、NPO・ソーシャルビジネスなどの
サードセクター、彼らと他セクターとの協働、大規模災害被災
地での支援活動、貧困問題への対応、政策領域としての地方
創生や地域共生社会づくりなどに注目しています。また、NPO
や行政の中で実務家として活動することも多く、現場と対話し、
地理学のみならず隣接諸科学の知見も横断して、その世界を
理解可能なアクションリサーチを頻繁に行っています。

メッセージ・教育方針

関心に応じた幅広い学知の習得と、フィールドで出会う

様々な立場の人との対話の双方を重視して研究指導を行

い、また、その機会を提供します。学知がなければフィー

ルドで起こる事象をシンプルに理解しエビデンスを集める

ことができません。対話がなければ、様々な人が生きる世

界に対し自らの尺度を押しつけ、さらに、新たな学知の導

出の芽を見落としてしまいます。学知の習得とフィールドで

の対話の方法を一緒に学び、身体化しましょう。

菅 野  拓 　 准 教 授 S U G A N O  T a k u

専 門 分 野

都 市 地 理 学・サ ードセクター 論

[ 主要業績 ]

［著書］『つながりが生み出すイノベーション―サードセクターと創発する地域―』（ナカニシヤ出版，2020）
『災害対応ガバナンスー被災者支援の混乱を止める―』（ナカニシヤ出版，2021）

［論文］「社会問題への対応からみるサードセクターの形態と地域的展開―東日本大震災の復興支援を事例として―」（人文地理 67-5，2015）
「支援の開発能力＝社会課題への対応能力が高い地域の条件―宮城・仙台における生活困窮者自立支援のパフォーマンスを支える
構造―」（貧困研究 19，2017）

「復興庁の二つの顔―計画行政と再帰的ガバナンス―」吉原直樹・山川充夫・清水亮・松本行真編『東日本大震災と〈自立・支援〉
の生活記録』（六花出版，2020）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）



054 055

言
語
文
化
学
専
攻

国語国文学

中国語中国文学

英語英米文学

ドイツ語圏言語文化学

フランス語圏言語文化学

言語応用学

言語にかかわる文化現象の諸領域、すなわち、言語学、文学、文化学お

よびその関連領域を、言語を通じて根源的に解明することを目的とする。従

来の言語単位の専門分野と、言語応用学という言語横断的分野とを合わせ、

都市化、情報化、国際化の時代にふさわしい教育研究を実現する。さらに

西洋古典学、エリアスタディーズなどの分野をも含めた総合的な言語文化学

を修得させることで、鋭い言語感覚と言語運用能力を備えて、研究者、専

門職業人を問わず国際社会において活躍し得る人材を養成する。

人 材 育 成 の 目 標



056 057

言
語
文
化
学
専
攻
／
国
語
国
文
学
専
修

国
語
国
文
学
専
修

本専修は、日本語と日本文学について、知識と視野を広め、研究を深める場を提供して

います。

言葉も文学も、時代に応じて変化して来ました。特にめまぐるしく移り変わる現代にあって、

古典の世界は遠ざかっていっているように見えます。しかし一方で、言語の根幹的な部分は

安定しており、人間の感情やものの見方の根本は古代からそれほど変わらない、むしろ一

致している面も多分にあります。言語・文学の時代的な展開、地域やジャンルの位相の違

いを視野に入れて対象の特徴をつかみ取り、かつそこに通底する本質的なものをも酌み取

る、そういう姿勢を本専修は重視しています。

物事の本質的な面をつかむためには、極めて具体的なことに取り組むことが重要です。文

学で言えば作品の本文・作者・時代背景などについて、語学で言えば個々の言語現象につ

いて、丹念に着実に調査・考察を重ねていく必要があります。このような実証的な研究姿勢

を持つことがまず求められます。その上で、対象に迫るための豊かな発想と深い構想力を

持つことが必要で、この両者のバランスが取れた研究ができるようになることを、本専修は

目標としています。

前期博士課程における研究指導、後期博士課程における論文指導の時間においては、

各自の研究テーマとなる作品・言語事象について、本文の精密な読解・注釈、用例一つ一

つの検討といった具体的な考察とともに、そのような個々の考察が、研究対象の全体の中で

どのような意味を持つかということを発表することが求められ、それに基づいて教員と受講

生が議論します。その積み重ねが、修士論文、博士論文となって結実していきます。前期

課程においては、国文学研究Ａ～Ｄ、国文学研究演習Ａ～Ｄ、国語学研究、国語学研究

演習、国語国文学総合研究演習１・２などの授業科目も設けられています。ここにおいても

基本姿勢は同じで、発表と議論（その集約としてのレポート）が重視されます。もちろん授

業科目ですから、自分の専門以外の分野を学ぶ場でもあります（非常勤講師科目を含む）。

専門分野の研究を深めるためには、隣接分野についての知識を広め深めていくことが必要

なことは言うまでもなく、また、分野によって発想の仕方や焦点の絞り方が異なるところもあっ

て、よい刺激になります。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t t p : / / w w w . l i t . o s a k a - c u . a c . j p / j p n /

言
語
文
化
学
専
攻

専
修
の
特
色

4月上旬に、大学院と学部共通の「教室ガイダンス兼新入生歓迎茶話会」が開かれ、履修や

研究室の利用についての説明があり、また、先輩・後輩間、同級生間の交流を図ります。秋に

は研修旅行があり、学部生とともに、古典文学ゆかりの神社仏閣や史跡をめぐります。3月には、

予餞会が開かれ、大学院修了生・学部卒業生を送り出します。院生はふだん論文指導・研究

指導の中で繰り返し発表をしますが、専門領域を越えた院生全体の研究発表会が年２回あり、

お互いの研究成果を発表し、議論しあっています。また、学部 4回生の卒業論文中間発表会

が年2回開かれ、大学院生もそこに参加し、議論やアドヴァイスをします。このような行事でな

くても、大学院・学部指導室（通称：共研）で、院生と学生がともに勉強し、学部生の演習の

発表のアドヴァイスを院生がするというようなことが日常的です。教えることは学ぶことです。

学術雑誌『文学史研究』（1955 年創刊）を、毎年１回刊行しています。「大阪市立大学学術機

関リポジトリ」に、初期の論文から最新の論文まで公開されています。

学会活動として、大阪市立大学国語国文学会が1954 年に設立されています。年に１度開催さ

れる総会では、講演と研究発表が行われます。大学院生はここで始めての研究発表をするという

ことが多く、また、卒業生の方 と々交流できる機会でもあります。近年は現役の高校国語教員の

卒業生に講演をしていただくことも多く、教員をめざす学生院生には貴重な経験となっています。

毎年 8 月に文楽を学ぶ上方文化講座を開催しており、市民にも開かれた講座として15 年以上

親しまれています。大学院生や学部生も、運営に参加します。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

丹 羽  哲 也（日本語 学、現代語を中心とする日本語文法）

小 林  直 樹（中世文学）

久 堀  裕 朗（近 世文学、人形 浄瑠 璃史）

奥 野  久 美 子  （近代文学）

山 本  真 由 子（中古文学）



058 059
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[ 研究内容 ]

現代語を中心とする日本語の文法と意味。「は」と「が」の
問題に長らく取り組んできて、『日本語の題目文』という著書
にまとめました。それに関連して、係助詞・副助詞、テンス・
アスペクト、複文、敬語等々、日本語文法の諸問題を研究し
てきています。最近は、連体修飾構造・存在文・コピュラ文な
どの分析を通じて、名詞の文法と意味の考察に重点を置いて
います。名詞は他の品詞に比べ文法的な性格が顕在的でなく、
学界でも研究の蓄積が乏しい中、果てしない道を歩みつつ
あります。

メッセージ・教育方針

文法研究の魅力は、普段使っている何気ない言葉の奥

に潜む構造や体系の発見と構築にあります。研究指導の際

は、個々の用例のきめこまかな分析と理論的な枠組みの構

築とのバランスを重視しています。また、現代語を研究対

象とするとしても、歴史的な背景をおさえておくことが大切

です。

丹 羽  哲 也 　 教 授 N I W A  T e t s u y a

専 門 分 野

日本 語 学

[ 主要業績 ]

［著書］『日本語の題目文』（和泉書院，2006）
［論文］「連体修飾節構造における相対補充と内容補充の関係」（『日本語文法』12 巻 2 号，2012）

「存在文の分類をめぐって」（『国語国文』84 巻 4 号，2015）
「性質・状態・動作を表す名詞述語文の「連体型」と「単独・連用型」─「文末名詞文」の解消─」（『形式語研究の現在』和泉書院，2018）
｢名詞述語文としてのモノダ文とコトダ文」（『文学史研究』61 号，2021） 

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

日本中世の説話伝承文学についての研究。とりわけ現在は、
鎌倉後期の遁世僧・無住道暁の学問基盤と彼を取り巻く遁世
僧ネットワークの究明を主要な研究課題としています。また、
遁世僧の形成する禅律文化圏と伝承世界との交渉の問題につ
いても、無住の著作を中心に据えながら、鎌倉前期の律僧・
慶政の著述や天台系律と関わる室町期の『三国伝記』なども
視野に入れて、解明することを目指しています。さらに、無住
と同時代の歴史叙述『吾妻鏡』の説話伝承的記事の分析にも
取り組んでいます。

[ 研究内容 ]

江戸時代の文学・演劇を専門にし、特に人形浄瑠璃（文楽）
について研究しています。これまで古浄瑠璃から近松に至る浄
瑠璃史の流れを「語り」の構造の変化に即して分析したり、近
松作品の特徴を修辞の面から分析したりしてきました。近年は、
人形浄瑠璃の一大拠点であった淡路の人形座に着目し、その
歴史・興行形態・上演作品等を明らかにしながら、淡路座と
大坂浄瑠璃劇壇との関係について考察を進めています。また
淡路座も含めて、広く人形浄瑠璃の興行史を視野に入れ、現
在の文楽に至る伝承過程を明らかにしていこうとしています。

メッセージ・教育方針

日本中世の古典テクストを、作者の教養や学問基盤、宗

教的環境や人的ネットワーク、時代思潮などとの関わりの

中で総合的に読み解いていきます。テクストの丁寧な読み

と、それを背後で支える、地道な文献博捜を厭わぬ姿勢

とが要求されます。

メッセージ・教育方針

まずは個々の作品を、それらを生み出した時代の文脈に

即して解釈することが大切です。我々現代人の好みに適う

点を古典作品の中からすくい上げるのではなく、まずは古

典を歴史的文脈に返して読み取ることによって、我々が思

いもつかないような発想を古典の中に見出し、そこに感動

し、ひるがえってそういう発想をこれまでしたことのなかっ

た己を知る。そうした作品との対話が、古典を学ぶ醍醐味

だと考えています。

小 林  直 樹 　 教 授

久 堀  裕 朗 　 教 授

K O B A Y A S H I  N a o k i

K U B O R I  H i r o a k i

専 門 分 野

日本 中 世 文 学

専 門 分 野

日本 近 世 文 学

[ 主要業績 ]

［著書］『中世説話集とその基盤』（和泉書院，2004）
『日光天海蔵 直談因縁集─翻刻と索引─』（和泉書院，1998，共編著）

［論文］「『沙石集』と『宗鏡録』」（『日本文学研究ジャーナル』10〔中世説話の環境・時代と思潮〕，2019）
「無住と三学─律学から『宗鏡録』に及ぶ─」（『説話文学研究』52，2017）
「『閑居友』における律─節食説話と不浄観説話を結ぶ─」（『国語国文』84-10，2015）

[ 主要業績 ]

［著書］『上方文化講座　義経千本桜』（和泉書院，2013，共編著）
［論文］「淡路座の『仮名手本忠臣蔵』―現行文楽との相違とその価値―」（『歌舞伎 研究と批評』第 57 号，2016）

「浄瑠璃『二名島女天神記』の成立と伝承」（『国語国文』第 86 巻第 6 号，2017）
「近松浄瑠璃における作品構想の連関―『堀川波鼓』『松風村雨束帯鑑』『鑓の権三重帷子』を例に―」（『歌舞伎 研究と批評』
第 60 号，2018）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

日本近代の小説作品研究。芥川龍之介などの大正期文学を
中心に、典拠（種本）や草稿、原稿を使って作品の成立ちを
研究し、また文壇、社会状況など作品が書かれた当時のさま
ざまな背景の中で作品を読み直す試みを続けている。近年は、
大衆の娯楽であった講談本が芥川などの作家に与えた影響に
ついて研究し、日本近代文学を育んだ土壌が、西洋文学や古
典文学だけではなく、大衆娯楽にも及んでいたことを具体的に
立証している。また本学に寄託されている、初代学長で芥川
の親友、恒藤恭の関係資料を生かした研究にも携わる。

メッセージ・教育方針

私が考える国文学研究の最大の目的は、未来に残すべき

作品に、今できる最高水準の校訂と注釈を施して次世代へ

贈ることです。「源氏物語」などの古典も、そのようにして

私たちに受け継がれているのであり、近代文学も五百年千

年の後に残したければ校訂と注釈が必要です。大学院の授

業も、本文校訂と注釈を中心にすすめています。

奥 野  久 美 子 　 准 教 授 O K U N O  K u m i k o

専 門 分 野

日本 近 代 文 学

[ 主要業績 ]

［著書］『芥川作品の方法─紫檀の机から─』（和泉書院，2009）
［論文］「芥川「俊寛」と『攷証今昔物語集』」（『芥川龍之介研究』，2015）

「石川五右衛門ものの明治大正期における展開―実録・講談本から小説・戯曲へ」（『文学』，2015）
「芥川龍之介「山鴫」─原稿・草稿からの考察」（『国語国文』，2019）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）



学 術 雑 誌 へ の 投 稿 資 格

大学院生やポストドクター、博士後期修了者または単位修得退学者、UCRC 研究員は、一定の条件を満たせ

ば、文学研究科紀要『人文研究』や学術雑誌『都市文化研究』、英文オープンアクセスジャーナル『UrbanScope』

などへの投稿資格が与えられます。

文学研究科紀要『人文研究』は、1949年の大阪市立大学法文学部設置と

同じ年に創刊され、半世紀以上にわたる長い歴史を持つ研究雑誌です。文学

研究科の哲学歴史学、人間行動学、言語文化学、文化構想学、アジア都市

文化学（2019年度で学生の募集停止）の各専攻に所属する教員・大学院生

の研究成果を発表し、あわせて各専修の年度毎の研究活動概要を紹介する

雑誌として、毎年一巻が刊行されています。『人文研究』に掲載されている論

文は、大阪市立大学学術情報総合センターのウェブサイト内に公開されてい

ます。教員・学生だけではなく、広く一般の方々にも文学研究科の最新の研

究成果に触れていただくことができます。

『都市文化研究』（年1回刊）は、都市文化に関する研究成果を公表するこ

とを主たる目的として2003年に創刊された、大阪市立大学大学院文学研究

科都市文化研究センター発行の学術雑誌です。論文、研究ノート、研究資料、

特別寄稿、企画、研究展望、翻訳、書評、学会レポートなどから構成されま

すが、とりわけ論文の内容を重視し、充実した誌面づくりを目指しています。

大阪市立大学大学院文学研究科の大学院生、UCRC 研究員は執筆資格を得

ることができます。また、すべてのバックナンバーが UCRC の HP上で公開さ

れています。

（https://www.lit.osaka-cu.ac.jp/UCRC/ja/magazine/backnumber）

UrbanScope は、文学研究科の教員および若手研究者（大学院生・UCRC

研究員）のための英語論文発表媒体として、都市文化研究センター（UCRC）

が発行するオンラインジャーナルです。UrbanScopeでは、「日本に関する優

れた人文科学的研究」、「国際的価値を持つ先端的な都市研究」、「グローバ

ル化する都市における諸問題についての理論的、応用的研究」、「アジアの文

化や創造性に関する学際的な地域研究」を主な射程としていますが、これら

以外のテーマの論文も掲載しています。投稿された論文は査読を経て掲載可

否が決定されます。文学研究科の大学院生とUCRC 研究員は、投稿に際して、

文学研究科インターナショナルスクールの英文校閲支援制度を利用することが

できます。

060 061

[ 研究内容 ]

平安時代の文学、主に漢文学・和歌、和漢比較文学の研究。
平安朝の漢詩文を収めた『本朝文粋』、最初の勅撰和歌集『古
今和歌集』などの漢文学・和歌の作品を中心に、漢語表現と
和語表現との関わりを考察し、作品の表現の成り立ち、特質
を研究しています。近年は、歌会で作られた和歌に冠せられ
る序文「和歌序」に着目して考察を進めています。和歌序は、
漢文でも仮名文でも記され、和歌に関わりの深い表現がなさ
れます。漢語表現と和語表現とが関わる諸相を具体的に解明
しながら、和歌序と和歌を読み解くことを目指しています。

メッセージ・教育方針

平安時代の文学の表現については、漢文学と仮名文学と

が密接に関わりながら、相互に新たな表現を獲得し展開し

ていったことが、これまでにも幾多の研究によって指摘さ

れています。平安時代の漢文学、仮名文学の作品を読むに

は、双方の関わりを視野に入れて、多くの文献から適切な

用例を探し、注釈を施して、読み解くことが大切だと考え

ています。

山 本  真 由 子 　 准 教 授 Y A M A M O T O  M a y u k o

専 門 分 野

日本 中 古 文 学

[ 主要業績 ]

［著書］『平安朝の序と詩歌―宴集文学攷―』（塙書房，2021）
［論文］ 「大江千里の和歌序と源氏物語胡蝶巻─初期和歌序の様相と物語文学への影響─」（『国語国文』83-6，2014）

「源道済の詠紅葉蘆花の和歌と序をめぐって」（『国語国文』86-4，2017）
「河原院の歌人達の和歌序―集成・校訂および特質・意義の考察―」（『人文研究』69，2018）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）



062 063

言
語
文
化
学
専
攻
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中
国
語
中
国
文
学
専
修

中国文学、言語、文化を体系的に研究し、幅広い中国学の素養を身につけた専門研究者や

高度専門職業人の養成をめざしています。教員スタッフの研究分野は、映画を中心とする現代

中国文化研究、中国古代字書史・漢語音韻史、さらに唐代・宋代の文学と幅広く、それぞれ

が独自の視点から研究を行っています。前期博士課程の段階では、中国というフィールドの奥

深さと多様性にまず触れたうえで、研究の土台を築くことが求められます。後期博士課程では、

更に一歩進んで自分自身の問題意識をより鮮明にして、本格的な研究活動をスタートさせます。

教員スタッフは、これまで蓄積された先行研究を咀嚼したうえで、新たな研究成果を紡ぎだし、

次世代の研究者へと伝えることを自らに課しており、新たな視点からの絶えざる探究を使命と

しています。また、毎年、学外から第一線の研究者を講師として招き、様 な々関連領域をカバー

しています。課外には教員や院生のみならず、OB・OG や他大学研究者を交えた研究会、勉

強会が多く開かれ、活発な研究活動を展開しています。

本専修は文献研究を中心としながらも、映像分析という新たな研究分野に取り組む研究

者をも養成しています。在籍院生には中国人留学生が多く含まれています。中国国内での4

年間の大学生活では、気づきえなかった新たなテーマに本大学院で果敢に挑み、大きな成

果をあげています。院生自身の努力と、教員の指導は言うまでもありませんが、大きく寄与

しているのは、授業以外におこなっている研究会活動です。例えば、現代中国語動作動詞

研究会、映画研究会などが定期的に開かれ、先行論文の批判的検討や、自分の問題意識

にねざした研究発表と討議、テキストの精密・正確な読解を旨とする読書会など、様々な研

究活動を展開しています。これらの活動に主体的、積極的に取り組むなかで、研究方法を

学びとることが何よりも求められています。また研究会では OB・OG 研究者や他大学の研

究者との接点が日常的に確保されています。なお、本専修には、「社会人院生」も複数在籍

したことがあり、仕事と研究を両立させながら、論文執筆に取り組みました。国籍・世代を

超え開かれた研究の場であることも、本専修の特徴の一つと言えましょう。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t tps : / /www. l i t . osaka -cu .ac . j p /academics /g radua te / l anguages -and-cu l tu re /chn
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専
修
の
特
色

教育研究に関する行事として、中国学会を毎年7月、12月に開催しています。主に院生や

OB・OG の研究発表の機会として機能していますが、他大学研究者による講演もあり、高度な

専門的知識が提供される場でもあります。

『中國學志』を1986 年より、年1回刊行しています。2002年には蘆北賞を受賞し、学術誌とし

て高い評価を得ています。また刊行後には院生が主体となって合評会を開催しています。

各研究分野ごとに、院生・OB などの参加する研究会が、ほぼ毎月一回のペースで開催され、

切磋琢磨を続けています。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

張  新 民（中国文化学、中国語圏映画の研究）

大 岩 本  幸 次（中国古代字 書史、中国語 音 韻史の研究）

高 橋  未 来（中国古典文学）



064 065
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[ 研究内容 ]

中国語圏の映画の歴史を研究しています。これまで、特に
力を入れて研究を進めてきたのは、伝来期の上海映画、1930
年代における国民政府の映画文化政策や芸術至上、娯楽中心
を主張する「軟性映画」の理論研究および第五世代映画監督
研究です。最近は、日中戦争期における日本占領地域の上海、
中国東北地区、台湾、特に華北地域の映画製作や上映状況お
よび映画政策について研究しています。

[ 研究内容 ]

中国古代字書を主な資料として利用し、中国字書史および
漢語音韻史の観点から研究を行っています。これまで、『五音
篇海』（1208）また『群籍玉篇』（1188）といった金代（1115
－1234）に登場した資料が字書史上に果たした役割や意義、
また『五音集韻』（1212）や『皇極経世解起数訣声音韻譜』（1241）
などの資料よりうかがえる金・南宋・元の時代の言語音体系、
といったテーマで研究を行ってきました。最近は、本邦や欧州
において編まれた字書や漢語文法書を対象として、言語接触
や中国理解の諸相に関する研究も進めています。

メッセージ・教育方針

学ぶにはなぜかと問うのが大切で、物事の本質を見極め

る努力を必要とします。学問は芸術と並んで人類共通の言

語であり、国境や民族の障壁を乗り越える大きな力を有し

ており、芸術が人の心を豊かにするように、知的好奇心の

追求としての学問は人々に夢とロマンを与えるものです。学

問を通して、みなさんが可能性や夢を広げていかれること

を期待します。

メッセージ・教育方針

自身が心がけているのは「食い散らかしたような研究」

はしないという事です。結論を急ぐあまり、実証性に欠け

るつかみ所のない推論ばかり披露しても研究の価値はあり

ません。膨大な史料が相手でも労を恐れず、やれば終わる

と腹をくくって整理を貫徹し、誠実な検討に繋げる姿勢が

重要だと思っています。地味ですが結局はそれが早道だと、

大学院生にも伝えるようにしています。

張  新 民 　 教 授

大 岩 本  幸 次 　 教 授

C H O U  S h i n m i n

O O I W A M O T O  K o j i

専 門 分 野

中 国 文 化

専 門 分 野

中 国 語 史

[ 主要業績 ]

［著書］『多角的視点から見た日中戦争――政治・経済・軍事・文化・民族の相克』（集広舎，2015，共著）
『日本映画の海外進出――文化戦略の歴史』（森話社，2015，共著）

［編訳］『東亞歷史教科書問題面面觀 -- 日本・中國・臺灣・韓國・在日朝鮮人學校』（稻鄉出版社，台湾，2015）
［論文］「内省思过与鸣冤责难：日本乙丙级战犯审判电影」（『当代电影』2015 年第 8 期）

[ 主要業績 ]

［論文］「毛利貞齋『増続大広益会玉篇大全』にみえる中国字書について」（『中国学志』第 28 号，2012）
“元代楊桓的《書学正韻》与《五音集韻》”（“浙江大学中文学術前沿”第 2 輯，2011）
「『皇極経世解起数訣』「声音韻譜」について」（『日本中国学会報』第 63 集，2011）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東北大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

中
国
語
中
国
文
学
専
修

[ 研究内容 ]

唐代文学を中心に研究しています。これまで主に、晩唐時
代に活躍した詩人杜牧の文学と人生を研究しています。どちら
かといえば、作品そのものよりも、杜牧がどのような時代にど
のように生きたか、どのような思想を持っていたのかについて
興味があり、杜牧が著した『孫子』の注釈書に見られる思想
と文学作品との関連や、当時の政変に対する処世態度等を検
討してきました。また唐・宋時代の詩詞に使用される俗語を取
り上げて、その用法と変遷についても研究を進めています。

メッセージ・教育方針

文学を学ぶということは、当時の社会や風俗、文化、政治をと
も に学ぶことであり、ひとつの言葉の意味が分かると他の多くの
謎が 明らかになっていくような、非常にダイナミックなものです。
反対にいえば、ひとつの言葉の意味を解明するためには、作品だ
けでなくたとえば政治状況や思想や歴史等の面からも検討しなく
てはなりません。私はあるひとつの文章の意味を十年以上追
いかけていますが、その過程に様々な分野の関連も見えてきて、
楽しくてたまりません。皆さんにも、地道な調査の積み上げにより、
解明できたときの喜びを味わって欲しいと思います。

高 橋  未 来 　 准 教 授 T A K A H A S H I  M i k i

専 門 分 野

中 国 古 典 文 学

[ 主要業績 ]

［著書］『杜牧研究―杜牧における政治と文学―』（東京学芸大学出版会，2016）
［論文］「杜牧撰『注孫子』の故事と杜佑撰『通典』に関する一考察」（『学芸国語国文学』第 48 号，2016）

「杜牧『注孫子』と趙蕤『長短経』について」（『茨城女子短期大学紀要』第 45 集，2018）
「杜牧「山行」詩の「坐」について」（『茨城女子短期大学紀要』第 46 集，2019）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 筑波大学人文社会科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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英語英米文学専修には、1953 年に修士課程（前期博士課程）が、そして1955 年に博士

課程（後期博士課程）が設置された。英米の文学、文化、英語学における多様な現象を

研究対象とし、その専門家、教育者の養成を目指し、これまでに多くの優れた研究者を送

り出し、学界に少なからぬ貢献をしてきた。現在、「英文学研究」ではエリザベス朝演劇の

風刺性やヴィクトリア朝文学の社会性が、「米文学研究」では小説技法が、また「英米文化

学研究」では英米文化のイデオロギー性が、そして「英語学研究」では英語という言語に

存在する規則や構造を対象とした分析が、それぞれテーマとして取り上げられている。そし

てそれぞれの「研究」「演習」科目では、研究を目指す上で必須となる精確な読みの力が養

われることを目指している。複数教員によって担当される「総合研究」、「研究指導」、「論

文指導」においては、発表や討論などを通じて、研究論文執筆の能力が養われることを目

指している。

本専修では、厳密な英語の読解能力の育成を重視した指導を行なっている。同時に、豊

富な所蔵研究資料を利用して学生が主体的に研究に取り組む姿勢を獲得し、その成果を積

極的に学術論文として発表する技法の涵養にも努めている。また海外への留学や語学研修

を奨励している。ネイティヴの教員や海外からの留学生と交流することによって、研究の幅

広い視野を獲得できるように心がけている。

専 修 紹 介

教 育 方 針

h t tps : / /www. l i t . osaka -cu .ac . j p /academics /g radua te / l anguages -and-cu l tu re /eng
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専
修
の
特
色

毎年、１０月上旬に修士論文の中間発表会、２月に前期博士課程１回生の授業科目「総合研

究」の発表会を行なっている。また、毎年４月に新入生の歓迎会、２月に修了生の歓送会を

行なっている。

大阪市立大学英文学会の機関誌として、『Queries』が毎年発刊されており、多様な研究の成

果が公表されている。

『Queries』48号、大阪市立大学英文学会、2015 年11月

『Queries』49 号、大阪市立大学英文学会、2016 年11月

『Queries』50 号、大阪市立大学英文学会、2017年11月

『Queries』51号、大阪市立大学英文学会、2018 年11月

『Queries』52号、大阪市立大学英文学会、2019 年11月

『Queries』53号、大阪市立大学英文学会、2020 年11月

現・退職教員と大学院修了生・現役生および学部卒業生・現役生からなる1972年創設の「大

阪市立大学英文学会」（2022年度から大阪公立大学英文学会に改称予定）があり、毎年秋の大会

では、英米文学、英米文化、英語学、英語教育の分野に関する研究発表やシンポジウムや講演

が活発に行なわれている。この学会は同窓会の役割も果たしており、同期生のみならず、教員と

修了生・卒業生、先輩と後輩との交流も盛んである。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

田 中  孝 信（英文学、ディケンズ論、19 世紀イギリス文学・文化論）

豊 田  純 一（言 語 学、認知科学、文化人類学）

イアン・マレ ー・リチャーズ（英 米文化学、ニュージーランド文学論、2 0 世紀文学論）

古 賀  哲 男（米文学、アメリカ現代詩論、現代文学、北 米芸術・詩論）

内 丸  公 平（シェイクスピアを中心としたルネサンス演劇、シェイクスピア作品のアダプテーション研究）
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[ 研究内容 ]

19 世紀イギリスの文学・文化が研究対象です。ディケンズを
はじめ、ブロンテ、ギャスケル、ギッシングといった小説家の
テクストを分析しながら、社会的・文化的コンテクストの中で
権力による一元化を拒む「異質なもの」をジェンダー、階級、
人種の観点から浮かび上がらせ、それらの持つ意味を探りま
す。近年は特に、イギリス帝国の首都ロンドンの空間構造に
関心があり、周縁に放たれる中心世界の眼差し自体が帯びる
曖昧性を、文学作品のみならず新聞雑誌や社会学関連の資料
からも研究しています。

メッセージ・教育方針

文学作品は、作家の環境や思想、読者との関係など様々

な要素を背景として成り立っています。特に社会が急激に

変化した19世紀イギリスにおいては、文学は社会性を抜

きには語れません。作家は社会が内包する問題とどう向き

合い、どのように表現したのか。それらを読み解きながら、

現代との関連性にも目を向けましょう。

田 中  孝 信 　 教 授 T A N A K A  T a k a n o b u

専 門 分 野

1 9 世 紀 イギ リス文 学

[ 主要業績 ]

［著書］『ディケンズのジェンダー観の変遷─中心と周縁とのせめぎ合い』（音羽書房鶴見書店，2006，単著）
『英文学の地平─テクスト・人間・文化』（音羽書房鶴見書店，2009，共編著）

Dickens in Japan: Bicentenar y Essays （Osaka Kyoiku Tosho，2013， 共著）
『ヴィクトリア朝の都市化と放浪者たち』（音羽書房鶴見書店，2013，共編著）
『セクシュアリティとヴィクトリア朝文化」（彩流社，2016，共編著）
『ディケンズとギッシング―底流をなすものと似て非なるもの』（大阪教育図書，2018，共著）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 広島大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

私の研究活動では、人間の言語を中心としたコミュニケー
ションにおける様々な現象を、認知科学を中心に学際的に考
察しています。その言語が人間の進化の過程でどの様に派生・
形成されたか、また現在世界に約6,000 話されていると言われ
ている言語に見られる普遍性と多様性は何であるかが、私の
研究テーマの根底にあります。近年の研究で力を入れている
のテーマは、現代英文法の類型論的に見た特性、死に関する
宗教観と時制（未来形）の関係、視覚動詞の類型論的考察、
言語の志向性と言語の教授法・習得などが挙げられます。

メッセージ・教育方針

言語やコミュニケーションに関する研究は、我々の生活

の一部が対象になっています。面白い研究テーマは思わぬ

ところに転がっているもので、普段から何気ないことにも

好奇心をもって接することで、新しい切り口を開発できる

かもしれません。

豊 田  純 一 　 教 授 T O Y O T A  J u n i c h i

専 門 分 野

言 語 学・認 知 科 学・文 化 人 類 学

[ 主要業績 ]

［著書］Diachronic changes in the English passive. （Palgrave，2008，単著）
Kaleidoscopic grammar: investigation into mystery of binary features . （Cambridge Scholars，2009，単著）
The grammatical voice in Japanese: a typological perspective. （Cambridge Scholars，2011，単著）
Sense of Emptiness: an interdisciplinary perspective. （Cambridge Scholars，2012，共編著）
Vision beyond visual perception. （Cambridge Scholars，2017，共編著） 

最 終 学 歴  ▶︎ 　 Univers ity of Manchester

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士 /Ph .D.（言語学 / 英語学）

英
語
英
米
文
学
専
修

[ 研究内容 ]

研究対象のコアは20 世紀のモダニズム詩です（博論テーマと
して Wallace Stevens、他に Marianne Moore、Hart Crane、
John Berryman、John Ashbery、Gary Snyder、ランゲージ
派詩人について執筆、アメリカ現代詩通史をウェブ講義。現在
は Langston Hughes を中心とした黒人詩全般を研究）。ヒュー
ズの詩は、大多数の白人アメリカ的主体にはない、アメリカ黒
人特有な意識を代弁しており、黒人文化としてのブルースやジャ
ズ音楽の歴史的文化表象の意味も追求しています。さらにカナ
ダ的主体を代表する詩人 Margaret Atwood にみるアイロニー
効果やポストモダニズムの問題を研究しています。

メッセージ・教育方針

ヒューマニズム的伝統とは何かをともに探求したいと思

います。

教育方針としては、言語で書かれた文化表象の意味をそ

の音声的側面を深く考察することによって、言語体験の意

味を斬新に捉え直し、英語学習から専門的な文献研究に

いたるまでの、包括的な学習体験に生かすことを考えてい

ます。

古 賀  哲 男 　 准 教 授 K O G A  T e t s u o

専 門 分 野

アメリカ現 代 詩

[ 主要業績 ]

［著書］『ラングストン・ヒューズ』（大阪教育図書，2017，単著）　　『ウォレス・スティーヴンス』（世界思想社，2007，単著）
［論文］「冷戦時代の詩人たち」『冷戦とアメリカ文学』（山下昇編，世界思想社，2001，単著）

「ポストモダニズムの終焉とアメリカ詩のゆくえ─アシュベリとスナイダーにみる主体と身体」（『身体・ジェンダー・エスニシティ—21 世紀
転換期アメリカ文学における主体』鴨川卓編，英宝社，2003，単著）

「ブラック・アーツ詩の遺産―スティーヴン・ヘンダーソンを出発点として」（『黒人研究』87 黒人研究学会，2017，単著）
“What is the Originality in a Popular Verse?: Some Notes on the Original Voice in Langston Hughes' Panther and 
the Lash” （ Jinbunkenkyu: Studies in the Humanities，69 Graduate School of Literature and Human Sciences，Osaka City 
University，2017，単著）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

My specialty is New Zealand literature, and I am 
currently researching the novels of the New Zealand 
writer and educationalist Sylvia Ashton-Warner.

メッセージ・教育方針

I would like to encourage graduate students 

to use English communicatively in an academic 

se t t ing ,  as i f  t hey were exchange s tuden t s 

overseas.

イ ア ン ・ マ レ ー ・ リ チ ャ ー ズ 　 准 教 授 I a n  M u r r a y  R I C H A R D S

専 門 分 野

ニ ュージーランド 文 学 論

[ 主要業績 ]

［著書］ A Reader’s Guide to the S tor ies of Maurice Dug gan （Auckland UP，1998，単著）
Dark Sneaks In: Essays on the Short Fiction of Janet Frame （Lonely Arts，2004，単著）
Do-It -Yourself  His tor y: A Commentar y on Maurice Shadbolt’s “Ben’s Land”（Lonely Arts，2007，単著）
New Zealand’s Kendrick Smithyman: The Move Towards a Post- Colonial Poetic（Comparative Studies on Urban Cultures , 
Osaka City University，2009，単著）
Vision beyond Visual Perception （Cambridge Scholars, 2017, 共編著）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 マッセイ大学博士課程

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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[ 研究内容 ]

シェイクスピアをはじめとした英国ルネサンス演劇、シェイ
クスピアのアダプテーション、シェイクスピアと英語英文学教
育に関わる分野を研究しています。研究の理論的なフレーム
ワークとして、ここ10 年ほどのあいだにアジアを中心に勃興
してきたグローバル・シェイクスピア研究の知見を取り入れる
ことで、自身の研究をグローバルな地平に位置づける試みを
行っています。

メッセージ・教育方針

シェイクスピアの多様性は解釈だけではありません。研

究方法も実に多様です。当時の文化的背景に照らして読む

のもよし、後世の翻案作品を研究するのもよし、諸外国に

おける受容を論じるのもよし、といった具合です。さらに

受容史研究ひとつをとっても、上演、翻訳、映画、教育な

ど、さまざまな分野に枝分かれしています。このようなシェ

イクスピア研究の多様性にも触れてほしいと思っています。

内 丸  公 平 　 准 教 授 U C H I M A R U  K o h e i

専 門 分 野

シェイクスピ ア

[ 主要業績 ]

［著書］Shakespeare in East Asian Education（Palgrave Macmillan, 2021, 共著）
『緑の信管と緑の庭園』（音羽書房鶴見書店, 2021, 共著）
『シェイクスピア協会創立 60 周年記念論集』（研究社, 2021, 共著）

Policies and Practice in Twentieth-Century Language Teaching（Amsterdam University Press, forthcoming, 共著）
［論文］「中等学校におけるシェイクスピアの教材化過程の考察：竹原常太の“The Merchant of Venice”を中心に 」（『日本英語教育史研究』 36, 2021）

“Education through the study of English: Yoshisaburô Okakura as a conservative reformer”（Language & History 62，2019）
“Teaching Shakespeare in Early Twentieth-Century Japan: A Study of King Lear in Locally Produced EFL School Readers”
（Shakespeare Studies 56，2018）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東京大学大学院総合文化研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 修士

在
学
生
・
修
了
生
の
声

私は元々、他大学の文学部歴史学科に所属し、フランスの植民地主義について研究していました。その後、様々な文献を

読んでいくうちに、現代フランスにおける移民問題やポストコロニアリズムについて興味を抱き、最終的に今の研究テーマへ

と辿り着きました。日本国内のフランス語圏地域研究の中では先行研究が少ないテーマであったため、進学先となる大学院

や研究室探しに苦労していたところ、当時副専攻として履修していたフランス語の先生に出身校である市大の文学研究科を

紹介していただいたことがきっかけです。その後、現在の指導教員である福島祥行先生に研究の相談をさせていただき、進

学先として本研究科を選びました。

フランス語圏のヒップホップミュージックによる社会的機能について、主に歌詞テクストの分析を通して研究しています。

1980年代に発祥地アメリカから欧州各国に伝来した文化であるヒップホップは、ゲットー発祥であること、80年代後半の担

い手達のほとんどが、都市郊外にする移民の血筋を持つ若者であったことから、フランスにおいては「都市郊外に住む移民

の若者の文化」という位置付けがされてきました。しかしながら今日では、ヒップホップ文化の大衆化や表現様式の多様化

が進んだことから、一律にこのような位置付けをするのは誤りであると私は考えています。そのため修士論文では、「移民の

若者の文化」という立場から差別や排除に抗する楽曲の他、差別として機能しうる楽曲や排外主義、極右支持を唱える楽曲

の分析を行いました。また、現在はフランスの他、ベルギーのフランス語圏地域も研究対象としており、それぞれの地域で

生み出されるヒップホップミュージックの分析や比較に取り組んでいます。

私が所属するドイツ語フランス語圏言語文化学専修の学生達の研究テーマは、学部、研究科問わず、多種多様です（言

語学や教育に関するテーマの他に、馬やお菓子、映像コンテンツ産業、ポピュラー音楽など）。そのため、専修内での研究

発表の際には、様々な視点から意見をいだたける他、新しく学べることも多いです。また、研究科主催のシンポジウムも毎

年開催されており、アウトプットや他専攻所属の先生や学生との議論の場にも恵まれています。

博士論文を執筆し、研究者として自立することが一番の目標で

す。また、将来的には大学教員として、フランス語教育にも携わっ

ていきたいと考えています。

本学の文学研究科では、各専攻で多種多様な研究が行われて

いる他、毎年様々なイヴェントが開催されています。受験を考え

ている方は是非一度足を運んでみてください。

A B I K O  K a z u k i安彦良紀
言語文化学専攻　後期博士課程 1年
　
所属
フランス語圏言語文化学領域
研究テーマ
フランス語圏のヒップホップミュージックによる社会的機能の分析
修士論文題目
ポピュラー音楽から見るフランス社会 −ラップフランセの歌詞テクスト分析を通して−

文学研究科を選んだ理由

研究内容

文学研究科での学び

将来の目標

受験生へのメッセージ
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本専修では、ドイツ語圏の言語、文学、文化、思想を研究することができます。ヨーロッ

パ北方、「森の国」と呼ばれ幾多の夢想家や思想家を輩出したドイツと、西欧と東欧のあい

だに位置する多様性の国オーストリアは、長い歴史と伝統を持つ国です。それぞれに興味

深い研究対象ですが、同じ言語圏に属しながらもはぐくまれてきた文化には違いがあり、そ

の違いがまた私たちの知的好奇心を刺激します。原書をじっくり読む、研究会に参加して意

見交換を行う、あるいは実際に現地に飛んで資料収集をするなど、真剣に取り組むのに不

足はない魅力的な言語圏であるといえるでしょう。

教員3 名は、このドイツ語圏を中心として「近・現代文学」「文化」「言語学」を研究して

いますが、本領域で可能な研究対象については、過去の博士論文・修士論文を参考にし

てください。

2 年間の「前期博士課程」修了後、さらに3 年間の「後期博士課程」を修了し、「博士論文」

の審査に通れば「博士（文学）」の学位が得られます。現在、本専修に在籍する大学院生は

それぞれ関心を抱くテーマを選び研鑽を積んでいます。

前期博士課程では、スタッフの専門分野に関連する基礎的なテクスト講読を中心とした授

業で語学力を高め、講義科目ではテクスト理解のために不可欠な知識の習得につとめます。

スタッフの研究テーマについては次頁以降、授業内容については大学院シラバスを参照して

ください。並行して論文指導が行われます。後期博士課程では、主担当教員の指導のもと

博士論文の準備に専念します。

年に3回行われる中間発表会は、修士論文や博士論文を準備する上でよい刺激になるで

しょう。研究の進捗状況によっては、学内学会での研究発表、学会誌『セミナリウム』への

論文投稿も可能です。また、ドイツ語圏の大学への長期留学もサポートしています。

教室の雰囲気を知りたい方は当専修の HP をご覧ください。HP の URL はこのページ下

にあります。

専 修 紹 介

教 育 方 針
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大阪市立大学ドイツ文学会は、当教室大学院出身者、在学生、教員からなる学会組織です。

2021年４月現在の会員数は67名。年に２回、研究発表会を開催しています。

第 61回研究発表会（2019 年 3月31日開催）
１．エリアス・カネッティ『群衆と権力』再考

―『群集と権力』とヴァイマル共和国時代の群集論―　　海老根　剛
２．アイヌ語の文字表記について 

―文字と民族のアイデンティティ― 　　神竹　道士　　　　　　　

第 62回研究発表会（2019 年10月7日開催 )
１．文学の提示する親密圏の諸問題

―マルレーン・ハウスホーファー（1920-1970）の作品を手掛かりに―　　髙井　絹子
２．Die deutschen und japanischen Pflanzen- und Tiernamen 

: ausgewählte Aspekte im Vergleich　　Simon Oertle

2020 年 3月に開催予定だった第 63回研究発表会は、コロナ禍の影響で中止となりました。

第 64回研究発表会（2020 年10月4日オンライン開催）
１．［研究発表］都市／文学／群れ：メディアとしてのインフラストラクチャー　　  海老根　剛
２．［ワークショップ］遠隔方式によるドイツ語授業：前期の実践を振り返り、後期の授業を展

望する　　　　　　 司会：海老根　剛　　登壇者：信國　萌、林田　陽子、吉村　淳一

大阪市立大学ドイツ文学会では、年1回、機関誌『セミナリウム』を刊行しています。

『セミナリウム』41号（2019 年12月20日発行）
１．道徳劇の観点から見るメフィストの変遷　―マーロウの『フォースタスの悲劇』（1588）

とレッシングの『断片ファウスト』（1759）　　中西　廉
２．Zum nicht-adjekt iv ischen Ausdruck best immter deutscher Adjekt ive im 

Japanischen　　Simon OERTLE

『セミナリウム』第 42 号（2020 年12月20日発行）
１．［論文］嘘の禁止か撤廃か―グリルパルツァー『嘘つく者に災いあれ』とネストロイ『お守り』

のパロディ的関係について―　　佐藤　文彦
２．［研究ノート］人と出来事の性質を表すドイツ語形容詞に関する一考察― gut, schön の意

味的結合価に着目して―　　信國　萌
３．［研究ノート］冗語否定の文法的許容範囲について　　樋口　翔子

教 室 行 事

出 版 物

所 属 教 員

髙 井  絹 子（2 0 世紀文学・文化・思想：バッハマン、ウィーン世紀 末文化）

長 谷 川  健 一（18・19 世紀文化・文学：敬 虔 主義、ツィンツェンドルフ）

信 國  萌（現代ドイツ語 学・言 語 学：統 語論、意味論、形 容詞、構文、事 象）
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[ 研究内容 ]

20 世紀ドイツ、オーストリアの文学・文化・思想が研究対象
です。目下とくにオーストリアの戦後作家インゲボルク・バッハ
マンの作品を読んでいますが、この作家の作品を読み解くた
めのキーワードをいくつかあげれば、言語懐疑、47年グループ、
アウシュヴィッツ以後、フェミニズム、パロディ、間テクスト性
と幅広いため、戦後ドイツ語圏の社会的歴史的動向はもちろ
ん、ドイツ語圏以外のヨーロッパ文学も関心の対象です。

[ 研究内容 ]

18・19 世紀の文化と文学（作家で言えば、ゲーテ、ユング＝シュ
ティリング、ノヴァーリス等）を、その歴史的・社会的背景も含め、
総合的に研究している。現在は、17世紀後半に始まる信仰刷
新運動である敬虔主義（ピエティスムス）と、その流れを汲む
ヘルンフート同胞教団の活動がドイツ語圏の文学作品に与えた
様々な影響について、主としてモティーフ研究の観点から考察
している。ここ数年は、アルベルト・シュバイツァーの説教の
翻訳にも取り組んでいる。

メッセージ・教育方針

文学作品は、作家の個人史と歴史の交点に生まれます。

テクストを精確に読むためのドイツ語力を鍛えるだけでな

く、歴史、文化、思想について知識を蓄え、テクスト成立

のプロセスをも視野に入れる総合的なテクスト読解力を養

いましょう。

メッセージ・教育方針

文学作品をどのような方法論に基づいて分析・考察する

にせよ、まずは原典のテクストにあたり、腰を据えてじっく

り読もうとする姿勢を忘れないこと。資料の調査・収集に

際しては、現地の図書館や資料館に赴き、関係者と情報

交換する機会も積極的に作ってください。地道な努力は全

て、新たな研究の貴重な足がかりとなります。

髙 井  絹 子 　 教 授

長 谷 川  健 一 　 准 教 授

T A K A I  K i n u k o

H A S E G A W A  K e n i c h i

専 門 分 野

2 0 世 紀ドイツ 語 圏 文 学・文 化

専 門 分 野

1 8 ・1 9 世 紀ドイツ 語 圏 文 化・文 学

[ 主要業績 ]

［著書］『インゲボルク・バッハマンの文学』（鳥影社，2018）
［論文］「ウィーン工房と「現代的なもの」　―アドルフ・ロースの装飾批判を手掛かりに」（『都市文化研究』Vol. 21，2019）

“Ingeborg Bachmanns Unter den Mördern und Irren – zur Variierung der Täter-Opfer-Konstellation –”
（『オーストリア文学』第 33 号，2017）

[ 主要業績 ]

［著書］『ドナウ河─流域の文化と文学』（晃洋書房，2011，共著）
［論文］“Jung-Stilling und seine Volkslieder”（『セミナリウム』第39号，2017） 

「ユング＝シュティリングの敬虔主義批判―エルバーフェルト体験と『ヘンリヒ・シュティリングの家庭生活』」―（『ドイツ啓蒙主義
研究』第 16 号 , 2019）

［書誌］“Pietismus-Bibliographie(Japan)”（Pietismus und Neuzeit, Bd.38, 2012, Vandenhoeck & Ruprecht）
［翻訳］「シュバイツァーの説教から（承前）」（『シュバイツァー研究』第 33 号，2020，共訳）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

現代ドイツ語を対象に、形容詞と構文の統語論的・意味
論的関係を、特に事象の捉え方（アスペクト）という視点か
ら研究しています。事象だけでなく、命題を表す語句と形容
詞の関係にも関心を持っています。研究の際には、コーパス
の実例に基づいた、形容詞の使用実態の調査（統語的用法
の分布や共起する語句の選択など）も行っています。今後は、
形容詞以外の様々な品詞の語句にも研究の対象を広げてい
きたいです。

メッセージ・教育方針

ドイツ語を言語学的に分析するためには、ドイツ語の正

しい（とされている）規則を理解していることが重要です。

ただし、実際のドイツ語は常に文法の規則通りに使用され

ているわけではありません。具体的な言語現象を丁寧に観

察・分析して、「どうなっているのか」「それはなぜか」を

考えていきましょう。

信 國  萌 　 講 師 N O B U K U N I  M o e

専 門 分 野

現 代ドイツ 語 学・言 語 学

[ 主要業績 ]

［論文］ 「事象を項に取るドイツ語形容詞と事象を表す語句の統語論的実現と意味的特性―事象のアスペクト的解釈の対立を手掛かりに―」
（東京外国語大学大学院博士論文，2019）
“Zum syntaktischen Verhalten der den Genitiv oder den Akkusativ regierenden Adjektive im Deutschen – mit Fokus 
auf die Verwendung des Korrelats „es“ –”（『ENERGEIA（エネルゲイア）』第 38 号，2013）

［研究ノート］ 「人と出来事の性質を表すドイツ語形容詞に関する一考察 ― gut, schön の意味的結合価に着目して―」（『セミナリウム』
第 42 号，2020）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東京外国語大学大学院総合国際学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（学術） ド
イ
ツ
語
圏
言
語
文
化
学
専
修
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本専修は、ドイツ語圏言語文化学専修と連携することで、過去も現在も欧州を牽引する

ドイツとフランス両国を中心としつつ、ベルギー、スイス、ルクセンブルクなどの欧州や、ケベッ

クやハイチなど南北米大陸、アルジェリア、チュニジア、モロッコ、セネガル、コートディヴォワー

ルなどアフリカ、タヒチなどオセアニアにひろがる世界のフランス語圏の言語、文学、文化、

歴史、社会などについて、教育・研究・社会貢献をおこなっている。かつての名称である「フ

ランス語フランス文学専攻」は、ほかの大学においてもなされうる学問領域をあらわしてい

たが、フランス語圏学を標榜する大学はきわめてすくない。このことは、もちろん、伝統的

フランス文学研究をすてさるものではなく、そのうえに、ひろく世界のフランス語圏に眼をむ

けていることをしめしている。

本専修の教員は、20 世紀文学、言語学・言語教育学、文化研究を専門としているが、

それぞれ興味、関心の範囲はひろく、これまで指導した学生の論文については、文学研究

はもちろんのこと、外国語教育 - 学習、メディアの言説分析、宗教文化の歴史的展開、挿絵論、

ダンス論、建築、ミュージアム、馬事文化、ラップなどのテーマについての指導をおこなっ

てきた。

また、現役の院生と教員にくわえ、ＯＢ／ＯＧ院生、退職教員からなる専修内の学会を組

織し、研究発表会・シンポジウムのほか、年刊機関誌『Lutèce』を発行、研究成果の公表

につとめている。

なお、社会人大学院生にたいする、研究環境についての個別配慮もおこなっている。

「フランス語圏学」をかかげる本専修では、ひろくフランス語圏に関する言語、文学、文化、

社会、歴史をあつかうが、前期博士課程の学生にたいしては、その専門にかかわらず、でき

うるかぎり広範囲な学びの機会を提供し、同時に、論文執筆のための教えを授業の内外に

おいて提供することにより、学生自身がみずから課題を発見、解決していけるような自律的

研究者にそだてる。修士論文執筆へむけてのおもなスケジュールは、以下のとおりである。

１年次 ４月　テーマ提出、指導教員決定

１年次 ５〜 12月　毎月の中間報告会

２年次 10月〜 12月　論文執筆

２年次 １月　修士論文提出

また、後期博士課程の学生にたいしては、その専門によりそい、３年間で博士論文を執

筆できるよう、学会誌投稿論文執筆など最大限の便宜をはかると同時に、国内外の学会や

研究会出席、留学などをサポートすることで、学生の経験値をゆたかにすることをめざして

いる。

専 修 紹 介

教 育 方 針
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現役の院生と教員にくわえ、ＯＢ／ＯＧ院生、退職教員からなる専修内の学会において、年

に2度の研究会を開催、学びと交流の機会を提供するほか、学部と共通の懇親行事をいくつか

実施している。

上記の学会において、大学院生をはじめとする会員が研究成果として論文（査読あり）を公

表するため、年刊研究誌『Lutèce』を発行している。

教 室 行 事

出 版 物

所 属 教 員

福 島  祥 行（社会応用言語学、相互行為分析、言語教育－学習、ポートフォリオ、仏語学、仏語圏学、社会的レジリエンス創発）

白 田  由 樹（19 世紀 末フランスのジェンダーとエスニシティの表 象、19 世紀フランス語圏都 市 文化）

原 野  葉 子（2 0世紀フランス文学における言 語 遊戯と科学、ヴィアン、ウリポ）

教員の所属する学会には、上記の専修内の学会のほか、日本フランス語フランス文学会、日本

フランス語学会、日本フランス語教育学会、日本演劇学会、外国語教育メディア学会、日本言語

学会、社会言語科学会、日本言語政策学会、日本外国語教育推進機構、日仏女性研究学会がある。

そ の 他 の 特 色



078 079

言
語
文
化
学
専
攻
／

[ 研究内容 ]

わたしの研究の関心は、言語、相互行為分析、協働学習、ポー
トフォリオ、現代フランス語圏社会、社会的レジリエンス創発と
多岐にわたりますが、その中心にあるのは「コミュニケーション」
です。コミュニケーションとは、ひととひととのやりとり（相互行為）
のことですから、すべてはコミュニケーションの問題に帰着する
とわけです。具体的には、会話の現場のミクロ分析や、学びあい、
言語学習法、言語の政治性、社会的レジリエンスの創発などに
ついて、構築主義的視点から研究しています。

[ 研究内容 ]

19 世紀末フランスにおける芸術・文学作品、演劇、ほか各
種メディアの中で描かれた「女性」について、伝統的な男女
観の変化や当時の社会状況とともに研究しています。現在まで
に、 19 世紀末から20 世紀初頭にかけて活躍した女優サラ・ベ
ルナールを「新しい女性」としてとらえなおし、その自己表象
のあり方を再検討する研究を行ってきました。また、近年はジェ
ンダーの視点だけでなく、人種や民族に関するさまざまなイメー
ジの生成過程を、当時の文学、演劇やアールヌーヴォー運動、
報道や批評言説の中に探っています。

メッセージ・教育方針

学問の先達としてできるかぎりのサポートをおこなうこと

はいうまでもありませんが、教えることは学ぶことであり、

教員もまた学びつづける存在です。ともに学ぶことを第一

にしつつ、言語や社会に関心のあるみなさんと、あらたな

学問を生みだしてゆきたいとかんがえています。

メッセージ・教育方針

フランスへの憧れからこの分野に入る人は（全てでは

なくとも）多いと思いますが、私もそうして研究を始め、「フ

ランス的なるものとその周辺」の生成過程を追う間に、

自分が生きている今の日本を意識することが増えました。

心に引っかかる事象を探究しながら、広がり、つながる

世界を見出し、言葉で語る力をお互いに鍛えていければ

と思います。

福 島  祥 行 　 教 授

白 田  由 樹 　 教 授

F U K U S H I M A  Y o s h i y u k i

S H I R A T A  Y u k i

専 門 分 野

言 語 学 ・フランス 語 圏 学

専 門 分 野

1 9 世 紀 末 フランス 語 圏 文 化

[ 主要業績 ]

［著書］『キクタン　フランス語会話  入門編』（アルク，2016）
［論文］「すれちがいの意味論 ─維新派のことばと相互行為─」（永田靖編『漂流の演劇』大阪大学出版会 , 2020）

「相互行為分析からみたグループワークにおける「アクティブ」の発露について」（『外国語教育メディア学会（LET）第 57 回全国
研究大会発表予稿集』外国語教育メディア学会，2017）

「グループ・ワークにおけるふりかえりの生成─フランス語初級クラスの相互行為分析から─」（Revue japonaise de didactique du 
français，11，日本フランス語教育学会，2016）

[ 主要業績 ]

［著書］『サラ・ベルナール─メディアと虚構のミューズ─』（大阪公立大学共同出版会，2009）
［論文］“Sarah Bernhardt comme la Muse de la décadence  : Roman à clef Dinah Samuel de Champsaur,”（Lutèce， no.38，2010, 

大阪市立大学フランス文学会，2010）
「サラ・ベルナールの愛国劇　─ふたつのジャンヌ・ダルク劇から─」（Lutèce, no.42，大阪市立大学フランス文学会，2015）
「ヴァン・デ・ヴェルデの装飾デザインにおける原始性志向―世紀末ベルギーの文芸思潮と「未開民族」の言説から―」（『人文研究』
第 70 巻，大阪市立大学大学院文学研究科，2019）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

専門は20 世紀フランス文学・文化。とくに実存主義時代の
ユースカルチャーを牽引したボリス・ヴィアンの文学作品と、
彼が属した前衛的研究集団「コレージュ・ド・パタフィジック」、
それからコレージュの下部組織として出発した「潜在文学工房」
を主な研究対象としています。「科学とは何なのか？」という問
いを芸術・文学の側から思考するとともに、西洋近代における
科学技術の高度な発展の必然的帰結としての「世界大戦」、そ
の記憶と表象の問題についても考察を進めています。

メッセージ・教育方針

一冊の書物との出会いが、世界の見え方を一変させてし

まうことがあります。フランス語圏の豊穣な芸術・文化とい

う「窓」を通じて、知らなかった風景を見つけにゆくこと、

自由の風を肌で感じること――そうしてしなやかに、より創

造的に生きてゆくための力をみなさん自身が育んでいける

よう、サポートできればと考えています。

原 野  葉 子 　 准 教 授 H A R A N O  Y o k o

専 門 分 野

現 代 フランス文 学・文 化

[ 主要業績 ]

［訳書］ボリス・ヴィアン『夢かもしれない娯楽の技術』（編訳，水声社，2014）
レーモン・クノー『文体練習』（松島征・福田裕大・河田学と共訳，水声社，2012）

［論文］“Boris Vian et la sémantique générale : logique du non” （Lutèce, no.45，大阪市立大学フランス文学会，2019）
“Science et littérature chez Boris Vian：autour de la discontinuité”（Études de langue et lit térature françaises , no.107，
日本フランス語フランス文学会，2015）

「微視的な眼─『日々の泡』のマテリアリスムについて─」（『広島大学フランス文学研究』第31号，広島大学フランス文学研究会，2012）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院人間・環境学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（人間・環境学） フ
ラ
ン
ス
語
圏
言
語
文
化
学
専
修
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応
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言語応用学専修は、個別言語の諸特性を研究対象とすることに加えて、複数の言語の対

照研究、言語獲得の研究といった多角的な観点から言語を分析することを目的としています。

本専修は、各教員の主な研究分野の講義・演習とともに、教員、学生全員が参加する合同

ゼミに特色があります。院生は、自分が興味をもつ分野を中心に研究することができますが、

合同のゼミでは、発表内容に関して多様な観点から、助言を受けることができます。様々な

研究歴をもつ院生の中には留学生も多く、研究の方向、関連文献の紹介など基本的な事柄

に関しても十分な指導を受けることができます。教員の専門は、アジア諸語を研究材料とす

る言語類型論的・認知言語学的研究、様々な言語理論に基づいた日英語の語用論・文法論・

母語と外国語の相乗効果を狙う外国語教授法・第二言語習得論と英語教育学、英語語彙

史研究など多岐に渡っています。各教員はそれぞれの専門分野の特性を生かしながら、文

化的コンテクストも含めた言語の多面的特性を研究しています。

本専修では文献研究とともに、様々な言語媒体およびコーパスに基づいた言語事実を重

視する指導を行なっています。理論研究も重要ですが、自ら実際に収集した事実により、先

行研究の不備を明らかにしたり、新たな言語現象の発掘に基づいた問題の提起など実証的

な研究を重視しています。本専修は、社会人学生、留学生が多いことも特色のひとつです。

彼らは実際の教育の中から生まれた疑問・問題点の解明を求めて研究し、あるいは帰国後

の日本語教師としての立場から、母語と日本語の対象研究を行なっています。院生は課題を

自由に設定することができますが、その動機を尊重しながら、課題の妥当性、使用する言

語資料の妥当性、拠り所となる言語理論の選択およびその妥当性などについて十分な指導

を心がけています。

専 修 紹 介

教 育 方 針

ht tps : / /www. l i t .osaka-cu.ac . jp /academics/graduate / languages-and-cu l ture / langs
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教員、院生全員が参加する合同ゼミを月に１回程度開催しています。ここでは、院生の修士

論文、博士論文作成のための研究発表をもとに、教員、院生による自由で活発な議論がなされ

ています。

毎年11月の初めに「言語情報学会」を開催しています。そこでは、教員、大学院生の研究

発表といったアカデミックな場と卒業生、修了生の近況報告といった同窓会的な場が提供され

ています。

毎年3月末に研究誌『言語情報学研究』を刊行しています。

教 室 行 事

出 版 物

所 属 教 員

山 﨑  雅 人（言 語 類型論、認知言 語 学）

田 中  一 彦（意味論、語用論）

辻  香 代（第二言 語習得 研究、英語 教育学）

小 倉  雅 明（辞 書学、文体 論）
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[ 研究内容 ]

言語学一般の知識を基礎として、中国の少数民族言語であ
る満洲語の研究を行っている。この言語はすでに話し言葉と
して使用する人数が減少し母語として次世代に継承することは
困難になっているが、清朝時代に使用された状況を多くの文
献により明らかにし、周囲のモンゴル語や中国語との関係を考
察するとともに、中国での現地調査を通じて、一千万と言われ
る満洲族が民族言語として初等教育で学ぶ現代満洲語を、言
語と社会の関係を考察するための研究対象としている。

メッセージ・教育方針

言語研究が対象とする言語に対する知識を欠いては成立

しえないのは言うまでもない。母語であれ、それ以外であ

れ、どの言語を研究するにせよ、その言語そのものに対す

る継続的な勉学は不可欠である。語学能力を高めたうえで、

理論的な知識を身につけるようにすると良いと思う。学問

に早道はないと考えるからである。

山 崎  雅 人 　 教 授 Y A M A Z A K I  M a s a t o

専 門 分 野

言 語 学

[ 主要業績 ]

［論文］「タイ語の視覚動詞 duu の文法化について―ベトナム語、中国語、朝鮮語及び日本語との通言語学的研究―」（『年報　タイ研究』
第 20 号，2020）

「アルタイ諸語、朝鮮語、日本語の従属節対格主語の機能について」（『言語情報学研究』第 17 号，2021）
「满文与阿尔泰语系、朝鲜语以及日语中的视觉动词语法化问题初探」（『满学论丛』第 7 輯，2017）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東北大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

研究テーマは大きく2つに分けられます。1つめは、英語の
時制研究です。英語の時制に関わる様々な現象や時の解釈に
関わる問題を文レベルの要因にとどまらず、談話レベルの要因
を考慮に入れた包括的な分析をするのが私の時制研究の特徴
といえます。2つめは、我々の身近な言語表現の言語学的分
析です。たとえば、巷で日本語の誤用としてよく耳にする「全
然おいしいよ」といった「全然＋肯定形」表現や、道路で我々
がよく目にする「落石注意」といった表現に注目し、それらの
言語学的分析を試みています。

メッセージ・教育方針

ことばに対する感性を研ぎ澄ませましょう。学部時代に

培った「ことばアンテナ」の感度を高めて、プロフェッショ

ナル・バージョンにアップグレードしましょう。研究材料は

あちらこちらに散らばっています。アンテナにひっかかった

「ことば」にとことんこだわりましょう。そんな力をつける

授業を目指しています。

田 中  一 彦 　 教 授 T A N A K A  K a z u h i k o

専 門 分 野

意 味 論・語 用 論

[ 主要業績 ]

［論文］“On the Non-Perfect tense in the temporal Since-Construction in Discourse,”（Distinctions in English Grammar of fered to
 Renaat Declerck，Kaitakusha，2010）

「「心的惰性」による時制の照応は存在するのか？」（『言語情報学研究』第 16 号，2020）
「機能文法的観点から見た時制の照応」（『言語情報学研究』第15号，2019）
「日常生活に“潜む”古典的カテゴリー化　─トートロジーの場合─」（『言語情報学研究』第 14号，2018）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 筑波大学大学院文芸言語研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

言
語
応
用
学
専
修

[ 研究内容 ]

英語の辞書やその歴史に主な関心があります。具体的
には１８世紀英国の辞書編纂家・文筆家であった Samuel 
Johnson の文体や言語的な特徴に興味があります。とくに、
Johnson が『英語辞典』（1755）を編纂していた時期に刊行し
た定期刊行物、The Ramblerにおける彼の言語使用について、
文法の観点から後期近代英語と照らし合わせてどのような特
徴をもつか、その言語使用がどの程度規範的であったか（あ
るいはなかったか）について探っています。

[ 研究内容 ]

母語使用は第二言語習得の発達を阻害するという見解が存在し
ます。脳内思考において、両言語は切り離すことができるのでしょ
うか。私は、日本人学習者が産出する英語プロダクトのクオリティ
を高めるために「母語使用」に着目しています。具体的には、機
械翻訳の言語処理プロセスに着眼し、和文和訳プロセスの類型
化を試みています。また、脳科学からの言語習得メカニズムへの
アプローチにも面白さを感じています。脳のコミュニケーション関連
領域の言語習得（母語・外国語） への関与実態とその神経的役割
の解明は、新たな外国語教授法の開拓に寄与すると考えています。

メッセージ・教育方針

いにしえの人々のことばに対する並々ならぬ想いは、辞

書や文法書などに結実しました。人々はことばのあり方に

ついて、どのようなことを考えてきたのか。ことばについて

語る人々はことばをどのように使ったのか。そして、ことば

は今、どのような姿をしているのか。英語という言語を中

心に、そのようなことを学び合えたら、と考えています。

メッセージ・教育方針

「ことば」に関連する様々な知見を縦断的・横断的に考

察し、言語教育・言語学習に関する通説を再考してみましょ

う。新しいアイデアを生み出すためには、考察の対象を異

なる視点から捉え直すことが大切です。また、専門領域に

対する学問的知識・理解を深めるだけでなく、グローバル

社会に向けて自らの情報・考えを発信する技能・能力を鍛

えましょう。受講生が、好奇心を持って、自ら積極的に「学

び」に関わってくれることを期待しています。 

小 倉  雅 明 　 講 師

辻  香 代 　 准 教 授

O G U R A  M a s a a k i

T S U J I  K a y o

専 門 分 野

辞 書 学・文 体 論

専 門 分 野

第 二 言 語 習 得 研 究・英 語 教 育 学

[ 主要業績 ]

［論文］“An Analysis of Johnson’s View of Knowledge: A Corpus-Stylistic Approach,” （ Johnson in Japan, Bucknell University 
Press, 2020）

“Authors who inspired Samuel Johnson's language use in The Rambler : an investigation of his reading sources based on 
a phraseological unit “of our present state,” （Lexicography, 5(2), Springer, 2018）

[ 主要業績 ]

［論文］「Developing and Evaluating a Scoring Rubric for Argumentative Essays: A Module-Based Approach」（『Urban Scope』, 第 12 号 , 2021）
「英語ライティングプロセス・モデルの一提案 －初級・中級英語学習者に焦点を合わせて－」（『英語教育開発センター紀要』, 第 3 号, 2020）
「母語使用を取り入れた外国語ライティングに関する研究」（『博士論文（京都大学）』, 2019）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東京大学大学院総合文化研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 修士（学術）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院教育学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（教育学）
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表現文化学

アジア文化学

文化資源学

　さまざまな文化や文化的事象を、社会的実践の場において積極的に活

用することで文化のもつ力をさらに高めるとともに、現代社会が抱える諸

課題の解決に資する文化を主導的に構想することを目的とする。新たな

文化の創出、比較文化的・多文化共生的な認識、文化の応用的・実践

的活用のそれぞれにたいする専門的知見を併せ持ちながら、文化や文化

的事象をさまざまな課題解決に活用することができる能力を習得させる。

研究者、専門職業人のいずれの進路においても、文化の活用を理論と実

践の双方で牽引できる人材を養成する。

人 材 育 成 の 目 標
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 「表現文化学」は、その名称にあるように「文化」を対象とする研究のセクションまたア

プローチです。もちろん、あらゆる人文学の研究領域は何らかのかたちで人間の作り出した「文

化」を研究対象としているわけですが、「表現文化学」は次のようないくつかの特徴におい

て従来の文化研究とは異なるスタンスをとることになります。

（１）トランスナショナルな文化のダイナミズムへの視点

「表現文化学」は、特定の言語圏・文化圏の内部に限られた文化現象の研究を排除する

ものでは決してありませんが、トランスナショナルな文化の力学を考察する諸理論を積極的

に吸収しながら、それら先行する研究分野を更新・発展させることを目指しています。

（２）さまざまな〈表象〉の形式への視点

 「表現文化学」では、言語にもとづく文化的表現だけでなく、映像、音響、身体表現な

どあらゆるメディウムに依拠する文化現象が分析の対象となりえます。

（３）ポピュラーな文化現象への視点

 「表現文化学」では、伝統的な人文学において文化的対象として十分に取り上げられる

ことがなかったサブカルチャー、ポップカルチャー、モード、広告、身体表現などをも重要

な研究対象とするとともに、そうした対象を考察するのにふさわしい方法論を探求します。

（４）現代的・理論的視点

 「表現文化学」の特徴は、たとえある程度過去にさかのぼる文化現象を対象とするにせよ、

その対象を単に過去のものとして研究するのではなく、現代におけるアクチュアリティに結び

つけていく視点から取り上げます。

[ 複数指導体制による開かれた論文指導 ]　本専修では、修士論文ならびに博士論文執筆

にあたって、主担当・副担当による個別指導とあわせて、定期的に合同発表の機会を設け、

専修の教員全員が論文執筆の相談にあたる開かれた指導体制を取っています。

[ 研究者のみではなく高度専門職業人の養成をも重視する ]　現代の文化現象を扱う本専修

では、修了生の進路として、研究者はもちろん、芸術・文化制作に携わることができる高度

専門職業人の養成をも重視しています。創造的研究成果を発信する研究者のみならず、最

新の学問的知見に裏打ちされた文化創造を担う人材育成をめざします。また社会人入学に

対しても門戸を開いており、長期履修制度の活用で、勉学と職業生活などとの両立も可能と

なるよう配慮しています。

[ 国際的な場で活躍できる研究者の養成 ]　言語圏・文化圏を横断する現代の文化現象を

扱う本専修では、大学院生にたいして、国際学会での発表、研究成果の英語による発信、

大学内外の制度を活用した海外研修への参加を奨励し支援しています。

専 修 紹 介

教 育 方 針

専
修
の
特
色

[ 論文指導 ]　発表会（月1回）、合同中間発表会（年に2回から3回）

[ 表現文化学会研究発表会 ]　毎年11月下旬ないしは12月初旬に開催。その時に、卒業生を

交えたホームカミングパーティをあわせて開催。

[ 研修旅行 ]　教員・大学院生・学部生による1泊2日の研修旅行。毎年9月頃に実施。美術館

等で研修を行い、専修・教室の親睦を図る行事。

雑誌『表現文化』を毎年3月に発行。現在8号まで刊行しています。内容は教員・大学院生・

大学院修了生による論文、研究ノート、授業報告、修士論文・卒業論文の要約、優秀レポートな

ど。機関リポジトリに登録されており、以下の URL から閲覧できます。

http://dlisv03.media.osaka-cu.ac.jp/il/meta_pub/G0000438repository

[ 大阪市立大学表現文化学会 ]　本専修の教員・大学院生・大学院修了者によって構成された学

会です。機関誌『表現文化』を発行し、年1回「研究発表会」を開催しています。

[ 研究会 ] 　教員主催による「研究会」も開かれています。

教 室 行 事

出 版 物

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

野 末  紀 之（19 世紀 末文化論、身体と芸術に関する研究）

高 島  葉 子（説話・伝 承の比較 文化 研究）

増 田  聡（音 楽 学、大 衆文化 研究、文化 所有 論）

海 老 根  剛（表 象文化論、ドイツ研究）
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[ 研究内容 ]

19 世紀後半のイギリス文学、とくに唯美主義の研究を中心
に行なっている。近年は、ウォルター・ペイターの文体と文体
観とを、同時代の政治思想や社会的文脈から読み解くことによ
り、非国民とされた唯美主義者の抵抗のあり方に焦点を当て
ている。また、同時代の男性同性愛者Ｊ・Ａ・シモンズの自伝
を、「男性性」やセクシュアリティをめぐる隠蔽と告白の力学お
よび文化・教養への批判という観点で読み解いている。「帝国
主義者」とされてきたＲ・キプリングの読み直しも最近のテー
マである。

メッセージ・教育方針

外国語であれ母語であれ、文章を読むことは大変な作業

です。論理や表現への細心の注意はもちろん、さまざまな

補助線を引いて意味を浮上させる力が求められます。そう

した力の養成を通じてはじめて閃きが生まれ、閃きを裏づ

けることができるようになります。そのときの爽快な気分を

味わうべく、ともに研鑽を積みましょう。

野 末  紀 之 　 教 授 N O Z U E  N o r i y u k i

専 門 分 野

表 現 文 化 学

[ 主要業績 ]

［著書］『文体のポリティクス─ ウォルター・ペイターの闘争とその戦略』（論創社，2018）
［論文］ 「「人生は文学より価値がある」─Ｊ・Ａ・シモンズ『自伝』をめぐって」（『ALBION』復刊 64，京大英文学会，2018）

「喪の作法─キプリングの『園丁』」（『表現文化』10，大阪市立大学大学院文学研究科表現文化教室，2017）
「共感、論理、自制 ─後期ペイターにおける「男性性」の再規定について」（『英文学研究　支部統合号』，日本英文学会，2009）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 京都大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

比較文化的視点から、日本とヨーロッパおよび東アジアの
民話説話・民間伝承を研究しています。文学や思想などのいわ
ゆる高級文化を対象として日本の文化を他文化と比較するので
はなく、一般民衆、特に農村の民俗社会に伝わる説話や伝承
を比較とすることで、その世界観や自然観の類似点と相違点
を明らかにし、これによって異文化理解に貢献することをめざ
しています。また、口頭で物語を語ることの持つ現代的意義
についても研究を進めています。

メッセージ・教育方針

研究には知的好奇心、独創的発想が重要ですが、大学

院での研究にはこれだけではなく、自分の研究に社会的

意義があるのかどうかを考えることも重要です。研究者も

社会の一員である以上、研究を通していかに社会に貢献で

きるのかが重要な課題であることを認識しておいて下さい。

高 島  葉 子 　 教 授 T A K A S H I M A  Y o k o

専 門 分 野

民 間 説 話・民 間 伝 承

[ 主要業績 ]

［論文］ 「ケナシウナルぺ─アイヌの山姥」（『比較文化研究』第 61 巻（別冊），2003）
「アイヌとケルトの異類婚姻譚─カムイと人の婚姻と妖精と人の婚姻」（『説話・伝承学』第 14 号，2006）
「民間説話・伝承における山姥、妖精、魔女」（『人文研究』第 65 号，2014）
 “Successful Marriages between K a m u y  and Humans in Ainu Folktales: A Comparison with Animal-Human Marriages in 
Northern Hunting Peoples’ Tales.” （ S tudies in Comparative Culture, No.124, 2016）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪市立大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

現在の主な研究テーマは次の二つです。（１）20 世紀初頭
（1900 年頃〜 1930 年代）のドイツにおいて幅広く流布し、大
きな政治的・社会的影響力を持った「群集」をめぐる言説の
展開を言説分析の手法も用いて考察すること。ここでは文学
や映画だけでなく、哲学、社会学、心理学などの言説も視野
に入れた学際的な研究を行っています。（２）これまで別個の
分野として研究されてきた映画の歴史とヴィデオの歴史の比較
検討を通して、現在の映像文化の解明に役立つ複数的な動画
の歴史への視座を得ることを目指しています。

メッセージ・教育方針

表現文化学専修でなされる研究は多様であり、対象も

テーマも一義的に決まることはありません。したがって、

幅広い視野と関心を持ちつつも、核となるみずからの問

題意識を定め、それを掘り下げていく積極的姿勢が欠か

せません。大学院の授業では、先行研究を柔軟に読みこ

なし、みずからの研究に活かしていく能力の養成を心が

けています。

海 老 根  剛 　 准 教 授 E B I N E  T a k e s h i

専 門 分 野

表 象 文 化 論 ・ドイツ研 究

[ 主要業績 ]

［論文］「〈大衆をほぐす〉─シアトロクラシーと映画（館）」（『a+a 美学研究』第 12 号，2018）
「〈映画都市〉としてのマドリード　アルモドバルの初期作品における都市表象をめぐって」（『表現文化』第 9 号，2015）
“Der Wandel von Kollektivbildern in der Weimarer Republik . Eine Imaginationsgeschichte der Masse und ihre 
Revision” （Einheit in der Vielfalt? Germanistik zwischen Divergenz und Konvergenz, 2021） 

「すれ違うふたつのメディア映像─映画とヴィデオを再考する─」（『ASPEKT』45 号，2012）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 東京大学大学院人文社会系研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

ポピュラー音楽研究を中心とした大衆文化研究。複製メディ
ア技術の発展と普及により生じてきた新たな音楽文化の生産と
受容の諸々について、主に美学的な関心に基づいてアプロー
チしています。録音メディアと作品概念、創作行為と作者性、
剽窃・盗作と間テクスト性、人工音声キャラクターの主体性、
著作権制度と音楽実践の相関などをこれまでテーマとしてきま
した。現在は、都市空間における音楽がもつ場所性について
関心があり、携帯音響機器や BGM、ご当地ソングなどについ
ての研究を極めてゆっくりと進めています。

メッセージ・教育方針

大学は「勉強するため」の場所ではありません、と言う

とほとんどの学生は解せない顔をします。しかし、その中

に「なるほど」と合点した表情をうかべる学生がときおり存

在し、そのような学生がやがて研究者の道を進んでいくの

を幾人も見てきました。「大学は勉強するところではない」

のであれば何をするところなのでしょうか。ひとつ考えてみ

てください。

増 田  聡 　 教 授 M A S U D A  S a t o s h i

専 門 分 野

音 楽 学 ・メディア 論

[ 主要業績 ]

［著書］『聴衆をつくる─音楽批評の解体文法』（青土社，2006）
『その音楽の〈作者〉とは誰か─リミックス・産業・著作権』（みすず書房，2005）
『音楽未来形─デジタル時代の音楽文化のゆくえ』（洋泉社，2005，谷口文和との共著）

［論文］「真似・パクリ・著作権─模倣と収奪のあいだにあるもの」（『コモンズと文化─文化は誰のものか』東京堂出版，2010，山田奨治編）
「データベース、パクリ、初音ミク」（『思想地図』Vol.1【特集：日本】，NHK 出版，2008，東浩紀・北田暁大編）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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アジア文化学専修は、日本を含めたアジア地域における実践的・課題解決的な文化活用の
現状と課題、さらには地域に根ざした文化活用の具体的方策や理論化などについての教育、研究
をおこないます。同時に文化活用のための基本的な前提となるアジア各地域の文化にたいする
理解や地域文化研究、文化人類学研究、比較文化研究のための方法についても学んでいきます。

そのための柱として本専修では、「地域」「共生」「比較」という三つのコンセプトを掲げて
います。
「地域」とは、多様な文化を生み出した地域的特性であったり、いままさに文化の新たな活用

がなされていたりする現場です。文化を理解するためには、文化だけを切り取って考えるのでは
なく、文化や文化現象の母体である「地域」についての理解が必要です。
「共生」とは、多様な文化が文字通り共生を果たしている状態であり、またそのような状態へ

向かおうとする価値のことです。文化間の共生、伝統と現代性との共生など、アジア地域では
文化の「共生」が大きな課題として存在しています。ある文化に固執すればそれは文化の対立や
衝突しか生み出しません。いかに共生的な文化を構築していくのか。アジアへのアプローチには

「共生」への志向が欠かせません。
「比較」とは、アジア文化を理解する上での大切な視点です。文化をひとつの視点から理解

しようとするだけでは、ときとして一面的な見方にとどまってしまいます。地域間の比較はもちろ
んのこと、過去と現在との比較、研究対象とする文化コンテンツ同士の比較など、さまざまな「比
較」をとおして、物事を相対化してとらえなければなりません。

本専修では、これら三つのコンセプトをもとにしながら、それぞれの地域や社会の特性に応
じた文化の活用を考えていきます。ビジネスの素材や集客のための訴求力として、対外的なソフ
トパワーとして、共生的社会実現のための土台としてなど、現代アジアで文化が活用される場は
多岐にわたっています。地域の特性を踏まえた文化の活用は、アジア地域にとどまらず現代社
会に通底する重要な課題であり、本専修の教育、研究は、現代社会の課題解決にも大きく寄与
するものとなるはずです。

研究の対象としては、日本を含めた東アジア、東南アジアにおける文化・文学や文化活用をテー
マにすることができます。また、西洋などアジア以外の文化や普遍的に広がる現代文化との関
係のなかでアジア文化をとらえるといったことも可能です。

研究指導については、どのような研究テーマであっても、しっかりとした文献読解とフィールド
での観察や調査の両方をバランスよくおこなうように指導します。本専修は、専門分野、対象地域、
研究方法を異にする教員から構成されていますが、その強みを活かして、教員が集団で指導する
ことで、多様な研究対象や多彩な方法論についての学修ができるような体制を取っています。

修了生には、アジア地域にたいする広い視野と専門性をもとに、地域社会から国際社会まで、
幅広い領域での活躍が期待されています。具体的には、アジアと関わりのある商社、金融、保険、
小売、旅行業等や、JICA、国際交流基金、NPO 法人などの専門的な職業、さらには研究者
や大学教員などが、進路として想定されます。

本専修は、皆さんに自由かつ創造的な環境を提供しながら、教育、指導に努めて参ります。

専 修 紹 介

教 育 方 針

専
修
の
特
色

2020 年度から新たに発足した専修です。教室行事や、専修のカリキュラムとは少し離れたア

ジア研究に関する活動なども、皆さんとともにひとつずつ創り上げていきたいと思います。

アジア文化学専修は、アジアに関心がある皆さんを歓迎します。アジアの料理が好き、アジア

映画をよく見る、アジアに旅行に行ったことがある・・・等々、アジアへの関心はどのようなもの

でも構いません。アジア文化学専修の教員が、皆さんが抱いている個人的な興味や関心を、研

究という枠組みのなかであらためてとらえ直すことができるように支援します。

教 室 行 事

そ の 他 の 特 色

所 属 教 員

松 浦  恆 雄（中国近現代文学、中国演劇）

多 和 田  裕 司（文化人類学、東 南アジア地 域 研究、現代アジア文化）

堀  まど か（国際日本 研究、比較 文化学、日本語文学）

宋  恵 媛（朝鮮、ディアスポラ、ジェンダー、在日朝鮮人）

文
化
構
想
学
専
攻
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[ 研究内容 ]

文化人類学の立場から東南アジア地域研究、とくにマレーシ
アのイスラームを対象とした研究をおこなっています。グローバ
ル化や国民国家体制、消費社会の進展等を特徴とする現代社
会にあって、イスラームの実践がどのように変化する（あるいは、
変化しない）のかについて、理論的検討やフィールドワークを
通して考えてきました。今後は、イスラーム的価値やイスラーム
の実践のなかに、現代社会が抱える課題の解決への手がかり
を探っていきたいと思います。そのなかで、文化の社会的活用
の具体的な方策を検討していきます。

メッセージ・教育方針

研究分野からフィールド調査中心の指導と思われがちで

すが、指導の基本は読む力の養成に置いています。学術的

な文章を読みこなせないかぎり、学術論文が書けるはずは

ありません。読む力を養うためには、とにかく「読む」こと

です。自分の研究に関係する文献はもちろんのこと、専攻

分野の代表的著作は一通り読んでほしいと思います。

多 和 田  裕 司 　 教 授 T A W A D A  H i r o s h i

専 門 分 野

文 化 人 類 学

[ 主要業績 ]

［著書］『イスラーム社会における世俗化、世俗主義、政教関係』（上智大学アジア文化研究所，2013，共編著）
『複ゲーム状況の人類学：東南アジアにおける構想と実践』（風響社，2014，共著）

［論文］「文化を売る：マレーシアにおけるふたつのソフトパワーをめぐって」（『人文研究』第64巻，2013）
「観光の時代におけるイスラーム：マレーシアの事例から」（『人文研究』第65巻，2014）
「マレー・ムスリムたちのクリスマス：ムスリムの行為におけるイスラーム外的要因」（『人文研究』第68巻，2017）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 大阪大学大学院人間科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（人間科学）

[ 研究内容 ]

「境界の文学、文学の境界」をテーマに、比較文化や文芸
交流史の研究を行っています。
1） ２０世紀転換期の知識人や詩人の研究。（野口米次郎など）
――象徴主義、神秘思想、「東洋」への関心空間と、モダニ
ズムの芸術運動の歴史と人的ネットワークを探る。
2） 日本の文化・芸術・文学の普遍性と特殊性――どのように
国外に発信され受容されて、また国内で再構築され、また国
際的なモダニズムの芸術潮流につながっていたか。
3） 戦前戦後の日本語文学の研究――国民国家の集団的記憶
に関わり、思考方法や倫理観、文化意識に影響を与えている「文
学」を研究することの可能性とは？

[ 研究内容 ]

　二十世紀以後の朝鮮人たちの文化について研究しています。
とくに、植民地支配と冷戦下での国家分断を経験する中で生
み出されたコリアン・ディアスポラが、それぞれの地でいかに
文化を継承、あるいは創造していったのかを解明することを目
標にしています。従来の文学・文化研究の枠組みを問い直しな
がら、これまで様々の要因によって声を奪われていた人々の声
を聞き取っていきたいと考えています。ジェンダーの視点はそ
のことと不可分のものです。

メッセージ・教育方針

大学院では、失敗を恐れず、結果よりプロセスを重視し

て幅広く挑戦してみましょう。既存の枠にとらわれず、し

なやかに、少し頑固に研究してみたい人。幅広い好奇心と

疑問を持ち、人間やその歴史を愛し、簡単にめげない人。

大阪という個性的で闊達な都市で、人文学研究の可能性、

そして自分自身の可能性について、拓いてみませんか？

メッセージ・教育方針

なぜ、何のために研究をするのかを明確にし、そこに到

達するには何をすべきかを自分で考えることが、まず肝要

です。アカデミアの傾向や流行の影響を免れることは難し

いですが、それを相対化する視点を持って、自らの課題を

見極めていくことも必要だと思います。視野を広く持ちなが

ら、文献や資料には辛抱強く、研究対象には誠実に向き

合って下さい。新たな知見や発見は、その先にある（かも

しれない）ものだと考えます。

堀  ま ど か 　 教 授

宋  恵 媛 　 准 教 授

H O R I  M a d o k a

S O N G  H y e w o n

専 門 分 野

国 際 日本 研 究・比 較 文 化 学

専 門 分 野

コリアンディアスポラ研究・在日朝鮮人研究・
ジェンダー研究・日本研究

[ 主要業績 ]

［著書］『「二重国籍」詩人　野口米次郎』（名古屋大学出版会，2012，単著）
『バイリンガルな日本語文学：多言語多文化のあいだ』（三元社，2013，共著）
『近代日本とフランス象徴主義』（水声社，2016，共著）
『野口米次郎と「神秘」なる日本』（人文書院，2021, 単著）　

［論文］“Yone Noguchi’s Introduction of Noh and Kyogen to the West and East”（Urban Scope: E-journal of UCRC, no.9, June, 2018）

[ 主要業績 ]

［著書］『「在日朝鮮人文学史」のために : 声なき声のポリフォニー』（岩波書店，2014 ／소명출판，2019〔ソウル〕）
［編著］『在日朝鮮女性作品集 : 一九四五～八四』（緑蔭書房，2014）

『在日朝鮮人文学資料集』（緑蔭書房，2016）
『続在日朝鮮人文学資料集』（緑蔭書房，2020，共編）

［訳書］Pratt, Keith L『朝鮮文化史 : 歴史の幕開けから現代まで』（人文書院，2018）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 総合研究大学院大学（国際日本研究専攻）

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（学術）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 一橋大学大学院言語社会研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（学術）

[ 研究内容 ]

中国語圏における20 世紀以降の文学・演劇を、主にテクス
ト中心に研究しています。文学では、廃名という作家や穆旦と
いう詩人が切り拓いた現代性について考えています。演劇では、
20 世紀以降、大量に出回るようになった紙媒体（唱本、番付、
小冊子、チラシなど）の系統的な整理を進めています。こうし
た実際の舞台の雰囲気を伝えてくれる資料から、20 世紀の演
劇史を見直し、文化再創造の手がかりを見つけようと思ってい
ます。

メッセージ・教育方針

大学で教員が学生に伝えることができるのは、学問の面

白さとテクストを読む力だと思います。この両者は切り離せ

ません。テクストの内容をより正確、かつ多様に読む力は、

教員と学生が向かい合って授業をすることを通してしか伝

えられないと、私は信じています。読む力がついて始めて、

学問の醍醐味、奥深さに触れることができます。じっくり

と学問、テクストに取り組む辛抱強さも必要でしょう。

松 浦  恆 雄 　 教 授 M A T S U U R A  T s u n e o

専 門 分 野

中 国 文 学・演 劇

[ 主要業績 ]

［著書］『帝国主義と文学』（研文出版 ,2010, 共編）　　
『濱文庫戯単図録　中国芝居番付コレクション』（花書院，2021，編著）

［訳書］『禅の味─洛夫詩集』（思潮社，2012）
［論文］「古風な台湾モダニスト─楊雲萍」（『日本中国学会報』70号，2018）

「説明書、無線電与越劇戯考」（『戯曲研究』第 113 輯，2020）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 神戸大学大学院文学研究科修士課程

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）
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専修名の「文化資源学」は21世紀に入ってから本格的に注目されるようになった新しい領域の
学問です。一般に文化的な所産というと、国宝や重要文化財に象徴されるような文化遺産をはじ
めとした遺跡・史跡や著名な芸術作品などがイメージされがちです。実際に類似の専修名を冠し
た他の大学院では、こうした所産の資料化や保存のあり方を教育・研究の中心としていますが、
本専修ではそれよりも遥かに広い範囲の「文化」的な所産に「資源」としての価値を見出し、文
化を社会の中で積極的に活用するための理論や実践について検討します。

文化資源学専修が研究対象とする「文化資源」は多岐に渡ります。先に挙げた文化遺産等の
歴史・芸術的所産はもちろんのこと、これに加えて現在進行形で生み出されていく最新の文化的
所産までをも視野に収めます。また絵画や彫刻、建築といった美術史学が対象としてきた範囲、
歴史的な街並みなど、地理学や都市計画学が対象としてきた範囲の、いわゆる「モノ」としての
文化事象を研究対象とするだけでなく、東西の演劇、戯曲の上演や、アートプロジェクト、ワー
クショップ、観光ガイド・ツアーなどの「コト」としての文化事象にも着目します。具体的には、アー
ト（特に美術・音楽・演劇）とツーリズム（観光・地域創造）に関連する文化資源のあり方を捉え、
これを中心に研究していくことになります。さらにそれだけでなく、そうした文化の社会的な活用
のための企画や実践についても研究対象とします。

教員スタッフの専門は、演劇学、表象文化論、美術史学、博物館学、観光学、社会学、芸術療法、
アートマネジメントとさまざまです。また所属する院生の背景や研究テーマも多様で、社会人院生も
多く在籍しています。これまでの伝統的な学問分野を基礎としつつも、文化資源という共通のキー
ワードのもと、領域横断的かつ情報交流的な教育研究環境が整っていることが大きな特徴です。

【複眼的視野を持った研究者の育成】　それぞれに専門の異なる教員スタッフが在籍している利
点を生かし、学生指導にあたっては、専門分野に即した主担当教員に加え異なる専門分野の教
員が副担当としてこれにあたります。学生は、様 な々専門分野のそれぞれの方法論を吸収し咀嚼
した上で、広い視野に基づく研究を自ら実践していくことになります。単一分野の視座や方法論
にこだわりすぎない複眼的視野を持つ研究者を育成します。
【文化活用実践の担い手を育成】　広い範囲での「文化資源」を研究対象とする本専修では、修
了生の進路として芸術分野、観光分野等におけるクリエイティブな研究成果を発信する研究者の
みならず、文化活用実践の担い手となる人材の育成も目指しています。具体的には、地域活性に
関わるシンクタンク職員や観光実践の企画やマネジメントに関わる専門職（DMO 職員など）、博
物館施設等の学芸員、ミュージアム・エデュケーター、地域に根ざしたアートプロジェクト・イベ
ントを企画実施する専門スタッフなどが想定されます。そのほかにも文化財科学、アーカイブズ
学の実践を行う現場における専門職なども考えられます。
【専門的職業人の育成】　本専修では社会人入学に対しても門戸を開いており、長期履修制度の
活用で、勉学と職業生活などとの両立が可能となるよう配慮しています。既に本専修が対象とす
る学問分野やそれに近い領域での実践を行ってきている社会人学生（前項を参照）については、
専修での専門研究によって実践を裏付ける学問的知見を身につけてもらい、さらなる専門的職業
人としての飛躍を後押ししていきます。

専 修 紹 介

教 育 方 針

専
修
の
特
色

所 属 教 員

小 田 中  章 浩（表 象文化論、比較演劇史）

菅 原  真 弓（美 術史学、文化資源学、博物館学）　

天 野  景 太（観光 学、社会 学、都 市 社会文化論）

沼 田  里 衣   （コミュニティ音 楽療法、臨床 音 楽 学）

文
化
構
想
学
専
攻

この「文化資源学専修」は、大阪市立大学で2020 年度から始まった新しい専修です。です

から、学生の皆さんとともに、本専修の特色を紡ぎ上げていくことになります。

現時点で構想している事柄は以下の通りです。

「大阪市立大学文化資源学会」（仮称）の設立および学会行事の開催

専修内で学会を組織し、その構成要員としては、文学部文化構想学科文化資源コースおよび大

学院文化資源学専修の学生、および本専修の教員を想定しています。学会行事としては「卒業

論文中間発表会」「修士論文中間発表会」（毎年10 ～ 11月頃）、「卒業論文成果報告会」「修

士論文成果報告会」（毎年2月～ 3月頃）などを考えています。また機関誌（タイトル未定）を

発行し、ここにコース、専修に所属する学生や教員の研究成果を掲載していきます。

研修旅行の実施

教員、学部生、大学院生による一泊二日程度の研修旅行実施を企画しています。毎年、秋ご

ろの開催を想定しています。

合同ゼミナールの実施

教員、学生全員が参加する合同ゼミナールを毎月１回程度の割合で実施。学生個々の研究に

ついて、教員、学生による自由な討議を行います。

教 室 行 事
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[ 研究内容 ]

日本美術史。特に幕末から明治期にかけての媒体（版画、
主に浮世絵版画）に関する研究が主たるテーマ。大転換期で
あった明治維新とその後の社会制度の激変は、常に時代の流
行を描き出してきた浮世絵の世界にも大きな変革をもたらしま
した。そして皮肉なことに、時代に取り残された浮世絵はつい
に終焉を迎えます。単に「美しい」と愛でられる絵画ではなく、
時代背景（社会的、政治的な）と密接な関係を持つ美術に
関心があります。今後まとめようと思っている浮世絵版画の
受容史はそうした関心が基で生まれたもの。

メッセージ・教育方針

研究に対するスタンスとして私が大切にしていることは

「愚直」であることです。楽をして手っ取り早く成果をあげ

ようとせず、資料を集めたりフィールドワークによってサン

プルを集めたり、といった基礎的な勉強を「愚直」に行っ

て欲しいと思います。世界がアッと驚くような研究だって、

最初の一歩は小さなものだったはずですから。

菅 原  真 弓 　 教 授 S U G A W A R A  M a y u m i

専 門 分 野

美 術 史 学・文 化 資 源 学・博 物 館 学

[ 主要業績 ]

［著書］『浮世絵版画の十九世紀～風景の「時間」、歴史の「空間」』（ブリュッケ，2009）
『謎解き浮世絵叢書　月岡芳年「和漢百物語」』（二玄社，2011）
『月岡芳年伝　幕末明治のはざまに』（中央公論美術出版，2018，第69回芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞）

［論文］「浮世絵研究の功罪～近代における浮世絵受容とその波紋～」（『美術史論集』神戸大学美術史研究会 第 18 号，2017）
「宇多川文海と『南海鉄道旅客案内』」（『帝塚山派文学学会紀要』5 号，2021）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 学習院大学大学院人文科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（哲学）

[ 研究内容 ]

フランス現代演劇への関心を研究の基本的な柱としつつ、そこ
から西洋の近代演劇（モダンドラマ）に関する考察、さらには日
本の伝統演劇と西洋演劇の比較演劇的な視点からの探求を行っ
ている。その背景にあるのは演劇を生み出す歴史や政治的な制
度への関心である。最近行った研究として西洋演劇的な観点から
見た人形浄瑠璃の研究があり、今後行う研究として戦争と演劇に
関する考察（第一次大戦中のフランス演劇）がある。また演劇と
その周辺領域、たとえば演劇と教えることの関係性、あるいは演
劇に限らず他の表現領域に通底する問題系（たとえば映画や小説
に見られる記憶喪失というモチーフ）も関心領域の中に含まれる。

メッセージ・教育方針

情報が氾濫する現在の世界では，大学における伝統的な

「知」のあり方が問われている。そうした状況で学ぶ学生

に必要なことは，専門分野について深く学ぶことは当然と

して，今後知的な世界で生き延びていくための強靱な知性

と，進んで異分野の専門家との対話を求めていく，いわば

「ケモノ」的な発想と行動力である。そのための「生きた哲

学」とスキルを伝授しなければならないと考えている。

小 田 中  章 浩 　 教 授 O D A N A K A  A k i h i r o

専 門 分 野

演 劇 学・表 象 文 化 論

[ 主要業績 ]

［著書］Akihiro Odanaka and Masami Iwai. 2021. Japanese Political Theatre in the 18th Century: Bunraku Puppet Plays in Social Context. 
London and New York: Routledge.

『東アジア古典演劇の伝統と現代』（勉誠出版，2019，共著）
『モダンドラマの冒険』（和泉書院，2014），『フィクションの中の記憶喪失』（世界思想社，2013）
『現代演劇の地層─フランス不条理劇生成の基盤を探る』（ぺりかん社，2010，第 43 回日本演劇学会「河竹賞」受賞）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 早稲田大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（文学）

[ 研究内容 ]

「観光」を社会現象として捉え、現代観光の社会・文化的な
特質を、主に社会学的な視点から読み解くことを課題としてい
ます。具体的には、相互に関連しあう以下の4つのテーマ、①
アーバン・ツーリズムの総合的研究、②都市や地域における人々
や文化の結節点（駅や盛り場空間など）の生成と展開に関す
る研究、③ニュー・ツーリズムの観光文化論、④観光行動に
おけるメディア・コミュニケーションの役割に関する研究、につ
いて、国際比較を念頭に置きつつ、日本をフィールドとしなが
ら探求しています。

メッセージ・教育方針

種をまかず、肥料をやらなければ美味しい果実は実りま

せん。大学（院）での学びも同じで、果実だけエレガント

にいただく、つまり出来合いの理論や学説をつまみ食いす

るだけではなく、ものごとを一から地道に考え抜く実践こ

そが、迫力を持った研究成果を導きます。私も学生の皆さ

んとともに思考し、試行錯誤する姿勢をもって授業に臨み

たいと考えています。

天 野  景 太 　 准 教 授 A M A N O  K e i t a

専 門 分 野

観 光 学・都 市 社 会 文 化 論

[ 主要業績 ]

［著書］『都市・地域観光の新たな展開』（古今書院，2020，共著）
『「観光まちづくり」再考：内発的観光の展開へ向けて』（古今書院，2016，共著）
『東京の社会変動』（中央大学出版部，2015，共著）

［論文］「レトロツーリズムの文化論：昭和の表象が織りなす観光のアクチュアリティ」（『日本観光学会誌』第 58 号，2017）
「携帯位置情報ゲームと観光経験：ゲーミング・ツーリズムの実態と展望」（『論叢国際関係学部篇』第 16 巻第 67 号，2011）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 中央大学大学院文学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（社会学）

[ 研究内容 ]

障害のある人を含む様々な人々が、技術や価値観の差異を
超えて音楽作りをすることについて、実践と理論の両面から領
域横断的な研究をしています。関連領域は、音楽療法をベー
スとして、音楽学、即興音楽、コミュニティ音楽、アートマネ
ジメント、障害学など。実践研究として、主に知的障害者を対
象とした即興表現活動も続けています。現在は、音楽や舞踊
などの非言語的表現とともにある言語的対話について着目し、
研究を進めています。

メッセージ・教育方針

研究に際して、まず大切なのは、「問い」を設定すること。

その問いを深めていく旅こそ、研究の醍醐味です。その旅

路には、自らとの対話、書物との対話、研究者との対話、

そして対象領域に関連する様々な現場の人 と々の対話が含

まれるでしょう。多様な知を吸収しながら多くの発見が得

られるよう、応援していきたいと思います。

沼 田  里 衣 　 准教授 N U M A T A  R i i

専 門 分 野

コミュニティ音 楽 療 法・臨床音楽学

[ 主要業績 ]

［著書］『障がいのある人の創作活動―実践の現場から』（あいり出版，2016，共著）
『ソーシャルアート：障害のある人とアートで社会を変える』（学芸出版社，2016，共著）
『公共文化施設の公共性　運営・連携・哲学』（水曜社，2011，共著）

［論文］「『 動いている音楽』—社会的課題と結びついた即興音楽の美的戦略に関する一考察—」（『日本音楽即興学会誌』第 5 巻，2020）
「臨床音楽学研究試論 : 音遊びの会』の事例を通して」（『日本音楽療法学会誌』第 17 巻第 2 号，2017）
“The Otoasobi Project : Improvising with Disability”（Music and Arts in Action, Vol.5(1)，2016）

最 終 学 歴  ▶︎ 　 神戸大学総合人間科学研究科

学 　 　 位  ▶︎ 　 博士（学術）
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学部４回生の頃、私は１年間の交換留学の機会を得て本学で学びました。そこではたくさんの出会いがありました。私は

学部生の頃から、妖怪関係の研究をしたいと思っていましたが、中国の大学では、この研究テーマで大学院に入るのは無理

だろうとよく言われました。進路に悩んでいたとき、本学のある先生が相談に乗ってくれました。私が妖怪研究をしたいと話し

たら、アジア都市文化学専攻でなら自分の好きなように研究できるとおっしゃったのです。その瞬間、ここに入ろうと決めました。

当時の交換留学の1年間で、市大そのものを好きになったというのも大きな理由です。市大の授業はもちろん、便利で

資料豊富な学術情報総合センター（図書館）、留学生が自由に寛げるグローバルビレッジや、田中記念館のそばでときどき

寝転んでいる猫ちゃんまで、私は大好きです。

私は中国の清の時代に書かれた志怪小説『聊斎志異』の一作・「画皮」という話を通し、日中の「鬼」の概念の変遷を辿り、

妖怪学の隆盛の視点から、日中における『聊斎志異』「画皮」の変遷と受容について研究しました。

アジア都市文化学教室での2年間は、観光学・文化人類学・比較文学などの知識から、修論を書くのに必要な様々な能

力など、ここでうまくまとめるのが難しいぐらい、たくさんのことを学びました。ゼミは、文献を読み、まとめ、質問をする

ことが基本的な形式となっています。それで1年目は、ひたすら文献を読み、まとめる毎日でした。一見単純な作業かもし

れませんが、そこから学んだものは多かったです。例えば、文献を読む能力です。文献を読む能力は論文を書くにも必要不

可欠ですが、留学生の私にとって日本語で書かれた学術書や論文を理解するのはやはり難しかったです。文献の主旨をまと

めた上で、更にゼミ中にみんなで議論するための質問も考えなければいけないので、文献の内容をただ鵜呑みにするわけに

はいきませんでした。その1年間を通し、読む力は確実に鍛えられたと実感しています。また、他の学者が書いた本や論文

を読むことで、研究の仕方、論文の書き方なども勉強できました。

大学院での2年間は、修士論文を執筆する2年間でもあります。進度を報告する総合ゼミがときどき開催され、先生方の

指導の下で少しずつ論文を仕上げていきます。完成した修士論文には未熟なところもありますが、大いに勉強して書き切った

ことには満足しています。2年間をかけて1つの作品を作っていく経験は、これからの人生の糧にもなると思います。

今は日本社会と文化をより深く体験・経験するために就職することにしましたが、いつかは後期博士課程に進み、研究を

つづけたいと思っています。日本での生活が落ち着いたら、また戻ってきたいです！

充実した2年間を送ってください。市大での時間

はあなたの人生にとって必ず貴重な経験になります。

D U  Y i w e i杜 一 葦
箕面山荘 風の杜勤務　
アジア都市文化学専攻*　2019年度前期博士課程修了
* 2020年4月、アジア都市文化学専攻に代わって「文化構想学専攻」新設

　
所属
アジア都市文化学専攻
研究テーマ
清代妖怪譚の受容をめぐる日中比較
修士論文題目
日中における『聊斎志異』「画皮」の受容と変遷 ―近代の妖怪学の隆盛から
現代まで

文学研究科を選んだ理由

研究内容

文学研究科での学び

将来の目標

受験生へのメッセージ
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大学院入試について

１．募集専攻・募集人員

３．入試スケジュール

２．入試の種類

研 究 科 名 専 攻 名 博 士 前 期 課 程（ 修 士 ） 博 士 後 期 課 程（ 博 士 ）

文 学 研 究 科

哲 学 歴 史 学 1 4 5

人 間 行 動 学 1 6 6

言 語 文 化 学 1 8 6

文 化 構 想 学 1 2 4

計 6 0 2 1

大阪公立大学大学院文学研究科（仮称）は、博士前期課程・博士後期課程の二つからなり、それぞれ三つの種類の入学試験を行う予定です。

※日程の詳細については、文学研究科のホームページ（http://www.lit .osaka-cu.ac.jp/admissions#chapter-3 ）をご確認ください。

一般選抜

外国人留学生特別選抜（大学院）

社会人特別選抜（大学院）

＜博士前期課程＞

大学を卒業した者及び卒業見込みの者、大学改革支援・学位授与
機構などにより学士の学位を取得した者を対象としています。

＜博士前期課程＞

日本国籍を有しない者で、外国において学校教育における16
年の課程を修了した者及び修了見込みの者、外国人留学生とし
て日本の大学を卒業した者及び見込みの者を対象としています。

＜博士前期課程＞

大学を卒業した者及び卒業見込みの者、大学改革支援・学位授与
機構などにより学士の学位を取得した者、加えて 3 年以上の職業
その他の社会的経験を有する者を対象としています。

＜博士後期課程＞

修士の学位又は専門職学位を有するもの及び取得見込みの者を対
象としています。

＜博士後期課程＞

日本国籍を有しない者で、外国において修士の学位又は専門職学
位に相当する学位を授与された者及び取得見込みの者、外国人留
学生として日本の大学院において修士の学位又は専門職学位を授
与された者及び取得見込みの者を対象としています。

＜博士後期課程＞

修士の学位又は専門職学位を有する者、もしくは外国において修士
の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者、加えて３年
以上の職業その他の社会的経験を有する者を対象としています。

出願書類配布時期 出願 入学試験 合格発表

博士前期課程
６月

１１月
７月
１月

９月
２月

９月
３月

博士後期課程 １１月 １月 ２月 ３月

問い合わせ先

学生サポートセンター１Ｆの文学研究科担当窓口までどうぞ

T E L： 0 6 - 6 6 0 5 - 2 3 5 3

Ma i l： l i t 2 0 1 0 @ l i t . o s a k a - c u . a c . j p

毎年、6月と11月に大学院説明会が開
かれています。文学研究科全体の説明会
に加えて、専門分野ごとの説明会も開催さ
れます。

大学院 説明会

大学院入試 関連

研究生、科目等履修生について

取得できる資格

▶ 過去問題の閲覧方法

▶ 研究生制度について

▶ 科目等履修生について

▶ 大学院学生募集要項の入手方法

▶ 教員による事前相談について

平日の 8：45 ～ 17：00 の時間帯に、大阪市立大学杉本キャンパスの学生サポートセンター１Ｆの文学研究科担当窓口までおいで下さい。

過去数年分の試験問題を閲覧できます。その際、一時的な貸し出しを希望される場合は身分証明できるものをご提示下さい。

大学を卒業した者、またはこれと同等以上の研究能力を有すると認められる者を研究生として受け入れることがあります。

受入は原則として毎年 4月のみです。志願者は、指導を受けたい教員と研究内容等について事前によく相談していただく必要があります。

大学院博士前期課程修了の単位を修得することにより、より専門性の高い教育職員免許状である「専修免許状」（中学校・高等学校）

を取得することができます（但し、各専修ごとに指定されている校種・教科に対応する教育職員一種免許状をすでに取得しているか、そ

の取得に必要な科目の単位をすべて修得していることが必要です）。

学部で開講している〈博物館に関する科目〉を履修し、単位を修得することにより、博物館学芸員の資格を取得することができます。

人間行動学専攻の大学院博士前期課程学生で、すでに社会調査士の資格を有する者は、専門社会調査士関連科目を履修し、単位修

得することによって、専門社会調査士申請資格を取得することができます。

前期博士課程の開講科目中、一部の科目を履修することができます。

平日の 8：45 ～ 17：00 の時間帯に、上記文学研究科担当窓口までおいで下さい。または、大阪市立大学ホームページ（ http://

www.osaka-cu.ac.jp/ja/admissions/graduate ）から資料請求ください。

大学院博士前期課程、大学院博士後期課程への進学を希望しておられる方は、進学希望先の専修の教員と事前によく相談して

ください。各教員の連絡先は、大学院文学研究科のホームページ（ http://www.l it .osaka-cu .ac .jp/academics/staff ）を参照して

ください。



※新大学の組織・カリキュラム・取得可能な免許・資格等は設置 認可申請中のため予定であり、今後変更の可能性があります。
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